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構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤

1

１．建物概要

棟名称
規　模

地上 地下 塔屋

構造形式

方向

２）建物概要

構造特記仕様書（１）【使用構造材料一覧表・施工方法等計画書】

１）工事場所：

構造種別

Ｘ

Ｙ

架　構

高さ 面積

最高軒高 最高高さ

Ｘ

Ｙ

Ｘ

Ｙ

ｍ ｍ ㎡ ㎡

ｍ ｍ ㎡

㎡

ｍ ｍ ㎡ ㎡

構造種別 鉄筋コンクリート造（RC）

鉄骨鉄筋コンクリート造（SRC）

壁式鉄筋コンクリート造（WRC）

プレストレストコンクリート造（PC）

コンクリート充填鋼管造（CFT）木造（W）

鉄骨造（S）

２．構造設計条件

１）施設の耐震安全性： 構造体 第Ⅰ類（Ｉ=1.50） 第Ⅱ類（Ｉ=1.25） 第Ⅲ類（Ｉ=1.00）

建築非構造部材 設計標準水平震度（Ｋｓ）

１階及び地下階

上層階・屋上及び塔屋

中　間　階

場　　　所

1.0

1.0

0.6 0.4

0.6

1.0

Ａ類 Ｂ類

㎡

ｍ ｍ ㎡ ㎡

２）構造計算の区分（構造計算ルート等）

棟名称 構造計算書に係る構造計算の手法

建築基準法施行令第81条第２項第１号イに掲げる構造計算　【ルート３】

建築基準法施行令第81条第２項第１号ロに掲げる構造計算　【限界耐力計算等】

建築基準法施行令第81条第２項第２号イに掲げる構造計算　【ルート２】

建築基準法施行令第81条第３項に掲げる構造計算　　　　　【ルート１】

４）地震荷重 標準せん断力係数

５）風荷重 基準風速Vo

地表面粗度区分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

６）積雪荷重 垂直積雪量ｄ

単位荷重ｐ

多雪区域の指定 有 無

７）土圧及び水圧

土圧係数（長期） 地下外壁 擁壁

設計水位 設計GL-  　  　　　 m

地震地域係数  Ｚ=

地盤種別 第１種 第２種 第３種

Ｃo1=

３）設計層間変形角 一次設計

一次設計

土の単位体積重量 　　   　　kN/m3

地表面の上載荷重 　　   　　kN/㎡

８）設備機器等追加荷重

棟名称 階 設備機器名 棟名称 階 設備機器名

９）増築計画 有 無

10）地盤調査資料

1.地盤調査報告書 有 敷地内（

無 調査予定 有（ ）

近隣 ）

無

2.地盤調査内容 サウンディング

標準貫入試験※

スクリューウェイト貫入試験

土質試験

物理的性質試験 （　　土粒子密度試験　　含水比試験　　　　　粒度試験

　　　液性限界試験　　　細粒分含有率試験　　湿潤密度試験）

力学的性質試験 （　　一軸圧縮試験　　　密度試験　　　　　　直接せん断試験

　　　三軸圧縮試験　　　振動三軸試験　　　　中空ねじりせん断試験）

現場透水試験

孔内水平載荷試験

常時微動測定

平板載荷試験

ＰＳ検層

鋼杭の腐食性試験

3.ボーリング調査位置図，土質柱状図 図示（別図参照）

３．共通事項

３－１.　共通仕様書

２）本特記仕様書で「特記」とあるのは、構造図面に表記する事項をいう。

３）『工事監理者』とは標準仕様書の監督職員とする。

１）構造図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、下記の図書を適用する。

ｂ）日本建築学会　建築工事標準仕様書・同解説（以下『JASS』）

ａ）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

鉄筋工事施工計画書・報告書

仮設に伴う躯体の補強による費用等は、受注者の負担とする。

ガス圧接工技量検定付加試験

平板載荷試験

構造体コンクリ－ト検査
ガス圧接抜取検査

配筋検査
コンクリ－ト試し練り
試験杭施工

工事監理者（監督員）は、施工の各段階で下記の試験及び検査に立会うものとする。但し、具体的

３－５.　立会検査

仮設工事は、受注者の責任施工とする。

仮設に伴う躯体の補強は、工事監理者（監督員）の承諾を受けること。

型枠工事施工計画書

溶接技能者技量検定付加試験

亜鉛メッキ高力ボルト摩擦係数試験
ボルトの軸力導入試験
鉄骨建方検査
鉄骨製品検査
鉄骨組立開先検査

鉄骨現寸検査

JASS 5（鉄筋コンクリ－ト工事）は、2022年版による。

３－４.　施工計画書・報告書

コンクリ－ト配合計画書

杭工事施工計画書・報告書
平板載荷試験計画書・報告書

コンクリ－ト工事施工計画書

山留計画書・報告書
仮設計画書

工事の着手に先立ち下記の計画書等を工事監理者（監督員）に提出し承諾を受けること。
報告書は、工事終了後に速やかに提出すること。

３－３.　構造設計図書の優先順位

すべての構造設計図書は、相互に補完するものとする。
ただし、構造設計図書間に相違がある場合の優先順位は、下記の順番とする。

３－２.　項目・特記事項の適用

３）特記事項に記載の（　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、表を示す。

２）現場説明書
１）質問回答書

２）特記事項の適用は、次による。

ｄ）・ 印のものは、適用しない。

ｃ）・ 印と※印の付いた場合は、共に適用する。

ｂ）・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

ａ）・ 印の付いたものを適用する。

１）項目の適用は、項目番号に○印の付いたものを適用する。

鉄骨工事工場製作要領書・報告書

躯体施工図

鉄骨工事現場施工計画書・報告書

鉄骨工作図
鉄筋取合要領図（杭基礎の場合）

４）構造図面
３）特記仕様書

(1. 2. 1 ～ 1. 2. 4)

鉄骨材料試験

高強度コンクリ－トに関する規定は、

支持層確認検査

(1. 1. 1)

６）JASS
５）標準仕様書

４.　仮設工事

４－１.　一般事項

コンクリ－ト打設計画書・報告書

構造設計図書とは、構造に関わる設計図書をいう。

地盤改良工事施工計画書・報告書

設備スリーブ図

仮設材は、原則撤去すること。

免震材料製作要領書・報告書

免震工事施工計画書・報告書

免震材料製品検査

工場現場外の検査にかかる費用は全て受注者の負担とする。

制振部材製作要領書・報告書

制振部材製品検査

４）　 印は『国等による環境物品等の調達の推進に関する法律』（平成１２年法律第１００号）G

　　に基づく『環境物品等の調達の調達の推進に関する基本方針（平成２５年２月閣議決定）』

建築工事特記仕様書と構造特記仕様書に相違があった場合、構造特記仕様書を優先する。

　　　　最新版　（以下『標準仕様書』）

　　に定める判断の基準を満たす物品を示す。

『高強度コンクリ－ト施工指針（案）同解説 2013年版（日本建築学会）』による。

変形角の制限

(2. 1. 1)

鉄筋ガス圧接工事施工計画書・報告書

プレストレストコンクリート工事施工計画書

５－２.　残土処理

構外搬出適切処理 構内指示の場所に敷きならし

(3. 2. 5)

(3. 2. 3)

埋戻し及び盛土は、各層300mm程度ごとに締め固めること。

※

５.　土工事

５－１.　埋め戻し及び盛土の種別

機器による締固め

水締め、機器による締固め

種   別 材       料 工       法

Ｂ  種

Ｄ  種

Ｃ  種

Ａ  種※

機器による締固め

水締め、機器による締固め

根切り土の中の良質土

山砂の類

他現場の建設発生土の中の良質土

再生コンクリ－ト砂

５－３.　山留め

必要に応じて変形、水位等の計測を行い、工事監理者に報告すること。

鉄筋コンクリ－ト連続地中壁工法

鋼矢板工法
親杭横矢板工法

のり付オ－プンカット工法

その他
ア―スアンカ―

ソイルセメント柱列山留壁
切梁

１）工　法（設計で想定した工法を示す）

２）管　理

(3. 3. 1)

(3. 3. 2)

３）撤　去
行わない行う (3. 3. 3)

(3. 2. 2)５－４.　排　水

排水を止める時期は、工事監理者と協議の上決定すること。

山留めは受注者の責任施工とする。

特定埋込杭工法 （4. 3. 5）

６－３.　鋼杭地業

（4. 4. 5）

（4. 4. 3）

杭長及び杭先端位置は、地盤状況，試験杭結果により変更する場合がある。

鋼管杭（JIS A 5525）

継手 溶接継手

杭の種類

１）材料

杭

試験杭は、本杭を兼ねる。

認定条件による。

行う（特記による）４）試験杭 ※

工法名

３）支持力の算定

※

無溶接継手

行わない

大臣認定番号

６－１.　直接基礎

６－２.　既製コンクリ－ト杭地業

(4. 2. 4)

（4. 3. 6）

Ｃ種

Ⅲ種

（4. 3. 3）

多サイクル

基礎深さ及び大きさは支持地盤の状況により調整する場合がある。

閉そく平たん形先端部形状

継　手

２）工法

ア－ク溶接

ＳＣ杭（評定取得品）

ＣＰＲＣ杭（評定取得品）

ＰＨＣ杭（JIS規格品、評定取得品）

１）材　料

杭の種類

無溶接継手

開放形

Ⅰ種

Ａ種 Ｂ種

Ⅱ種

載荷試験は『地盤調査の方法と解説（地盤工学会)』に準ずる。

極限支持力（総沈下量３０mmに達する荷重）

GL-　      m :       箇所 

長期許容支持力の３倍

行わない

試験位置及び箇所数

試験方法

載荷荷重

地盤の載荷試験

単サイクル※

※

行う

GL-

　　   　　kN／㎡

置換コンクリート（ラップルコンクリート）

改良範囲

地盤改良

８－２　1）コンクリートの仕様による。改良範囲は、図示による。

浅層混合処理工法（セメント系固化材）

改良深さ

改良層

支持層

許容支持力

施工位置

六価クロム溶出試験 行わない行う※

特記による

深層混合処理工法

施工方法、改良範囲、施工位置、品質検査は、建築技術証明適用範囲による。

m kN／㎡

GL-

６.　地業工事

基礎形式 基礎深さ 長期許容支持力度支持層 備　考

m

※

(3. 1. 1)

(4. 1. 1)

（4. 3. 1）

（4. 4. 1）

六価クロム溶出試験 行わない行う※

（4. 4. 4）

４）試験杭

特定埋込杭工法

認定条件による。

３）支持力の算定

※

２）工法

工法名 大臣認定番号

行う（特記による）※ 行わない

杭長及び杭先端位置は、地盤状況，試験杭結果により変更する場合がある。

試験杭は、本杭を兼ねる。

６－４.　場所打ちコンクリ－ト杭地業

行わない

ただし、供試体の養生方法は標準養生とする。
供試体の材齢28日圧縮強度試験の１回の試験結果が調合管理強度以上であれば合格とする。

行う（全本数）

平成１３年国土交通省告示第１１１３号による。

超音波孔壁測定

コンクリ－ト強度試験

スライム沈澱試験

５）試験

４）試験杭

行う

評定条件による。

３）支持力の算定

※

行わない

行う（　　本）

（4. 5. 4）

コンクリ－トの種別

構造体強度補正値（N／mm2）

鋼管の使用

１）材料

する

Ａ種 Ｂ種

しない

※

行う（特記による）※ 行わない

杭長及び杭先端位置は、地盤状況，試験杭結果により変更する場合がある。

試験杭は、本杭を兼ねる。

（砂利地業に使用する砂利は、切込砂利、切込砕石又は再生クラッシャラン

（4 .6 .2，4 .6 .3）

６－５.　砂利、砂、割り石及び捨コンクリ－ト地業等

１）割り石、砂利地業

２）捨コンクリ－ト地業

種別 ※ 砂利 割り石

（4. 6. 4）

２）工法

工法名：

フレッシュコンクリートの試験及び強度試験は、８－５コンクリートの品質管理による。

スランプ試験の試験回数は、杭１本ごとに最初の運搬車について行う。

3 評定条件による※

セメントの種類 高炉セメントＢ種※ G

鋼管材料 SKK400 SKK490

G とする。）

普通ポルトランドセメント

（4. 5. 1）

（4. 6. 1）

Ｃ種ＰＨＣ－ＳＴ杭（評定取得品） Ａ種 Ｂ種

N/mm2Fc=

N/mm2Fc=

N/mm2Fc=

N/mm2Fc=

Ⅳ種 Ⅴ種

SKK490

鋼管厚（ｔ= mm

※

節付きＰＨＣ杭（評定取得品） N/mm2Fc= Ｃ種Ａ種 Ｂ種

H13国土交通省告示第1113号第６による地盤の許容支持力式で
α・β・γを採用できる工法
α=（　　　　），β=（　　　　），γ=（　　　　）

コンクリート設計基準強度，スランプ 図示※

３）床下防湿層 （4. 6. 5）

材料 ポリエチレンフィルム（厚：0.15）※

位置 ※ 意匠図による

４）地業の敷厚

部　　位 捨てコンクリート 備　　考砕　石

Ｂ種又はＣ種で、良質土と認められない場合は、監督職員と協議すること。

署官庁への届出

３－６.　官公署との対応

※ 工事の施工に必要な官公署への提出書類等（手続き）は、遅延なく提出すること。

３－７.　施工者による品質管理及び注意事項

１）施工者は、設計図書で要求された品質を実現するための品質管理計画を各工種毎における

施工計画書にて示し、工事監理者の承諾を受ける。

使用する材料，仕上げの程度（仕上がり状態），性能，精度等の目標，重点管理項目及び

その詳細，並びに管理体制について具体的に記載すること。

２）施工者は、自社のＩＳＯ９００１システム（品質マネジメントシステム）等を活用し、

品質管理責任者の指導により、一度指摘された事項が発生しないように現場管理体制を

明確にしておくこと。

３）評定(認定)等に関する工事において、作業所スタッフ以外の専門技術者が、施工計画の立案

作業所と協力して行い、施工計画書に確認印を押印すること。

４）スペーサーは、現場内に使用部位，かぶり厚に対応した色別表示が明確に区分できるよう

標本を作成のうえ、作業員に周知徹底させること。

５）設備工事業者が鉄筋コンクリート造部分の貫通孔補強筋（既製品金物）を設置する場合は、

補強位置・結束状況・かぶり・適用範囲内であることを必ず建築工事施工者が検査し、

不具合等があった場合は是正を行うこと。（費用等は、各業者間で調整のこと）

（ 

（ 

（ 

（ 

）

）

）

閉塞形先端部形状 開放形

７.　鉄筋工事

（5. 2. 1～5. 2. 3）

施　工　箇　所

φ3.2-50x50

径　・　寸　法

785N／m㎡級

1275N／m㎡級

SD390

SD345

SD295

高強度

溶接金網
(JIS G 3551)

７－１.　材料

鉄筋の種類

(JIS G 3112)

異形鉄筋

鉄骨階段踏面

（大臣認定品）

（大臣認定品）

種　　　別 使　用　径

685N／m㎡級 （大臣認定品）

SD490

（5. 1. 1）

高強度せん断補強筋は、建築基準法第３７条の規定に基づき認定を受けたものとする。

材料検査

１）受注者（施工者）は、工事現場に搬入した材料について検査を行い、検査記録を監督員

（監理者）に提出して確認を受ける。

２）ＪＩＳ規格品については、鋼材検査証明書（ミルシート）との照合を行うこと。

せん断補強筋

無し有り

φ3.2-100x100

）

※施工の段階で確認する工程については、初回は詳細に確認を実施し、以降は設計図書のとおりに実施されて

方法等は、立会い確認もしくは書類確認のいずれか又は両方を併用して合理的方法により行う。

いると確認された（以下「合格した」という。）工程については、抽出による確認を実施する。

Ｃ種Ａ種 Ｂ種N/mm2Fc= （ ）

N/mm2Fc= Ｃ種Ａ種 Ｂ種（ ）

※ ( )内は、平均地盤面からの高さ

平成13念国交告第1026号に基づく構造方法　　　　　　　　【その他】

建築面積 延べ面積

㎡

二次設計

二次設計 Ｃo2=

　　   　　m／s

　　   　　N／㎡／㎝

　　   　　cm

ｍ ｍ ㎡

ｍ ｍ ㎡

工場検査

基　　　礎

基　礎　梁

土間コンクリート

土間コンクリート

土間スラブ（１階スラブ）

耐　圧　版

ピ ッ ト 下

防湿シート

構造スラブ 防湿シート

構造スラブ長期　　  　kN／㎡

φ6-100x100

壁の開口補強
防水層の保護コンクリ－ト

機械室等で用いる配管埋設用コンクリ－ト
スラブ内埋設配管（CD管）の密集部分

φ6-150x150 捨てコンクリート（配筋ピット内のみ）

JASS 6（鉄骨工事）は、2018年版による。

S

R8

内部

外部

1

構造特記仕様書（1）

A-3：

A-1：  -

  -

二日市小学校教室棟改築建築工事



ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＆ ＯＦＦＩＣＥ　ＢＲＡＮＣＨ 　ＡＰＰＲ．ＢＹ 　ＣＨＫＤ．ＢＹ 　ＤＲＡＷＩＮＧ　ＴＩＴＬＥ 　ＳＣＡＬＥ 　ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ．

　ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＮ　ＢＹ

福岡

[太平洋ハイパーエクスパン（構造用）同等品]

[ベストンA　同等品]

基礎・基礎梁

基礎梁増打・1階床

D19～D25

D22～D25

D22～D25

D25

D10～D13

D13

D13～D19

1

2

3

普通 BB or N 15 - 185AE -24

基礎梁増打・1階床 普通 N - 185-24

普通 N 18 185-24 -

普通 15 - 185AE -BB or N24

24 普通 N - 185-

普通 N 18 - 185-24上部躯体

共通 18 普通 N - 185     コンクリート
その他雑用 18

1・2・3

基礎・基礎梁

（※溶接金網等の鉄筋を配するものを除く）
高AE

高AE

高AE

高AE

15

15

1階柱～上部躯体

1階立上り壁

   （高炉セメントB種の場合）

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤

６）試験機関

公的機関又は工事監理者に承諾を受けた試験業者及び建築主事が定める機関※

『建築物の工事における試験、及び検査に関する東京都取扱要綱』第４条で定める試験機関

７）受け入れ時の品質確認

ａ）受注者は品質管理者を設け、受け入れ時の品質確認を行い、品質に対して責任を持ち、
　　十分な管理を行うこと。

ｂ）受け入れ時の品質確認の結果は、工事監理者に報告すること。

構造特記仕様書（２）【使用構造材料一覧表・施工方法等計画書】

７－２.　加工及び組立・定着

１）鉄筋の継手 （5. 3. 4）

施工箇所 重ね ガス 機械式 一般 プレ－ト Ｕ型

継 手 方 法 定 着 方 法

柱主筋

大梁主筋

小梁主筋

基礎梁主筋

スラブ・壁・耐圧版

継手 圧接 継　手 定着 定　着 定着

適用径 溶接
継手

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※基礎

杭主筋 ※ ※

（5. 3. 1）

※ ※増打補強 主筋

『建築物の工事における試験、及び検査に関する東京都取扱要綱』第４条で定める試験機関

公的機関又は監理者が承諾した試験業者及び建築主事が定める機関

試験片の採取数は１検査ロットに対して30 箇所以上とし検査ロットの合否の判定は、

（5. 4. 10）による。

５）試験機関

※

行う

圧接端面の加工のため鉄筋端部を切断する場合は、鉄筋冷間直角切断機を使用すること。

試験片の採取数は、１検査ロットに対して以下とする。

行わない２）技量付加試験

引張試験

超音波探傷試験

４）圧接完了後の抜取試験

３本

※

７－３.　ガス圧接

５本

（5. 4. 2）

（5. 4. 3，5. 4. 10）

社団法人”日本鉄筋継手協会”の『優良圧接会社認定』を受けた業者とする。

１）技能資格者

JIS Z 3881有資格者

※

３）圧接完了後の外観試験 全数※

する しない※

社団法人”日本鉄筋継手協会”の『Ａ級継手圧接施工会社認定』を受けた業者とする。

する しない※

検査ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。なお、２００箇所を超えるときは、
　　　　　　２００箇所ごととする。

検査ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とし、無作為に抜き取る。

（各階最初の工区にのみ適用）

行わない

行わない

鉄筋継手性能規準におけるＡ級性能評価取得品とする。

施工計画書による。

鉄筋の呼び名毎に継手試験体の引張試験を行う。

５）完了後の検査

４）事前の強度試験

３）継手性能

７－４.　機械式継手

行う（目視検査）※

※ 行う

（5. 5. 2）

鉄筋継手性能規準におけるＡ級性能評価取得工法とする。

行わない（技量証明書提出）

施工計画書による。検査率は１００％とする。

３）技量付加試験

２）継手性能

外観検査及び超音波探傷試験

機械試験

４）溶接完了後の試験

※

※ 行う

７－６.　配筋

１）配筋設計

ａ）受注者は、構造図面に記載されている配筋を基に、施工の諸条件を考慮し必要に応じて
　　鉄筋の納まり図を作成すること。

ｂ）配筋設計において改善すべき内容があった場合は、工事監理者と協議すること。

７－５.　溶接継手

（5. 6. 3）

評価取得時に定められた技能者

１）技能資格者

評価取得時に定められた方法により資格を認定された技能者

１）技能資格者

工事監理者の確認又は検査を受けること。

２）配筋管理

受注者は、構造図面の記載通りに配筋されていることを確認、検査を行い自主検査記録を提出し、

２）工　法 無機グラウト式 有機グラウト式 モルタル式 トルク式※

有機グラウト式を使用する場合は、かぶり厚さに注意すること。

※

（5. 4. 2）

（5. 4. 1）

（5. 5. 1）

（5. 5. 5）

（5. 6. 1）

（5. 6. 5）

施工計画書による。

■配筋検査項目

１．鉄筋の種別，径，本数，間隔，位置

２．加工形状（折曲げ寸法，余長など）

３．組立精度（鉄筋の位置，かぶり，定着長，鉄筋同士のあきなど）

４．継手位置，継手状況，圧接，折曲げ位置

５．その他（開口部の補強，出隅・入隅補強，階段，差し筋，梁貫通孔補強，増打補強，

　　　　　　バーサポート・スペーサーの配置，結束状況，清掃など）

高炉スラグ微粉末（JIS A 6206）

膨張材（JIS A 6202）

フライアッシュ（JIS A 6201）

普通ポルトランドセメント（Ｎ）

高炉スラグ粗骨材（JIS A 5011-1）

高炉スラグ細骨材（JIS A 5011-1）

銅スラグ細骨材（JIS A 5011-3）

Ａ　Ｅ：ＡＥ減水剤標準形又は遅延型のⅠ種（JIS A 6204）

アルカリシリカ反応性による区分

中庸熱ポルトランドセメント（Ｍ）

砂利（JIS A 5308）

砕石（JIS A 5005）

砕砂（JIS A 5005）

砂（JIS A 5308）

８－１.　レディ－ミクストコンクリ－トの類別・材料

１）レディミクストコンクリ－トの類別

Ⅰ 類

※

４）混和材料

混和材

混和剤

※ A

細骨材 ※

※

２）セメントの種類

３）骨材の種類

※

粗骨材 ※

※ Ⅱ 類

低熱ポルトランドセメント（Ｌ）

高炉セメントＢ種

混合セメントのＡ種

セメントの種類を変更する場合は、工事監理者の承諾を受けること。
ただし、＜ ８－４.コンクリ－トの品質 ＞に記載されている内容に準拠すること。

８.　コンクリ－ト工事

再生骨材Ｈ

再生骨材は無筋コンクリート・工作物（一部を除く）に適用する。

（JIS R 5210）

（JIS R 5210）

（JIS R 5210）

（JIS R 5211）

（JIS R 5212、JIS R 5213）

G

フライアッシュセメントＢ種 G

高炉セメントのＢ種（ＢＢ） ：基礎,基礎梁は適用可とする。

：基礎,基礎梁は適用可とする。

８－２.　コンクリ－トの仕様

１）コンクリートの仕様

使用箇所 強度Fc
による セメント スランプ フロ－

単位水量

土間コンクリート

(N／m㎡)
の種類 (cm) (cm)

の最大値

設計基準

の種類

備 考

使用骨材

ａ）設計基準強度Fcが18～36N／ｍ㎡のコンクリ－トは、JIS規格品を使用すること。

　　通大臣認定を取得した材料を使用すること。ただし、呼び強度が60N／m㎡以下の場合は、JIS

ｄ）骨材の最大粒径は20mmとする。砂利を使用する場合は最大粒径を25mmとする。

　　規格品を使用してもよい。

　　フロ－管理とする。

ｅ）混和剤は、呼び強度Fdが30以下の場合、AE減衰材を基本とする。

　　ただし、各基準値を満足する場合に限り，AE減水剤の使用を可とする。

ｆ）セメントの種類について、マスコンクリートの範囲は「８－４.　コンクリ－トの品質」
　　によるものとする。

２）耐久設計基準強度

ａ）品質管理強度Fq は、【設計基準強度Fc】と【耐久設計基準強度Fd】の大きい値とする。

ｂ）外構、土間コンクリート、押えコンクリート、ラップルコンクリート、捨てコンクリート

ｃ）計画供用期間の級が超長期の場合、スラブの最小かぶり厚さ、標準かぶり厚さは「配筋標準図
　　４ 鉄筋のかぶり厚さ」に示す数値にそれぞれ ＋10mm を加えた値以上とする。
ｄ）計画供用期間の級が超長期の場合、使用するセメントは原則ポルトランドセメントとする。

　　には適用しない。

８－３.　コンクリ－トの調合

１）Fc≦60N／ｍ㎡かつJIS規格品の場合

Fm≧Fc＋S Fm：調合管理強度

レディーミクストコンクリートの呼び強度の強度値は調合管理強度以上とする

２）大臣認定品の場合

認定条件による

８－４.　コンクリ－トの品質

普通コンクリ－ト※ （6. 3. 2）

270※ 320

水セメント比の最大値（％） 65  60

所要空気量の目標値（％）  4.5※

0.30※

以下のコンクリ－トに規定する事項以外は、普通コンクリ－トによる。

軽量コンクリ－ト （6. 10. 1～6. 10. 5）

320※

水セメント比の最大値（％） 55※

所要空気量（％） 5.0※

人工軽量骨材の品質 JIS A 5308※

人工軽量骨材の粒度 JIS A 5002※

寒中コンクリ－ト （6. 11. 1～6. 11. 6）

水セメント比の最大値（％） 60※

適用期間 　　月　　日～　　月　　日

マスコンクリ－ト （6. 13. 1～6. 13. 5）

セメントの種類 中庸熱ポルトランドセメント（Ｍ）

高炉セメントＢ種（ＢＢ）

強度管理材齢（m日） 28 56 91※

水セメント比の最大値（％） 60※

スランプ値（cm） 15※

荷卸し時のコンクリ－ト温度の上限（℃） 35※

適用箇所

マスコンクリ－トは温度応力解析を行い、工事監理者に報告すること。

スランプフロー cm

適用箇所

無筋コンクリ－ト

無筋コンクリ－トは以下のコンクリ－トをいう。

捨コンクリ－ト等

押えコンクリ－ト等

防水層の保護コンクリ－ト

機械室等に使用する配管埋設用コンクリ－ト

しない※ する構造体強度補正

不要※ 必要試し練り

可※ 不可エコセメントの使用（JIS R 5214）

所要空気量（％）

大臣認定を取得した高強度コンクリ－トの品質管理は認定条件による。

低熱ポルトランドセメント（Ｌ）

（6. 14. 1～6. 14. 3）

3.0

Fc：設計基準強度 S：構造体強度補正値

※ 4.5

ただし、マスコンクリートには単位セメント量の最小値は、適用しない。

種類 1類※ 2類

暑中コンクリ－ト （6. 12. 1～6. 12. 4）

日平均気温の平年値が25℃を超える期間のコンクリートを打ち込む場合に適用する。

構造体強度補正値（N／m㎡） 6※

不要※ 必要構造体コンクリート強度試験

大臣認定品は、認定条件による。

遮蔽コンクリ－ト

水セメント比の最大値（％）

スランプ値（cm）

適用箇所

スランプ値（cm） 8-2 1)参照。その他18※

スランプ値（cm） 8-2 1)参照。その他18※

（6. 3. 2）

８－５.　コンクリ－トの品質管理

コンクリ－トの種類 試 験 回 数

普通コンクリ－ト

１）試験回数

その他のコンクリ－ト

高強度コンクリ－ト

（6. 9. 3）

ａ）コンクリ－トの種類・強度が異なる毎及び製造工場毎の回数とし、端数につき1回以上と

２）採取位置 （6. 9. 2）

コンクリ－トの種類 採　取　位　置

普通コンクリ－ト
荷卸し地点

その他のコンクリ－ト

打ち込み箇所（筒先）軽量コンクリ－ト

３）受け入れ試験項目

試験項目 試験方法

スランプ

JIS A 1101
8～18cm

スランプ

判定規準

±2.5cm

フロ－

スランプ

18cmを超える
±1.5cm (注）

フロ－
50cm以下

±7.5cm

フロ－
50cmを超える

±10.0cm

空気量

JIS A 1128（空気室圧力方法）

JIS A 1118（容積方法）

JIS A 1116（質量方法）

±1.5％

温度

塩化物量

JASS5 T-502

（フレッシュコンクリ－トの中

　の塩化物量の簡易試験方法）

（注）調合管理強度Fmが27N／ｍ㎡以上で、高性能AE減水剤を使用する場合は±2.0cmとする

行う（JIS A 1116）※ 行わない

ｂ）単位水量の測定

４）構造体コンクリートの強度試験 （6. 9. 5）

ａ）１回の強度試験の供試体の数は材齢２８日用、強度管理用にそれぞれ３本とする。

　　必要に応じて以下の用途ごとにそれぞれ３本とする。

材齢７日用

長期管理材齢にて、品質管理を行う場合の予備

ＰＣ導入時期の決定用

型枠取外し時期決定用

ｂ）１回の強度試験の供試体採取方法

　　適切な間隔をあけた３台の運搬車から１本ずつ合計３本とする。ただし、高強度

　　コンクリ－トの場合は、１台当り３本採取する。

ｃ）供試体の養生方法及び判定基準

５）コンクリ－トの試し練り 

行う※ 行わない

ａ）試験項目は上記３）と同様とする。ただし、スランプ値の判定規準は目標値に対して
　　±1.0cm、スランプフロ－は±5.0cm、空気量は±1.0％とする。

ｂ）スランプフロ－で管理するコンクリ－トは工事監理者との協議により経時変化（30,60,
　　90,120分）を行うこと。

ｃ）高強度コンクリ－トは、工事監理者の指示によりヤング係数を計測すること。

ｄ）ＪＩＳ規格品を使用する場合は、工事監理者との協議により省略することが出来る。

ｅ）やむをえず、ＪＩＳ規格品以外を使用する場合は試し練りにより品質を確認し、工事監
　　理者の承諾を受けること。

強度管理材齢 供試体の養生方法

JIS

規格品

判定基準

２８日

２８日を超え、
９１日以内のn日

現場水中養生

現場封かん養生

≧Fm

≧Fc+3

≧Fmm日
高強度

コンクリ－ト

材齢28日まで

20℃以上

の平均気温

≧Fc+320℃未満

JIS A 1156 35℃以下

ａ）軽量コンクリ－トの単位容積重量の測定

ｂ）高強度コンクリートの試験は、１台の運搬車から採取した３本の供試体の試験結果を１回
とし、合計９個の供試体による３回の試験とする。

する。ただし、高強度コンクリートは端数につき３回以上とする。

ａ）特に変動が著しいと思われる場合は、その品質を代表する箇所から採取する。

圧縮強度 供試体の養生方法：標準養生

材齢28日 ３回の平均 ≧ Fm

JIS A 1108

１回の試験 ≧ 0.85 Fm

JIS A 5308

ｃ）１回の強度試験の供試体採取方法 １台の運搬車から同時に３本採取する。

（注）双方の結果を満足すること

・マスコンクリート

２８日

２８日を超え、
９１日以内のn日

現場封かん養生

≧0.7Fc（注）

≧Fc+3（注）コンクリ－ト

寒中

標準養生

２８日 標準養生 ≧Fc+3

（6. 5. 1）

混和剤棟名 混和材

★

共通

共通

流動化コンクリ－ト

スランプ

流動化剤の投入場所

（6. 15. 1～6. 15. 4）

cm

cm

ベースコンクリート：

流動化コンクリート：

適用箇所

工事現場※ レディーミクストコンクリート工場

（6. 3. 2）

【Ⅰ類（JIS規格品）の場合：省略可】

行う 行わない※

計画供用期間の級 計画供用期間（年） 耐久設計基準強度Fd(N／m㎡)

長期

超長期

標準

短期

約200

約100

約 65

約 30

36

30

24

18

棟名称

※

　　呼び強度Fdが30を超える場合、原則高性能AE減水剤を使用する。

躯体防水混和材

ｅ）計画供用期間が超長期及び長期の場合、乾燥収縮率を8×10  以下とする。-4

６）完全スリット 振止め筋の防錆処理

既製品はダイヤ形状のものを選択し、工事監理者の承諾を受けること。

５）梁貫通孔の補強

行う※

既製品

行わない

Ｈ形

目地部のかぶり厚さは目地底から確保すること。

３）鉄筋のかぶり厚さ

４）帯筋の組立

（5. 3. 5）

[高強度せん断補強筋除く]

Ｈ形 Ｗ－Ⅰ形 溶接閉鎖型

18 普通 N 15 - 185

捨てコンクリート 18 普通 N 15 - 185

押えコンクリート共通 18 普通 N 15 - 185

（6. 3. 1）

（6. 2. 1）

（6. 1. 1）

コンクリート
(kg/m3)

単位セメント量の最小値（kg／m3）

塩化物イオンの最大値（kg／m3）

単位セメント量の最小値（kg／m3）

B（コンクリ－ト中のアルカリ総量 3.0 kg／m3以下）

比重（g/cm3）

0.30kg／m3以下

１日１回以上 かつ 150m3ごとに １回

１日３回以上 かつ 300m3ごとに ３回

2

検査ロットの合否の判定は、（5. 4. 10）による。

電気炉酸化スラグ粗骨材（JIS A 5011-4）

電気炉酸化スラグ粗骨材（JIS A 5011-4）

フェロニッケルスラグ細骨材（JIS A 5011-2）

高ＡＥ：高性能ＡＥ減水剤（JIS A 6204）

(6. 2. 2 ～ 6. 2. 4)(6. 14. 1 ～ 6. 14. 3)

ｂ）設計基準強度Fcが36N／ｍ㎡を超えるコンクリ－トは、建築基準法第37条第2号に基づく国土交

ｃ）原則として、設計基準強度Fcが45N／m㎡未満はスランプ管理、45N／m㎡以上のコンクリ－トは

高流動コンクリ－ト　（仕様は JASS 5 による）

高強度コンクリ－ト（36N／ｍ㎡＜Fc≦60N／ｍ㎡）

（6. 5. 2～6. 5. 5）（6. 9. 2）

（6. 9. 3 ～ 6. 9. 5, 6. 11. 6, 6. 13. 5）

S

R8 1

A-3：

A-1：  -

  -
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二日市小学校教室棟改築建築工事
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ＤＲＡＷＮ　ＢＹ

福岡

通しダイアフラム, ベースプレート

大梁

小梁・二次部材等

角形鋼管柱

母屋, 胴縁, その他鉄骨下地

接合部全般

溶融亜鉛メッキ範囲

円形鋼管柱

既製品

外部露出範囲

メ－カ－カタログ及び鉄骨製作工場における実績表を添付のうえ、

具体的な施工管理フロー並びに試験方法等を含めた内容を鉄骨製作要領書に記載し、

内ダイアフラム

通しダイアフラム, ベースプレート

渡り廊下柱, 屋外倉庫柱, 鉄骨下地

接合部全般

BCJ評定-ST0093-19

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤

材　　質 使　用　箇　所 規 格 番 号 備　考

JIS G 3136

９－４.　材料

１）鋼　材 （7. 2. 1）

SN490C JIS G 3136

SN400B JIS G 3136

SN400C JIS G 3136

SN400A JIS G 3136

SS400 JIS G 3101

BCP325 大臣認定品

BCP235 大臣認定品

BCR295 大臣認定品

STKN490B JIS G 3475

STKN400B JIS G 3475

SSC400 JIS G 3350

鋼材は原則として高炉材とする。電炉材を使用する場合は工事監理者の承諾を受けること。

２) 高力ボルト・普通ボルト

※

（7. 2. 2，7. 2. 3）

種　　　　　類 規 格 番 号

トルシア形高力ボルト（S10T）

使　用　箇　所

大臣認定品

ＪＩＳ形高力ボルト  （F10T） JIS B 1186

普通ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト（F8T） 大臣認定品

JIS B 1181

※

３) 溶接棒等 （7. 2. 5）

※ JIS Z 3211, 3214

種　　　　　類

被覆ア－ク溶接棒（手溶接）

規 格 番 号

ガスシ－ルドア－ク溶接用鋼ワイヤ（半自動溶接）

JIS Z 3351, 3352サブマ－ジア－ク溶接用材料（自動溶接）

JIS Z 3353エレクトロスラグ溶接用材料（自動溶接）

※

※

９－６.　溶接接合　

１）溶接技能者 （7. 6. 3）

JIS Z 3801

溶接方法

手溶接

規格番号

JIS Z 3841

技能資格

所有する資格

半自動溶接

自動溶接 上記のいずれかの資格

突合せ溶接を行う溶接技能者に対する技量付加試験

工　場 行う ※ 行わない

工事現場 行う ※ 行わない

ＡＷ検定有資格者は技量付加試験を免除することができる。免除を受ける場合は、製作要領書に
証明書を添付すること。

ロボット溶接オペレ－タ－に対する技量付加試験

行う ※ 行わない

ロボット溶接を使用する場合は工事監理者の承諾を受けること。

ＡＷ検定有資格者は技量付加試験を免除することができる。免除を受ける場合は、製作要領書に
証明書を添付すること。

２）溶接部の検査方法

溶接部の検査方法は『鋼構造建築溶接部の超音波深傷検査規準』（日本建築学会）による。

３）鉄骨製作工場における自主検査 （7. 6. 11）

溶接部の検査

超音波探傷試験(突合せ溶接部） 100％

外観検査 100％

食い違い・仕口のずれの検査 100％

『突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル』による。

溶接部の温度管理 （7. 6. 10）

400N／m㎡

入熱量

490N／m㎡ 520N／m㎡

パス間温度 入熱量 パス間温度 入熱量 パス間温度

KJ/cm ℃ KJ/cm ℃ KJ/cm ℃

15～40 ≦350

15～40 ≦350

YGW-11・15

YGW-18・19

溶接材料

鋼材

15～30 ≦250

15～40 ≦350 15～30 ≦250

製作精度

（社）日本建築学会『ＪＡＳＳ　６鉄骨工事』付則６［鉄骨精度検査基準］による。

４）アンカ－ボルト （7. 2. 4）

種　　別 材　　質

構造用アンカ－ボルト

備　　考

露出型固定柱脚

建方用アンカ－ボルト

※ SNR400B JIS B 1220

大臣認定番号

※ SS400 JIS G 3101
SNR490A JIS G 3138

SNR490B

※ 転造ネジ

規 格 番 号

(ABR400/490)

切削ネジ

(ABM400/490)

アンカ－ボルトの保持及び埋込み方法

構造用アンカ－ボルト Ａ種※ Ｂ種 Ｃ種

建方用アンカ－ボルト Ａ種 ※ Ｂ種 Ｃ種

ベ－スプレ－トの保持

構造用アンカ－ボルト Ａ種※ Ｂ種

建方用アンカ－ボルト Ａ種 ※ Ｂ種

均しモルタル

無収縮モルタル 圧縮強度：45 N／m㎡以上※

溶接技能者は、工事に相応した次に示す資格を有する者とする。

JIS G 3138

（7. 10. 3）

８－６.　型枠

１）型枠の材料及び工法 （6. 8. 2, 6. 8. 3）

ａ）型枠の材料は合板（12ｍｍ）を基本とし、意匠図による。特殊な型枠を使用する場合は、
　　工事監理者の承諾を受けること。

ｂ）誘発目地は耐震壁以外の壁で1枚の壁面積が25㎡ 以上、及び辺長比（壁の長さ／壁の高
　　さ）が 1.5 以上の場合に設ける。

ｃ）誘発目地の配置及び目地の詳細については、工事監理者の承諾を受けること。

ｄ）誘発目地は、日本建築学会『鉄筋コンクリート造建築物の収縮ひび割れ制御設計・施工指針
　　・同解説』を参考とすること。

ｅ）完全スリットに使用する製品は必要な耐火性能を有するものとし、工事監理者の承諾を
　　受けること。

２）かぶり厚さの管理

受注者は規定のかぶり厚さが確保されていることを確認、検査を行い品質に対して責任を持ち、
十分な管理を行うこと。

３）型枠の存置期間 （6. 8. 4）

せき板及び支柱の取外し・盛替えは、下表の最小存置期間を経た以後に行う。なお、コンクリート
の圧縮強度による場合の支柱の取外し・盛替えは、原則として認めない。
強度管理材齢が28日を超える場合は、存置期間を工事監理者と協議し決定すること。

施工箇所 セメントの種類

普通ポルトランドセメント

混合セメントのＡ種

存置期間中の平均気温

15℃以上 5℃以上 0℃以上

3 5 8

高炉セメントＢ種
5 7 10

基礎、梁側

柱、壁
せき板

普通ポルトランドセメント

混合セメントのＡ種
17 25 28

中庸熱ポルトランドセメント

低熱ポルトランドセメント

高炉セメントＢ種

28

スラブ下

梁　下 全てのセメント 28

支　柱

圧縮強度
せき板

圧縮強度が５N／ｍ㎡以上となるまで

材
齢

に
よ

る
場

合

片持梁、庇、長大スパンの梁、大型スラブ等の型枠を支持する支柱、又は施工荷重が著しく
大きい場合の支柱等は、存置期間の延長、二層受け等を行うこと。

８－７.　打設

１）打設管理 （6. 6. 2, 6. 6. 3）

ａ）受注者はコンクリート打設計画書を作成し、管理を行うこと。

ｂ）打設量に応じた要員数と打設時間を設定し、打設を行うこと。

ｃ）外気温、天候等の打設当日の条件を考慮すること。

　　期を考慮して定めること。

ｅ）コンクリ－トの練り混ぜから打込み終了までの時間は外気温が２５℃以下の場合では
　　１２０分以内、２５℃を超える場合は、９０分以内とする。

ｆ）圧送に先立ち使用したモルタルは型枠内に打ち込まないことを原則とする。

２）打継ぎ

ａ）梁及びスラブの場合は、そのスパンの中央付近又はスパンの１／３～１／４に設け、
　　柱及び壁の場合は、スラブ、壁梁又は基礎の上端に設ける。

ｂ）打継面はレイタンス及び、ぜい弱なコンクリ－トを取り除き、健全なコンクリ－トを
　　露出させる。地下打継部は止水板等、止水処理を施すこと。

３）養生

打設後のコンクリ―トは、散水、噴霧、養生マット等により湿潤に保つこと。

（普通ポルトランドセメントの場合：５日間以上、高炉セメントＢ種の場合：７日間以上）

４）構造体コンクリ－トの品質管理

ａ）構造体コンクリ－トは仕上げ等を行う前に打設状況を確認し、工事監理者に報告すること。

ｂ）打込み不良等がある場合は、補修要領を作成し工事監理者の承諾を受けて補修すること。

（6. 6. 1, 6. 6. 2）

（6. 6. 4）

（6. 7. 1 ～ 6. 7. 3）

４）鉄骨製作工場における第三者検査 （7. 6. 12）

組立開先検査 行わない

溶接部の検査

超音波探傷試験(突合せ溶接部）

比例抜取式検査※

抜き取り率 30％※ 20％ 10％

ロットの検査は、不合格率5.0％以下をロット合格とする。

ロット不合格の場合は、全数検査とする。

計数調整型抜取検査

平均検出限界（AOQL） 4.0％※ 2.5％

検査水準 第６水準※ 第４水準

外観検査

抜き取り率 30％※ 20％ 10％

ロットの検査は、不合格率5.0％以下をロット合格とする。

ロット不合格の場合は、全数検査とする。

食い違い・仕口のずれの検査

抜き取り率 30％※

ロットの検査は、不合格率5.0％以下をロット合格とする。

ロット不合格の場合は、全数検査とする。

『突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル』による。

５）工事現場における第三者検査

溶接部の検査

超音波探傷試験(突合せ溶接部）

抜き取り率 100％※

外観検査

抜き取り率 100％※

食い違い・仕口のずれの検査

抜き取り率 100％※

『突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル』による。

行う　検査回数：※

通しダイアフラムの許容誤差

全てのダイアフラムはH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定する仕様を満足すること。

ダイアフラムをH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定するただし書きの計算確認有り

補強方法

『突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル』による。

（社）日本建築学会『ＪＡＳＳ　６鉄骨工事』付則６［鉄骨精度検査基準］付表５［工事現場］
による。

９－７.　建方精度

隅肉溶接

６）スタッド及びデッキプレ－トの溶接

スタッド溶接工の技量付加試験 行う ※ 行わない

横向き姿勢の場合は、『スタッド溶接技能者技術検定試験(スタッド協会)』のＢ級資格者とする。

デッキプレ－トの溶接方法

合成スラブ用デッキプレ－ト 焼抜栓溶接※

床型枠用デッキプレ－ト 焼抜栓溶接 ア－クスポット栓溶接※

７）代替エンドタブを使用した場合の検査方法

代替エンドタブ（フラックスタブ）を使用した突き合わせ溶接部の両端部からそれぞれ板厚
かつ35mmまでの範囲は基準感度+6dB（倍感度）の探傷感度で検査を行うこと。

上記は「鉄骨製作工場における自主検査」「鉄骨製作工場における第三者検査」「工事現場
における第三者検査」のいずれにおいても対象とする。

欠陥の評価長さは『鋼構造建築溶接部の超音波深傷検査規準』（日本建築学会）による。

（7. 7. 2）

（7. 3. 3）

（7. 10. 2）

９－８.　錆止め塗装 （7. 8. 1）

１）範囲及び塗料種別

※

塗装範囲

仕上げ塗装を行う部分

備　考

鋼製スリ－ブ内面

防錆処理剤工事現場溶接部

建物外周部

※

※

塗料種別 規格番号

Ａ種

Ａ種

Ａ種 JIS K 5674

JIS K 5625

仕上げ塗装の仕様及び範囲は意匠図による。

２）錆止め塗料塗り

工　　程

錆止め塗料塗り（下塗り１回目）

研磨紙ずり

錆止め塗料塗り（下塗り２回目）

塗料種類
塗料種別

２種

１種

○素地ごしらえ

1

2

3

Ｂ種Ａ種

○

○

○

○

○

○

ａ）素地ごしらえ、塗り工法等は標準仕様書による。

ｂ）塗装は原則として工場塗りとする。現場塗りは補修のみとし塗り回数は１回とする。

３）塗装しない部分

ａ）コンクリ－トに密着する部分及び埋め込まれる部分

ｂ）高力ボルト摩擦接合部の摩擦面

ｃ）工事現場溶接を行う部分の両側それぞれ100mm程度の範囲，超音波探傷試験に支障を及ぼす範囲

ｄ）密閉される閉鎖形断面の内面

ｅ）ピン、ロ－ラ－等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分

ｆ）組立によって肌合せとなる部分

４）耐火被覆部分の錆止め塗装

ａ）吹付け等の鋼面に付着する耐火材に被覆される部分は、原則として錆止め塗装を行わ
　　ない。ただし、錆止め塗装を必要とする部分は、JIS K 5625（Ａ種）又は

ｂ）耐火板等の鋼面に付着しない耐火材に被覆される部分は、JIS K 5674（Ａ種）とする。

５）鉄鋼面の素地ごしらえ

種別 Ａ種（酸洗い） ※Ｂ種（ブラスト） Ｃ種（サンダ－）

９－９.　耐火被覆　

１）耐火被覆の種別及び性能

耐火被覆は、耐火材吹付け、耐火板張り、耐火材巻付け、ラス張りモルタル塗り、耐火塗料等とし、
その種類、材料、工法等による性能・品質は、意匠図による。

２）耐火被覆の範囲

耐火被覆の適用範囲は、鉛直荷重を支持する部材とし、下記の部位は不要とする。

鉄骨階段 鉛直荷重を受けないブレ－ス材 座屈止め材

９－１０.　溶融亜鉛メッキ　

１）種　別（JIS H 8641）

適用部位 記号

鋼　　材

普通ボルト、アンカ－ボルト

板厚（mm） 種別

最小板厚1.6 以上 3.2 未満

最小板厚3.2 以上 6.0 未満

最小板厚6.0 以上     　　

Ｃ種

Ａ種

Ｂ種

備　考

Ｃ種

HDZT 77

HDZT 63

HDZT 49

HDZT 49

　　JIS K 5674（Ａ種）の１種・１回塗り、あるいは耐火被覆の付着性を損なわない仕様

（7. 9. 1）

（7. 12. 1）

（腐食・錆の飛散防止）

「腐食・錆の飛散のおそれがある箇所は、工事監理者と協議し必要に応じて対策を講ずること」

　　とすること。

TMCP355B 大臣認定品

TMCP355C 大臣認定品

TMCP325B

TMCP325C

SM520B

SM520C

監督員との協議による

大臣認定品

大臣認定品

STKR490 JIS G 3466

t≦40

t≦40

t＞40

t≦40

t≦40

５）注意事項

ａ）躯体打設時は、RC躯体にセットされたアンカーボルトが、動かないよう注意して施工すること。

JIS G 3106

JIS G 3106

SN490B

剛接合

構造特記仕様書（３）【使用構造材料一覧表・施工方法等計画書】

（6. 9. 6）

中庸熱ポルトランドセメント

低熱ポルトランドセメント

フライアッシュセメントＢ種

6 8 12

2 3 5早強ポルトランドセメント

8 12 15早強ポルトランドセメント

９.　鉄骨工事

９－１.　鉄骨製作工場 （7. 1. 3）

鉄骨製作工場は下記の大臣認定グレ－ド以上の工場から選択し、工事監理者の承諾を受けて決定
すること。

S H M R J

９－２.　第三者検査機関

１）第三者検査機関の選定

第三者検査機関は、受注者が以下に示す条件から選択し、工事監理者の承諾を受けて決定すること。

『建築物の工事における試験、及び検査に関する東京都取扱要綱』第４条で定める試験機関

受注者の選択した業者

２）第三者検査機関との契約

第三者検査機関との契約は下記の者と第三者検査機関の間で行うこと。

受注者※ 建築主

鉄骨製作工場の性能（グレード）

９－３.　工事監理者の立会検査対象

現寸検査 検査対象： 工事監理者との協議による

組立開先検査 検査対象：

製品検査 検査対象： ※

建方検査

全節

検査対象：

工事監理者との協議による

工事監理者との協議による

（7. 1. 1）

（7. 1. 4）

t＞40

t＞40

t＞40

STK490 JIS G 3444

STK400 JIS G 3444

STKR400 JIS G 3466

SM490A JIS G 3106

５）デッキプレ－ト（JIS G 3352） （7. 2. 7）

種　　　　　類 材　　質

合成スラブ用デッキプレ－ト

備　　考

床型枠用デッキプレ－ト

デッキプレ－ト

※ SDP2GA(Z12) SDP2G(Z27)

※ SGCC SGHC

※ SDP1TG(Z12) SDP1TG(Z27)

タ－ンバックル胴 割枠式※ パイプ式

（7. 2. 6）

タ－ンバックルボルト 羽子板ボルト※ アイボルト 両ねじボルト

SDP2GA(Z12) SDP2G(Z27)

床開口、床段差により鉄筋トラス付型枠デッキの敷設が適さない場合、スラブリストの通り
【DS〇〇→S〇〇】に読み替えて適用し、在来スラブ(床型枠用デッキプレ－ト)へ変更可とする。

７）頭付きスタッド（JIS B 1198） （7. 2. 8）

９－５.　高力ボルト接合　

１）摩擦面の処理

自然発錆及び薬剤発錆による赤さび、又はブラスト処理における表面粗さ（50μmRz以上）を確保すること。
例）その確認方法の１つとして、見本を作製のうえ対比（視覚・触覚）させ、良否を確認すること。

（7. 4. 1）

（7. 6. 1）

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

溶接部の開先形状、温度管理及び技能者の溶接について検査し、工事監理者に報告すること。

（7. 7. 8）

２）メッキ工場

ＪＩＳ表示認証工場とする。

３）メッキ範囲

４）酸化物の除去方法 ※ 酸洗い ブラスト法

（注）鋳物の場合はブラスト法による

５）溶融亜鉛メッキ高力ボルト接合部分の摩擦面の処理　（μ=0.40）

ブラスト処理※ すべり係数試験 ※行う 行わない

リン酸処理※

リン酸処理とする場合は、

（7. 8. 2, 7. 8. 4）

（7. 8. 3）

（7. 12. 5）

１０.　その他

１０－１.　あらかじめの検討

以下の内容の施工上でやむ得ず生じる可能性の高い変更については、設計上の考慮可能な範囲であり、
安全性に影響を与えないことが、工学的確認できる場合は、同等以上とみなせるものとする。
ただし、主部材に変更が生じる場合は、変更申請の対応となりその部分の施工は、申請受領後となる
ことに留意する。尚、設計図を変更する際は、申請機関に確認すること。

壁や床において、開口部の大きさが概ね同じで位置を変更するもの。

仕様材料の変更で、強度が同等以上のものへの変更。

施工性の改善のための、鉄骨接合部位置の変更。（溶接接合部のみ可）

鉄骨詳細においての補強プレートの追加や板厚の増加の変更。

小梁・スラブ・間柱・雑壁などの地震力に対する応力計算に影響ない部材の増加及び強度追加。

床スラブの多少の寸法及びレベル変更。（計算上考慮している範囲のスラブ寸法の変更。）

梁貫通孔補強要領図 に示す範囲の貫通位置や寸法の変更。

くいの芯ずれによる基礎梁、基礎の変更。【許容誤差（　　　　　）】２）軸力導入試験 行う 行わない

径（呼び径） 長さ（呼び長さ）mm

16φ

備　　考

19φ

80

80

100

100

120

130 15022φ

（7. 8. 2）

（18. 2. 3）

（7. 9. 2～7. 9. 3）

（14. 2. 2）

による場合
支　柱

圧縮強度が設計基準強度（Fc）の100％であり、かつ施工中の荷重

及び外力について構造計算により安全であることが確認されるまで

を工事監理者の承諾を得ること。

短期・標準　の場合：

長期・超長期の場合： 圧縮強度が10N／ｍ㎡以上となるまで

注）計画供用期間の級が長期・超長期の場合は、上記に【+２日間】加えた期間以上を推奨する

代替タブ使用 行う ※ 行わない

ｄ）コンクリ－トの打設量はポンプ車１台当たり、30m3／h以下を基本とし、打設箇所及び時

3

JIS Z 3312, 3313，3315，3320

A- 2F,2H,2V 又は A- 3F,3H,3V

SA-2F,2H,2V 又は SA-3F,3H,3V

ロットの構成は、１節毎かつ300箇所以下とする。

ロットの構成は、１節毎かつ300箇所以下とする。

ロットの構成は、１節毎かつ300箇所以下とする。

JIS K 5625 又は JIS K 5674

６）タ－ンバックル　（JIS A 5540，JIS A 5541）

S

R8

角形鋼管柱

角形鋼管柱

円形鋼管柱

円形鋼管柱

柱・大梁・内ダイアフラム

通しダイアフラム

大梁・内ダイアフラム

通しダイアフラム

柱ウェブ

通しダイアフラム

角形鋼管柱

円形鋼管柱

大梁

±100mm

旧：HDZ55

旧：HDZ45

旧：HDZ35

旧：HDZ35

1

A-3：

A-1：  -

  -

構造特記仕様書（3）
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福岡

図2-2-3 幅止め筋の形状

図2-2-2 最上階(上に柱がない場合を含む)の柱頭でフックが必要な主筋

図2-2-1 フックが必要な重ね継手

図2-4 柱梁主筋のあきと間隔

図2-5-1 2段筋位置保持金物の配置例

図2-5-2 2段筋位置保持金物の形状例

柱

a） c）b） d）

e）

a）

g）f） h）

c）b） d）

a） b） c） d） e） f）

g）

H型 W-I型

a）

h）g） i）

T 形L 形-1一般 b） d）L 形-2c） e） f）

a）   b） c） d）

 b） c）

a）- i）- g）

g）- i）- a）

g）または i）- h）- j）

j）

　(～程度、～以下、＠、Pと表記しているものを除く)

寸法の単位は、特記の他　ｍｍ　とする。 5.

日本建築学会　建築工事標準仕様書 同解説　JASS5　コンクリート工事

図表中の寸法の値は最小値を示し、当該寸法以上を確保することを原則とする。

日本建築学会　鉄筋コンクリート造配筋指針　同解説 

図面及びこの標準図に記載されていない事項は，下記最新版による。

この標準図は，鉄筋コンクリート部分の配筋に適用する。

構造図に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。 2.

 3.

 4.

1-1 一般事項

 1.

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

日本建築学会　鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説

本配筋標準図において、「監理者に確認」、「監理者に承諾」と記載された内容は、 6.

本配筋標準図に　　  印を記した項目は、適用しない。 7.

監理者が設計者と協議し、設計者が承諾した結果とする。

杭に関する事項は、構造図による。 8.

1. コンクリート

SD490の鉄筋を使用する部位に軽量コンクリートを用いない。

規格番号 種類の記号規格名称

SD345, SD390

SD295

SD490

鉄筋コンクリート用棒鋼JIS G 3112

2. 鉄筋

異形鉄筋はD41以下とする。

3. 溶接金網 溶接金網および鉄筋格子は、JIS G 3551

(溶接金網および鉄筋格子)に適合するものを使用する。   および鉄筋格子

1-2 適用範囲

2 鉄筋の加工共通事項

１ 一般事項

SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験

を行い支障ないことを確認した上で、監理者の承諾を得ること。

折曲げ内法直径を表2-1の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の折曲げ試験を

実施するかメーカー発行の性能試験証明書を確認した上で、監理者の承認を得ること。

鉄筋の折曲げ加工は常温加工とする。

2-1 折曲げ形状・寸法

180°フック

折曲げ角度折曲げ形状

90°

d

90°フック

135°フック

D

d
d

D

D

180°
135°
90°

3d以上

4d以上

5d以上

5d以上

6d以上

D25以下

D41以下

D19～D41

D16以下

SD345

D29～D41

SD390

SD490

鉄筋の種類
鉄筋の径に 鉄筋の折曲げ
よる区分 内法直径(D)

SD295

[注]イ) 片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを

用いる場合には、余長は4d以上とする。

ロ) 90°未満の折曲げ内法直径は構造図による。構造図に記載のない場合は、

表2-1の90°フックと同じとする。

　は折曲げ開始点を示す。
この開始点位置は、以下の図面において共通とする。

壁壁

床

d

幅止め筋

b) a≧135ﾟ,180°a) a≧135ﾟ,180°

a

a

a

フック位置は原則
として交互にする

フック位置は原則
として交互にするa

壁

梁
梁

(図中  印)

 (フックの形状は180°フックとする)

1)柱の四隅または梁の出隅および下端筋の両側にある主筋を重ね継手とする場合

1.次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

　(フックの形状は180°フックとする)

2)柱の四隅にある主筋で最上階(中間階で上に柱のない場合を含む)の柱頭部

D=3d以上

2-3 あばら筋および帯筋形状・寸法

5)杭基礎のベース筋 単杭の場合は、監理者と協議すること。

1) 135°フックの余長は6d以上、180°フックの余長は4d以上とする。

矢視図

柱 梁

ア ア

柱 梁

折曲げ開始点

折曲げ開始点

フレア溶接

表2-1 折曲げ形状・寸法

2-2 鉄筋のフック

b)梁(基礎梁を除く)a)柱

溶接位置は原則
として交互にする

溶接長さ 溶接長さ

1) フレア溶接を採用する場合は監理者と協議すること。

2) ビード形状は表3-1-3による。

3) フレア溶接は、折曲げ開始点、鉄筋材端から1d以上離すこと。

(d)

呼び名
最外径

主筋のあき

aの最小値 最小値

a

(1)柱 (2)梁

D10 11 32 43

4.　2段筋の間隔P2は構造図による。構造図に記載がない場合は表2-4による。

1.　主筋相互のあき  は粗骨材最大寸法の1.25倍以上、

2-5 主筋のあき・2段筋の間隔

2.　粗骨材の最大寸法を25mmとして算出した数値を表2-4に示す。

3.　粗骨材の最大寸法が25mm以外の場合のあき寸法、2段筋の間隔の最小値は、　　

　　隣り合う鉄筋呼び径の平均値の1.5倍以上とする。

　　監理者に確認すること。　　

表2-4 主筋のあきaの最小値および2段筋の間隔P2　(単位mm)

イ) 鉄筋の最外径は銘柄ごとに異なるため、使用する鉄筋に合わせて[注]

当該床のコンクリート

a)柱 b)大梁・小梁

梁下端近傍

柱中央近傍

梁天端近傍

カットオフ筋先端近傍

する場合は、全域で@2,000程度とする。

打設前に取付ける

イ) 大梁主筋の2段筋を端部と中央で通し配筋と

端部近傍

余長

溶接位置は原則
として交互にする 溶接位置は原則

として交互にする

寄せ筋を示す

2-6 2段筋位置保持金物の形状および配置

保持金物はスペーサー
または両側の2段筋に
緊結し、支持する

梁下端

2段筋位置保持金物

柱主筋

2段筋位置保持金物

梁上端
2段筋位置保持金物

保持金物

2段筋がある場合は、原則として2段筋位置保持金物を下図にならい取り付けること。 (a)

(b)

構造計算方法

表3-1-2かつ40d以上(軽量コンクリートを
使用する場合は、50d)とする。

直線重ね継手長さ

3 鉄筋の継手・定着

3.　耐力壁主筋に直線重ね継手を使用する場合、継手長さは、表3-1-1による。

3 継手および定着

1.　対象とする継手は重ね継手、ガス圧接継手、フレア溶接継手とし、

その他(機械式継手、突合せアーク溶接継手など)とする。

3-1 継手

表3-1-1 直線重ね継手長さの指示

構造計算を保有水平耐力計算等
で実施したため、建築基準法施
行令第73条の適用を除外する。

上記以外

指示欄

表3-1-2による。

5.　径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。

4.　D35以上の異形鉄筋には、原則として重ね継手を用いない。

6.　あき重ね継手は、原則としてスラブ筋、基礎スラブ筋、壁筋に適用する。

その場合、あき重ね継手の継手長さは表3-1-2のL1を確保し、あき寸法は、

7.　梁主筋の重ね継手は水平重ね継手を原則とし、上下重ね継手とする場合は

床

あきaを確保する

床梁 梁

上下重ね継手水平重ね継手

余
長
4d
以
上

余
長
4
d
以

上

1d 溶接長さ 1d

d
1d 1d

5d(両面)
10d(片面)

5d(両面)
10d(片面)

最外径 最外径あき

間隔 P2

a

P
2

a

P
2

P
2

a

P2

P
2

P
2

P
2

余長4d以上

余
長
6d
以
上

余
長
8
d
以

上

余長

40d

余
長

d

@2,000程度 @2,000程度

H
o
/
2

H
o
/
2

H
o

※（a）以外の部位に設ける継手は、平成12年告示1463号但し書きに基づき、

構造計算にあたって「鉄筋継手仕様基準(建築物の構造関係技術基準解説書 最新版)」

によって検討した部材の条件・仕様によること。

告示1463号第4項各号

告示1463号第3項各号

機械式継手

溶接継手

告示1463号第2項各号

継手位置等の設計条件による仕様・等級

鉄筋継手工法

圧接継手

重ね継手 表3-1-1 による

（a）引張力最小部位

SA 級

（a）以外の部位※

B 級A 級

（b） 鉄筋の径

2.　継手部分の施工要領は、（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」

各棟ごとの表3-1-1の指示

指示欄

棟記号　

(b)

　(記載例：■採用、□不採用)

(a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b)

1
0
d

5.　一般フープ

6d以上

（機械継手）

5
d
以

上

（フラッシュバット溶接）
（アブセットバット溶接）

１）フック及び継手位置は、

［注］

２）

8
d
以

上

8
d
以

上 図示のある場合は、

8
d
以

上

8
d
以

上

6.　副フープ

4
d
以

上

6d以上

6d以上

8
d
以

上

6d以上6d以上 6d以上

交互とする。

副フープ（中子フープ）を

ハ)

135 フックとしてよい。（右図）

フックを180 で図示しているところは

6d
以
上

8.　副あばら筋

 d）, e）, f）はスラブと同時にコンクリートを打込む

基礎梁は、（a）,（b）,（c）とし、打継ぎを設ける場合は

（g）の形状の打継ぎ手を設けてもよい。

Ｔ形、Ｌ形の梁に用いる。一端を90 フックとしてよい。

［注］

打継ぎ面

イ)

ロ)

b1
※ ※

b1

8d以上(90 フック)

※：1/3b1かつ170以上

※
b1

※
b1

°

°

° °

フレア溶接

5d(両面)
10d(片面)

溶接長さ

1. 　梁の腹筋

P@

〃

〃

P@

〃

腹筋2－D10（D13）

P@

幅止め筋

不　　要600D ＜

＜D≦1,950 2,400

1,050≦ ＜D

1,500

1,950

D ＜≦

≦ D ＜

1,050

1,500

600

3.

2-D10（1段）または　2-D13

4-D10（2段）または　4-D13

6-D13（3段）

基礎梁（D） 腹　筋

D10-1000@程度

4d以上

4
d
以

上

壁梁の腹筋の定着はL2とする。

〃

〃 P@≦300

壁梁の腹筋2.

2-D13〃

〃

〃

P@

2-4　腹筋の割付本数

8-D13（4段）

不　　要

2-D10（1段）

4-D10（2段）

6-D13（3段）

大梁・小梁（D） 腹　筋

8-D13（4段）

P
2

4
d
以

上

D13 15 32 47

D16 19 32 51

D19 22 32 54

D22 26 33 59

D25 29 38 67

D29 33 44 77

D32 37 48 85

D35 40 53 93

D38 43 57 100

D41 47 62 109

e梁巾 梁巾

2-7　梁が同一面の場合の打増し

柱

梁の打増し

（平面） （断面）

e

梁主筋 柱主筋 HOOP,STP e

D22

D22

D25

D10,D13 25

D10

D13

D16

30

25

20

D25

D22 D10,D13 25

D25
D10 30

D13,D16 25

D29
D13 30

D16 25

D32
D13 35

D16 30

D29

D13 30

D16 25
D25

30D29 D13,D16

D32
D13 35

D16 30

D32

D13 35
D25

D16 25

D13 40
D29

D16 30

D13 40
D32

D16 35

2段筋の間隔P2

55

55

55

55

60

70

80

90

100

100

110

a

  幅止め筋(フック形状は下図による)

示す。

ア

    適宜判断すること。

日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、

    各継手工事による。

    監理者と協議すること。

600D ＜

＜D≦1,500 1,800

900≦ ＜D

1,200

1,500

D ＜≦

≦ D ＜

900

1,200

600
　　　　  　5d以上）
（両面フレア溶接の

※SRC梁は特記なき限り不要とする。

溶接長さ
5d(両面)
10d(片面)

 2.

 3.

 1.

L
1
h
※

※フックは90°,135°,180°
　いずれでもよい

最大値

1.

3. 末端部が溶接の場合

4. 溶接閉鎖形の場合

打ち込む L・T 形梁に使用することが出来る。

原則として、あばら筋は　　　形を使用し、　　　　　　　形は、同時に

フック及び継手の位置は、　　　　形ではスラブ側とし、その他は交互とする。ロ）

［注］イ)

8
d
以

上

8
d
以

上

8
d
以

上

ス
ラ

ブ
側

8
d
以

上

ス
ラ

ブ
側

6d以上

打継ぎ面
フック付き

L
1
h

6d以上

4
d
以

上

（両面フレア溶接の

1
0
d

6d以上
6d以上 6d以上

5
d
以

上

（機械継手）

7.　 あばら筋（スターラップ、STP）

ハ)置きスラブの場合は、スラブなしの場合と同様となる。

ニ）基礎梁のあばら筋。 基礎梁せいＤ

1.5m以下

1.5m～2.0m

2.0m以上

順番は、施工性を示す。

打継ぎ面

溶接または
機械式継手

 場合は5d以上）

※

※フックは90°,135°,180°
　いずれでもよい

2. 末端部がフックの場合

1) 2段筋位置保持金物の配置例

2) 2段筋位置保持金物の形状例

  1) 梁主筋の重ね継手

継手位置

重ね継手長さ

L1：フックなし

L1h:フック付 の種類

Fc

18 21 ～

SD295

鉄筋

36

30

～

27

24

～

45

39

～

60

48

直線重ね継手の長さ　L1

フック付重ね継手の長さ　L1h

180°フックの場合 ※

※フックを135°フック、90°フック

　とする場合のフック形状は

　表2-1による。

45d 40d 35d 35d 30d 30d

SD345 50d 45d 40d 35d 35d 30d

SD390 50d 45d 40d 40d 35d

SD490 55d 50d 45d 40d

35d 30d 25d 25d 20d 20d

SD345 35d 30d 30d 25d 25d 20d

SD390 35d 35d 30d 30d 25d

40d 35d 35d 30d
SD490

継手位置

SD295

9.　径の異なる鉄筋のガス圧接は、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。

10. 鉄筋のフレア溶接は、原則として鉄筋の種類はSD345まで、

11. フレア溶接は、被覆アーク溶接またはガスシールドアーク溶接により、

使用する溶接材料は、表3-1-4による。

12. 隣り合う継手の位置は、13. 1) による。ただし、スラブ筋(基礎スラブ筋を含む)

でD16以下の場合および壁筋の場合は除く。

13. 杭に用いる鉄筋の重ね継手長さは構造図による。

8.　ガス圧接およびフレア溶接の形状は、表3-1-3による。

径の差は原則として7mm以下とする。

表3-1-2 鉄筋の重ね継手長さ　L1,L1h

折曲げ開始点 折曲げ開始点

イ) 軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。[注]

ロ) 継手位置は、各標準図に示す継手の好ましい位置に設けること。

<90°ﾌｯｸ
 のみ>

L1/2 L1/2

L1h

d
d

L1h/2 L1h/2

(N/mm2)

    鉄筋の径はD16までとする。

図3-1-1 梁主筋の重ね継手

(a)

図2-3-4 あばら筋・帯筋の形状(溶接閉鎖形の場合)

軽量 Fc=18N/mm2以上 36N/mm2以下

普通 Fc=18N/mm2以上 60N/mm2以下

SD490の鉄筋を使用する場合はFc=24N/mm2以上

SD390の鉄筋を使用する場合はFc=21N/mm2以上

3)あばら筋、帯筋(フック形状は2-3による)および

4)煙突の鉄筋(フックの形状は180°フックとする)

ロ) 　印、 印は2段筋位置保持金物位置を示す。

0.2L1かつ150mm以下とする。( 7. 1) )

※棟番号は、[Ｓ-01図、１.建物概要]を参照。

1. スパイラル筋形状・寸法は図3-3-4による。

2 3 4 5 6 71

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤

4S

R8 1

A-3：

A-1：  -

  -

配筋標準図(1)

二日市小学校教室棟改築建築工事
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図3-1-3 スラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋のあき重ね継手

図3-1-2 隣り合う継手位置

図3-3-1 溶接金網の重ね継手

図3-3-2 溶接金網の重ね継手の合わせ面

図3-3-3 溶接金網の定着

a a

bdb

f

b c

d b

c

b

f

c

aa

c

b

d

b

d

i k
i

b

k

i

d

d

f

d

d

f

f

d

f

f

c

c

d

d

e

f

c

f

f

d

d
k

c

GL

c

400以上

f

a c

d b

i
d

i

i
db

i j

a

a

e

c c

i
j

4 鉄筋のかぶり厚さと打増し厚さ

最小かぶり厚は、上記のかぶり厚さから１０ｍｍを差し引いた値以上とする。

塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、図示による。

表中の※については、耐久性上有効な仕上げがある場合は、

上表は、普通コンクリートに適用する。軽量コンクリートの場合は図示による。

柱及び梁の主筋がＤ２９以上の場合、その主筋のかぶり厚さは、主筋径の

杭基礎の部分は、杭天端からのかぶりとする。

捨てコンクリートの厚さは、かぶりに含まない。

ト)

へ)

ホ)

ニ)

ハ)

ロ)

[注]イ)

1.5倍以上確保するように上記に10mmを加算した値以上とする。

ひび割れ誘発目地、打継ぎ目地、化粧目地等がある場合は、目地底からのチ)

（単位ｍｍ）

f

基礎スラブ

土間コンクリート

※1

機械架台基礎

非耐力壁

(屋外)

(屋外)

(屋内)

(屋内)

(屋内)

(屋外)

(屋外) (屋外)

耐力壁

(屋外)

非耐力壁

非耐力壁

天井(ルーバー天井
など外気が侵入する
場合はbとする)

※1：ピット内を屋内とする場合は監理者と協議のこと。

e) 一般階スラブ
(屋外)(屋内)

(屋外)(屋内)

f) 非耐力壁 g) 機械架台基礎(屋外)

h) 耐力壁 i) 柱(一般階)

j) 地下外壁 k) 柱(地下階)

耐久性上有効な

仕上げなし

耐久性上有効な

仕上げあり

(屋外) (屋内)

耐久性上有効な

仕上げなし

耐久性上有効な

仕上げあり

耐久性上有効な

仕上げなし

(屋外)

(屋内)

(屋内)

耐久性上有効な
仕上げあり

(断面)

(断面)

(断面)

(屋外) (屋内)

(屋内)

m) 梁(一般階) n) 梁(地下階)

p) 基礎梁(基礎スラブ付の場合) q) 基礎梁(基礎スラブのつかない場合)

(屋外) (屋内)

(屋内)

耐久性上有効な

仕上げなし

耐久性上有効な

仕上げあり

(屋内)

(屋外)

(屋内)

イ) 図中の      及び　　　は、土が接する部分を示す。

FL

a) 地階二重スラブ b) 土に接する構造スラブ・土間コンクリート

c) 杭基礎 d) 独立基礎

イ) 基礎下端筋のかぶり厚さは杭天端からの寸法を示す

(屋外)

(屋内)

(屋外)

地業または断熱材

(屋内)

溶接される鉄筋の種類
被覆アーク溶接棒の種類

JIS　Z　3211

ソリッドワイヤの種類

JIS　Z　3312

E4915,E4916等の低水素系溶接棒

SD295

SD345

YGW11

YGW13

YGW12

YGW15

YGW16

YGW19

YGW18

ガス圧接

片面の場合
フレア
溶接

両面の場合
溶接のビード幅

鉄筋径d 最小値

圧接面

圧接面

圧接面形状

16
13
10

8
7
6

(ビード幅)

θ

圧接面

圧接面

圧接面

ふくらみの直径・長さ 片ふくらみ

圧接面のずれ 鉄筋中心の偏心量

折れ曲がり

L1h

表3-1-3 ガス圧接・フレア溶接の形状

1.4d以上
(1.5d以上)

2mm以下

1d 10d以上1d 1d 5d以上1d

θ≦2°

d/4以下

Δh=h1-h2≦d/5以下

( )内は、
SD490の
場合に
適用する

原則として
鉄筋は、
D16以下と
する

曲げ加工した鉄筋に使用する場合、折曲げ
開始点からフレア溶接末端を1d以上離すこと

表3-1-4 フレア溶接に用いる鉄筋と溶接材料の組み合わせ

a) 圧接の場合

あき重ね継手を使用する場合は、監理者に確認の上使用する。

4
0

4
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3
0

3
0
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0
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50 40

40 40

50 40

50 40

4
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5
0

40
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0
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0

40

4
0

50 50

7
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50 40

4
0

4
0

4
0

50 50

5
0

7
0

7
0

7070
70 70

7
0

3
0

4
0

5
0

7
0

4
0

5
0

d

1.1d以上
(1.2d以上)

d d

dd

d

d

L1

L1/2程度

L1/2

L1

L

d
/
5
以

下

h
2

h
1

L1

0
.
2
 
L
1
か

つ
1
5
0
㎜
以

下

0
～

1
m
m

L1h

L1h/2程度

L1h/2 L1hL1h

1. 異形鉄筋の定着長さは、表3-2-1の鉄筋の定着長さによる。

3-2 定着

ただし、小梁、スラブの下端筋の定着長さは、表3-2-2による。

3. 梁主筋の柱内定着において、定着の投影長さは原則柱せいの3/4倍以上とする。

2. 梁主筋の柱への定着は、原則として折曲げ定着とする。

5. 大梁内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の

長さL2hを確保できない小梁及びスラブの場合は、全長を表3-2-1に示す直線

定着の長さとし、余長を8d以上、仕口面から鉄筋外面までの投影長さを、

表3-2-3に示す長さLb(かつ、原則として、定着される梁幅の1/2倍)以上とする。

4. 柱梁仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付

余長を8d以上、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを、表3-2-3に示す長さ

La以上とする。

下端筋定着長さ

の種類

鉄筋
小梁

18～60

スラブ

直線定着長さ　L3

イ) 軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。

L3

フック付定着長さ　L3h

d

L3h

d
定着起点折曲げ開始点

8
d

余
長

定着起点

ロ)「－」は適用範囲外を示す。
ハ) <　>は片持ち部材の場合を示す。

SD345

SD390

20d 10dかつ

150mm

<25d>

10dSD345

SD390

[注]イ) La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ

ロ) Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影長さ

(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)

ハ) 軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

Lb

<25d>

部位

Fc(N/mm2)

―

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ La

小梁及びスラブの上端筋の
梁内折曲げ定着の投影長さ Lb

SD345

SD390

SD490

SD345

SD390

SD490

20d 15d 15d 15d 15d 15d

20d 20d 20d 15d 15d 15d

20d 20d 20d 15d 15d

25d 25d 20d 20d

15d 15d 15d 15d 15d 15d

20d 20d 15d 15d 15d 15d

20d 20d 15d 15d 15d

La

余
長

 
8
d

(ただし、梁幅の1/2以上)

柱せい

梁幅

L3：直線定着

L3h：フック付定着

[注]

SD295

SD295

SD295

SD295

1. 溶接金網の重ね継手は、1) による。構造図に記載のない場合は、

溶接金網の合わせ面は、2) タイプA、タイプBいずれとしてもよい。

3-3 その他の継手および定着

2.溶接金網の定着は、1) による。

3. 帯筋にスパイラル筋を用いる場合の定着、継手要領は、1) による。

4. 鉄筋格子については、3-1 継手、3-2 定着による。

重ね継手50d
1.5巻

a)応力伝達用

1.5Pかつ150

b)ひび割れ幅制御用

Pかつ100P P

タイプA タイプB

2本以上

1.5Pかつ150

余長6d

余長6d

b) 角形スパイラル筋

重ね継手末端定着

135°折曲げ 90°折曲げ余長12d
余長6d または135°折曲げ余長6d

1.5巻

a) 円形スパイラル筋

重ね継手末端定着

135°折曲げ 90°折曲げ余長12d
余長6d または135°折曲げ余長6d

重ね継手50d

余長6d 余長6d

余長12d

50

L3 L1

異形鉄筋

P

定着長さ

L2：直線定着

L2h：フック付定着 の種類

Fc

18 21 ～

SD295

鉄筋

36

30

～

27

24

～

45

39

～

60

48

SD345

SD390

SD490

SD345

SD390

SD490
<90°ﾌｯｸ

 のみ>

SD295

L2

d

定着起点
40d 35d 30d 30d 25d 25d

25d30d30d35d35d40d

40d 40d 35d 35d 30d

40d 40d 35d45d

30d 25d 20d 20d 15d 15d

15d20d20d25d25d30d

30d 30d 20d25d 25d

直線定着長さ　L2

フック付定着長さ　L2h

90°フックの場合※

L2h

d

定着起点折曲げ開始点

8
d

余
長

※フックを135°フック、180°フックと
　する場合のフック形状は表2-1による。

30d 30d 25d35d

表3-2-1 鉄筋の定着長さ L2,L2h

イ) 軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。[注]

折曲げ定着長さ

の種類

Fc

18 21 ～鉄筋

36

30

～

27

24

～

45

39

～

60

48

表3-2-3 折曲げ定着長さ　La,Lb

余
長
 
8
d

L2

L2
(ただし、柱せいの3/4以上)

4-1　かぶり厚さ

各部材の設計かぶり厚さ4-2

定着の長さL2hを確保できない場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、

(基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブの上端筋を含む)

(N/mm2)

a)応力伝達用とする。

かぶり厚さを確保する。

(N/mm2)

耐久性上有効な仕上げの例：タイル張り（セメントモルタルによるあと張り）、

30

煙突等高熱を受ける部分

土に接する部分

70

40

60

50

50

設計かぶり厚さ構　　造　　部　　分　　の　　種　　別

土に接しない部分

スラブ
30

40

40

50

分類記号

屋　　内

屋　　外

柱・梁・耐力壁
屋　　内

屋　　外

屋　　内

屋　　外
非耐力壁

煙　突

擁壁・基礎スラブ(べた・布基礎)

柱・梁・壁・スラブ

基礎・擁壁・基礎スラブ(べた・布基礎) 70

※

※

※

a

b

c

d

e

f

h

i

j・k

基礎スラブ

3
0

耐久性上有効な
仕上げあり

3
0

3
0

耐久性上有効な
仕上げあり

4
0

4
0

[土]

[水槽・
 EVﾋﾟｯﾄ]

（べた基礎）スラブ

呼び径

D10

15d 20d 25d 30d 35d 40d

400350300250200150

260 325 390 455 520

480 560 640400

285 380 475 570 665 760

880770660550440330

500 625 1000750 875

（d）

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

D38

D41

195

240 320

375

580 725 1160870 1015435

640 800 1280960 1120480

760 950 15201140 1330570

820 1025 16401230 1435615

表3-2-4 定着長さ(mm)

[杭基礎の場合] [べた基礎の場合]

  1) 隣り合う継手位置

  1) 溶接金網の重ね継手

  2) 溶接金網の重ね継手の合わせ面

値を10mm減じても良い。

[注]

[注]

  1) 溶接金網の定着

  1) スパイラル筋の末端定着・重ね継手要領

1.各部材の設計被り厚さは、下図による。

図3-3-4 スパイラル筋の末端定着・重ね継手要領

モルタル塗り（10mm以上）、打増し（10mm以上）

E4316,E4915,E4916等の低水素系溶接棒

b) 主筋のあきが確保できる場合の重ね継手の場合

c) 主筋のあきの確保が困難な場合の重ね継手の場合

表3-2-2 小梁・スラブの下端筋の定着長さ　L3,L3h

  2) スラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋のあき重ね継手
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※2

※3

※2

基
礎

筋
は

か
ま

筋
基

礎
筋

は
か

ま
筋

P
1

P
1

L
2

P
1

P2 L2

P
1

P2

L2

15d程度

2
0
d

15d程度

L2

P2

L
2

L2

2
0
d
(
フ

ッ
ク

付
重

ね
継

手
)

2
0
d
(
下

端
筋

定
着

)

梁幅 B

15d 15d

50mm程度以下
15d 15d

B/2

3B/4

余
長

8
d

1
段

筋
は

直
線

定
着
 
L
2

Lx/4 Lx/4

L2 Lx/4 Lx/2 Lx/4

Lx(Ly)

2
0
d

2
0
d

15d 15d

15d 15d

梁幅 B

B/2

L2h Lx/4 Lx/4

50mm程度以下

8
d

8
d

L2 Lx/4 Lx/2 Lx/4
Lx(Ly)

B

L2 L2

L2かつB/2
L2かつB/2

L
2

L
2

8dかつ150かつB/2
梁幅 B

70

50

7
0

5
0

5
0

5050

5
0

50

5
0

7
0

7
0

70

50 50

5
0

D

P
P

2
0
0
程

度
2
0
0
程

度

2
0
d

0～水勾配

10

20

255
5

25+梁ズレ

25

25

105 5

1010
10

25

25+梁ズレ 5(10)

15

25

15
25

15

15

25

5(10)

25 25 15

25+梁ズレ15

25

25

2525

5(10)

10

55

25 25

25

5(10) 5(10)

25+梁ズレ

5(10)＋梁ズレ 5(10)

1010

5 5

15

15

10 10

10

10

10

10

r) 擁壁・ドライエリア s) 免震材料の上部・下部躯体

上部躯体

免震材料

下部躯体

t) 連続基礎・べた基礎

地下部分の外部廻り及び水槽部分のセパレータには水膨張性止水リングを使用する。

スラブ下に断熱材を使用する場合は、めり込み防止の専用スペーサを使用する。

片持スラブの場合は、鋼製連続バーサポートを使用する。

スペーサは、側面に限りプラスチック製でもよい。

鋼製スペーサーは、型枠に接する部分に防錆処理を行なう。

結束線は、型枠に接しないよう部材内部に折り込む。

1.

2.

3.

4.

7.

鉄筋サポート、スペーサーのサイズは設計かぶり厚さを満足するものを使用する。

コンクリート製、モルタル製は、コンクリートの設計基準強度以上とする。

コンクリート製、モルタル製は、落下の恐れのある梁下面には使用しない。

6.

スペーサー(ドーナツ形)は縦使いを原則とする。

梁の側面の場合、スペーサーを設置する腹筋と近傍のあばら筋を動かぬよう5.

8.

9.

10.

11.

b

d

a

c

第一横筋位置

かんざし筋
(梁主筋と同径程度)

a) 梁(片側スラブ付の場合)

b) 梁(両側スラブ付の場合)

スペーサー
(原則として腹筋に取り付ける)

D≦1000　1辺に2個

c いずれとしてもよい。

D＞1000　1辺に3個(ただし、Dが500毎に1個追加する)

b または

c) 柱

鉄筋サポート

スペーサー

イ) Pは縦、横共1500程度とする。

スペーサー
(原則として
腹筋に取り付ける)

ロ) 壁前後のスペーサー位置は、

    縦方向、横方向のいずれかの間隔

    を200程度とすればよい。

□ 上端鉄筋サポート 

■ 下端鉄筋サポート 

上
端

鉄
筋

サ
ポ

－
ト

鉄筋サポ－ト 下
端

鉄
筋

サ
ポ

－
ト

上端

下端鉄筋サポ－ト

l
x

100以下

1000以下

1000程度

1000以下

100以下

上端筋側 下端筋側

(
ス

ラ
ブ

の
短

辺
方

向
の

内
法

長
さ
)

(3000x3000程度の場合)

1
0
0
以
下

10
0
0
以
下

1
0
0
0程

度
1
0
0
0
程
度

1
0
00
以
下

1
0
0
以
下

ly

(スラブの長辺方向の内法長さ)

6 基　礎

連続基礎主筋

連続基礎配力筋

断面図

(Ly-Lx/2)

※2
※1

(Ly-Lx/2)

※3
※1

余
長

余
長

梁
基礎スラブ

8dかつ150かつB/2

(L2hが確保できない場合)

1) 側柱交差部

3.　隅柱交差部は、両方向の基礎主筋を連続して配置する。

2.　中柱交差部における基礎主筋を連続する方向は構造図による。

1.　連続基礎の側柱交差部は、外周部の基礎主筋を連続して配置する。

6-1　独立基礎

・P1、P2は設計配筋間隔とする。

3) 隅柱交差部

6-2　連続基礎（布基礎）

第1基礎主筋

P2/2以内

配力筋(通し)

配力筋(定着)

・ハッチ部は基礎梁、柱を示す。

基礎筋の上下の位置
関係は構造図による

はかま筋

基礎筋

6-3　杭基礎

基礎主筋

配力筋

(定着)

基礎主筋
配力筋
(通し)

基礎主筋
配力筋(定着)

基礎主筋
第1基礎主筋

P1/2以内

はかま筋がない場合

基礎筋の上下の位置関係

は構造図による

はかま筋,D13-400@

通し筋または柱へL2定着

はかま筋がある場合

はかま筋がない場合 はかま筋がある場合

受け筋D13以上

通し筋または柱、梁へL2定着

基礎主筋

配力筋

はかま筋
はかま筋

配力筋

2) 中柱交差部

基礎主筋

1. 採用するタイプは、べた基礎の場合はA、その他の場合はBとする。

6-4 基礎スラブの定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

2. 基礎スラブの第1鉄筋は基礎梁のコンクリート面より50mm程度の位置とする。

はかま筋

基礎筋基礎筋の上下の位置

関係は構造図による

基礎筋末端部のフック角度は
90°以上とする

Lx:短辺方向内法寸法
Ly:長辺方向内法寸法

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

※2 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)の

    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

Lx:短辺方向内法寸法
Ly:長辺方向内法寸法

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)の

   ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

※基礎スラブの配筋が左右で同じ場合、

L
2

P
1

15d程度

P2

L2

Lx/4Lx/4

15d程度

Lx/4 Lx/4

5-2　柱・梁の鉄筋サポート・スペーサーの取付け要領

5-3　壁のスペーサーの取付け要領

5-4　基礎の鉄筋サポートの取付け要領

5-5　スラブの鉄筋サポートの取付け要領

基礎主筋

A

1. 1本杭の場合

2. 2本杭以上の場合

a) 定着およびカットオフ筋長さ( A )

b)

c) その他の基礎スラブの場合( B ) 定着およびカットオフ筋長さ

d) その他の基礎スラブの場合( B )の継手位置

e) 基礎スラブが梁下で連続する場合の定着 f) 幅の小さい梁への定着要領

1000程度 1000程度 1000程度

1
0
0
0
程

度

5 鉄筋サポート・スペーサー・結束線

7
0

Ｄ
<
6
0
0

7
0
Ｄ

≧
6
0
0 側筋,D13-300@

緊結させる。

但し外部打ち放し直仕上部分は除く。

    いずれとしてもよい。

   いずれとしてもよい。

1
0
0
0
程

度
1
0
0
0
程

度

基礎主筋 基礎主筋

A

A

B

　通し配筋としてよい。

B

GL

機械架台基礎

【ピット】

【屋内】

【屋内】

【屋内】

【屋外】 【屋外】

【土】

↑柱と梁が同面の場合

GL

【屋外】

【屋内】

梁梁

柱

梁梁

梁

天井材

直天井（ルーバー天井
を含む外気に面する場合）

柱

【土】

梁梁

フーチング

【屋外】

内壁

外壁

外壁

外壁

外壁

梁

柱と梁が同面の場合

【土】

梁

柱と梁が異なる面の場合↑

梁

梁

庇

スラブ

柱
柱

1. 構造躯体寸法に下記の打増し厚さ(mm)を加算するものとする。

コンクリ－ト打増し厚さ

外部に面する柱・梁・壁

内部に面する梁の側面

内部に面する柱・土に接する柱

コンクリート金こて仕上げの梁・スラブの上端

外部に面するスラブ下端

4-3

25以上かつ意匠図による

5(10)以上かつ意匠図による

15以上かつ意匠図による

10以上

位　　置 打増し厚さ

( 　)内は、デッキスラブ型枠を

地下外壁の土に接する部分 20以上

内部に面する壁

使用の場合

土に接するスラブ 10以上

15以上かつ意匠図による

※上図かつ意匠図による。

5-1 一般事項

A

[注]

[注] イ) タイル仕上げ等上記数字以下とする場合は監理者に確認すること。

Aタイプ Bタイプ

a

d

a b

b c

cまたは

または

梁(片側スラブ付の場合) 梁(両側スラブ付の場合)

鉄筋サポート

スペーサー

P 300以下 P

5
0
0
程

度

P
P

P

300以下

P

300以下

P

P

300以下

イ) Pは1,500程度とする。

[注]

スペーサー
(原則として
腹筋に取り付ける)

※2 下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。

べた基礎の耐圧スラブなどの場合( A )の継手位置

※「梁ズレ」は2.鉄筋の加工共通事項 2-7参照

10以上または意匠図による

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤

6S

R8 1
二日市小学校教室棟改築建築工事

A-3：

A-1：  -

  -

配筋標準図(3)



ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＆ ＯＦＦＩＣＥ　ＢＲＡＮＣＨ 　ＡＰＰＲ．ＢＹ 　ＣＨＫＤ．ＢＹ 　ＤＲＡＷＩＮＧ　ＴＩＴＬＥ 　ＳＣＡＬＥ 　ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ．

　ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＮ　ＢＹ

福岡

余
長

2段筋はL2

基礎大梁

基礎大梁
L
2

余
長L
2

下図へ続く

上図へ続く

余
長

基礎大梁 基礎大梁

L
2 余
長

余
長L
2

終端(端部) 終端(端部)

7-4  基礎梁と基礎の取合い部補強要領

基礎梁あばら筋
と同径、同間隔

0＜D≦200 200＜D≦1000

D16-@200
D16-@200

基礎梁あばら筋

梁 基礎小梁

と同径、同間隔

あばら筋を通す

1.基礎大梁幅が柱幅より大きい柱脚の場合 

2.基礎大梁幅が柱幅より小さい柱脚の場合 

柱

基礎梁

柱

基礎梁

7-5  基礎大梁と最下階柱の取合い部配筋要領

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

終端(外端)

べた基礎・連続基礎の場合で基礎小梁が連続する場合

7-2  基礎小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

連続端(内端)

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

連続端(内端)連続端(内端)

終端(外端) 連続端(内端)連続端(内端)

2段筋

2段筋

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

終端(端部)終端(端部)

  a)定着およびカットオフ筋長さ

  b)継手位置

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋
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8
d

8
d

L
2 D

梁
幅

梁
幅

D

L
2
h

L
2

L
2

L
2
h

8dかつ150かつB/2

梁幅 B

L
2

L
2

L
2

20d 20d

1. 取合い部補強の幅は、基礎梁と同じとする。

    a) 中柱の場合
柱内定着

柱内定着

梁内通し定着

べた基礎・連続基礎の場合で基礎小梁が単独梁の場合

D16-@200D16-@200

1)

2）

L2

注1

L2

L2

L2

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

  a)定着およびカットオフ筋長さ

  b)継手位置

  a)定着およびカットオフ筋長さ

  b)継手位置

  a)定着およびカットオフ筋長さ

  b)継手位置

7 基　礎　梁

L2

余
長

L2

L2

終端(外端) 連続端(内端) 連続端(内端)

基礎大梁 基礎大梁

基礎大梁

終端(外端)

連続端(内端) 連続端(内端)

連続端(内端)

L
2

L
2

下図へ続く

上図へ続く

余
長

余
長

終端(端部) 終端(端部)

基礎大梁 基礎大梁

終端(端部) 終端(端部)

7-1 基礎大梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

1.　採用するタイプは、べた基礎・連続基礎の場合はA、

杭基礎・独立基礎の場合はBまたはCとする。

    a)べた基礎・連続基礎の場合

    b) 杭基礎・独立基礎の場合

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

3.　柱を介して連続する基礎梁の主筋本数が異なる場合は、

または柱コンクリート面より定着長さをとって反対側の梁内に定着する。

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

4.　カットオフ筋長さは、構造図による。構造図に記載のない場合は、下図による。

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

第1あばら筋 第1あばら筋

第1あばら筋 第1あばら筋

2段筋

2段筋

2段筋

2段筋

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

第1あばら筋 第1あばら筋2段筋
2段筋
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8 柱

柱頭カットオフ筋
(柱頭のみに必要な鉄筋)

基準とする

最も高い梁下端を

基準とする
最も高い梁下端を

接地階梁天端

(中間階) DはDx、Dyの大きい方の寸法

仕口部

柱の仕口部の範囲

平面

ア イ矢視図 矢視図

ア

イ

柱

平面

柱

柱 柱 柱

直交梁なし

最も低い梁天端を基準とする

最も低い梁天端を

基準とする

柱脚カットオフ筋

(柱脚のみに必要な鉄筋)

基準階梁天端

4.　カットオフ筋長さは以下による。

柱
脚

主
筋

柱
頭

主
筋

梁

梁

梁

梁 梁

④

①

②

③

②① ③ ③② ④

第1帯筋
(梁主筋直上)

第1帯筋
(梁下端)

仕口部帯筋

上階柱の帯筋

下階柱の帯筋

1.　継手はガス圧接、重ね継手を示し、それ以外の継手の仕様は構造図による。

1) 柱頭主筋の定着：柱に取り付く最も高い梁下端からL2以上かつ最も高い

3.　柱主筋の定着は以下による。

2.　Hoは柱の最大内法高さとする。

2) 柱脚主筋の定着：柱に取り付く最も低い梁天端からL2以上かつ最も低い

1) 柱頭カットオフ筋長さ：柱に取り付く最も低い梁下端からHo/2+15d以上とする。

柱脚主筋

柱頭主筋

3. 柱の仕口部帯筋の配筋要領は構造図による。

2. 直交梁がない場合、柱の仕口部帯筋範囲は下図による。

1. 柱の仕口部の範囲は構造図に記載のない場合は、柱に取り付く全ての梁せいが

重なる範囲を仕口部とする。

8-2  柱の仕口部(柱・梁接合部)

H
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2
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1
5
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の
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着
L
2

の
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着
L
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o
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H
o
/
4
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つ
D

Aタイプ Bタイプ

    a) べた基礎・連続基礎の場合

    b) 杭基礎・独立基礎の場合

    c) 杭基礎・独立基礎の場合

杭基礎・独立基礎の場合で基礎小梁が連続する場合

杭基礎・独立基礎の場合で基礎小梁が単独梁の場合

7-3   幅の小さい梁への定着要領(Lbが確保できない場合)

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

a) 仕口部帯筋の範囲と第1帯筋位置b)

柱仕口部範囲の有無c)

各タイプの定着およびカットオフ筋長さ  1）

各タイプの基礎梁継手位置  2）
3）

4）

    c) 杭基礎・独立基礎の場合

（中央下端筋が多い場合）

（端部下端筋が多い場合）

（中央下端筋が多い場合）

（端部下端筋が多い及び全断面の場合）

通し筋以外の基礎梁主筋を柱内に定着する。 L
2

8
d

8
d

L
2

余
長

余
長

梁下端から15d以上とする。

梁天端から15d以上とする。

A

B

C

A

B

C

各タイプの中柱への定着  3）

有 有 無

2) 柱脚カットオフ筋長さ：柱に取り付く最も高い梁天端からHo/2+15d以上とする。 

  a)定着およびカットオフ筋長さ

[注] イ) 柱の第1帯筋は、最も低い梁主筋直上とする。 

b)継手位置

Cタイプ

8-3  定着

最上階の柱の場合(中間階で上に柱のない場合)1.

基礎ベース筋

基
礎

筋
直

上
ま

で

基礎梁天端 基礎梁天端

[注] イ) 梁内の柱帯筋の有無、仕様は構造図による。

梁天端

L
2
h
か

つ
原

則
と

し
て

梁天端

a) べた基礎・連続基礎 b) 独立基礎

a) 柱主筋を基礎筋上に自立させる場合 b) 柱主筋の支持方法を別途考慮する場合

第1帯筋
(2組重ね)

第1帯筋

第1帯筋

第1帯筋

L
2
h

8dかつ150

梁
下

端
筋

直
上

ま
で

L
2
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つ
原

則
と

し
て

1
0
0
程

度

余長8d

D

e

150以下

L
2
h D

直
下

ま
で

か
ら
1
5
d

2.柱主筋を折り曲げて通し筋とする場合の梁上第1帯筋は、上階柱帯筋と同径の帯筋を

8-4  柱主筋の折曲げ位置および帯筋

最下階の柱の場合2.

最下階の柱主筋の定着と支持方法3.

        場合には、左図による。

原則として柱主筋と
梁主筋の中心線の
交点を折曲げ起点とする。

柱主筋を折り曲げて通し筋とする場合a)

(柱のしぼり勾配 e/D≦1/6の場合)

柱主筋を通し筋としない場合b)

(柱のしぼり寸法が150mm以下の場合）

L
2
h
か

つ
原

則
と

し
て

梁
下

端
筋

直
上

ま
で

梁
上

端
筋

L
2
か

つ
梁

下

  ２組重ねる。

        寸法eは上下階の柱主筋位置の水平距離とすること。

注1：梁主筋投影定着長さ（Laかつ3D/4以上）

・第1帯筋は、上(下)階の柱の帯筋と同様とする。

8-1  柱の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

2.　本設計建物に採用するタイプは、下記とする。

1.柱主筋の折曲げ位置は、梁の主筋間隔内でとる。

[注]イ) 柱の主筋で垂直に定着長さが確保できない

[注]イ) 上下階の鉄筋かぶり厚さが異なる場合、

柱頭部は180°フック

折曲げ開始点

L
2
h

L
2

梁
上

端
筋

直
下

ま
で

梁
上

端
筋

直
下

ま
で

四隅以外は、原則

直線定着とする

四隅は

180°フックを設ける。

a)四隅の主筋 b)四隅以外の鉄筋
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福岡

主筋折曲げ部帯筋は柱帯筋と

同径のものを2組重ね配筋する

主筋本数の異なる場合は

原則として柱内へ定着する

構造図による

柱せいの3/4を確保するよう

L2

2段筋

L3※

9 大　梁

1.　梁主筋の柱への定着は原則として折曲げ定着とする。

2.　下端筋の定着は、曲上げを原則とする。

曲上げ筋がおさまらず、曲下げとする場合(図中の破線)は、

[注]イ) 中央部で両側カットオフ筋が重なる場合は通し筋としてもよい。

2段筋 2段筋 2段筋

2段筋 2段筋

第1あばら筋

2段筋

通し筋としてもよい

吊上げ筋

第1あばら筋
2段筋

2段筋

第1あばら筋

2段筋

下側主筋

上側主筋

柱内拘束筋

折曲げ開始点

四隅部フック

梁主筋は原則として通し筋とするが、鉄筋のあき寸法が確保できる場合は

直線定着とする場合は、定着長さが柱面から500mm以下とする。

イ) 吊上げ筋は、折り曲げた主筋のすべてにかける。

吊上げ筋

折り曲げる(コーナー主筋)

真直ぐ伸ばす

ロ) 吊上げ筋はあばら筋とは別途設ける。吊上げ筋は、特記無き限りD13とする。

e/D≦1/6の場合　（鉛直方向のずれ）
L
2

梁

柱

L
2

梁

柱

L2

梁の主筋折曲げ位置は、

柱の主筋間隔内でとる

柱

梁

は、通し筋としない場合の折曲げ定着を示す。

柱

梁

L2

L
2

L
2

L2

中間階 最上階(上に柱のない場合)

梁

梁

は、通し筋としない場合の折曲げ定着を示す。

柱 柱

9-2  梁主筋の柱への定着

吊上げ筋

梁のコーナー
主筋は折曲げ

9-1  大梁カットオフ筋長さおよび継手位置

9-3　梁主筋が真直ぐ通らない場合のおさまり

イ) あばら筋と同径@200以下に設け、交差部は上側となる梁主筋に設ける。

柱内拘束筋

Laかつ3D/4 Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4 Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4 Laかつ3D/4

吊上げ筋 吊上げ筋

吊上げ筋

吊上げ筋
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鉛
直

長
さ

L
2

D

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

D

H
H
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Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

L
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D
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D D

e
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e

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を

設けられない場合は

基礎梁端部・中央部配筋区分

端部：柱面より Lo/4の範囲

中央：梁中央Lo/2の範囲

接地階

L
2

L
2

柱脚部主筋

(2段筋の場合、下段筋は

梁端部・中央部配筋区分

柱主筋ガス圧接継手

L
2

一般層の梁端部と同様とする)

柱主筋重ね継手の場合

中間階

L
2

吊上げ筋

腹筋は、梁せい≧600の場合に入れる

腹　筋

中央：梁中央Lo/2の範囲

端部：柱面よりLo/4の範囲

最上階

仕口部の配筋は構造図による
帯筋は原則として@100以下とする

帯筋間隔

柱頭カットオフ筋

L2(2段筋) 15d Lo/4

腹筋の継手は150mm以上とする

3/4

3/4

3/4

3/4

3/4

柱せいの
Laかつ

柱せいの
Laかつ

柱せいの
Laかつ

柱せいの
Laかつ

柱せいの
Laかつ

1.　本図は、[7.基礎梁～9.大梁]に示す規定をラ-メン形に集約したものである。

2.　最上階大梁は中央カットオフ筋、中間階大梁は端部カットオフ筋を示す。

3.　柱梁接合部に機械式定着工法を適用する場合、各機械式定着工法に定める規定を満足すること。

梁下端筋ガス圧接継手

L
2

下端筋継手位置 下端筋継手位置

上端筋継手位置

15d

梁上端筋ガス圧接継手

※柱主筋の基礎梁への定着長さは、L2hかつ原則として

　基礎下端筋の直上までとする。

梁せいの

※8dかつ
　150

Lo/4

L
2
(
1
段

筋
)

Lo

L
※

L
※

H
o
/
4

Lo/2 Lo/4

L2+5d L2+5
d

H
o

柱
脚

配
筋

は
H
o
/
2
+
1
5
d

Lo/4

1
5
d

L
2

H
o柱

頭
配

筋
は
H
o
/
2
+
1
5
d

15d 15d
Lo/4

Lo/4

150

Lo/2

Lo/2

Lo/4 Lo/4

Lo

5
0
0
※

継
手

位
置

H
o
/
4

20d 20d

H
o
/
4
か

つ
継

手
位

置
H
o
/
4

梁せい Lo/4 梁せいLo/4

Lo/2Lo/4 Lo/4

L
2
h
※

Lo
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H
o

H
o
/
2

H
o
/
4

L
2
h

4
0
0

L
2
か

つ
梁

下
か

ら
1
5
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9-4  柱梁配筋概要図

※下端筋定着をフック付定着(L3h)とする場合は、表3-2-2による。

終端(外端) 連続端(内端) 連続端(内端)

※下端筋定着をフック付定着(L3h)とする場合は、表3-2-2による。

大梁

立面

大梁

小梁

平面

終端(外端) 連続端(内端)

第1あばら筋 第1あばら筋

L
2

第1あばら筋 第1あばら筋

連続端(内端) 連続端(内端)

終端(端部)終端(端部)

第1あばら筋 第1あばら筋

L
2

下図へ続く

上図へ続く

梁

小梁

10 小梁・片持ち梁

10-1  小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

2段筋2段筋

2段筋

2段筋
2段筋

Lo Lo

Lo/6
Lo/2 Lo/4

Lo/4 Lo/2 Lo/4

15d 15d

Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo

B Lo/4

20d

7Lo/12Lo/6

20d

Lo/4

20d

Lo/2Lo/4

20d

15d 15d

Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo

L2

LbかつB/2

15d 15d
Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo

L3※

B Lo/6

20d

2Lo/3Lo/6

20d

LbかつB/2

余
長
8
d

余
長
8
d

L
2

8dかつ150かつB/2

L3h

L3

梁幅 B

10-2  小梁と大梁の取合い

小梁主筋の定着で垂直に余長が確保できない場合は、上端筋は斜め定着、

下端筋は斜め定着あるいは水平定着としてもよい。

カットオフ筋長さ(端部カットオフ筋)1.

カットオフ筋長さ(中央下端カットオフ筋)2.

継手位置3.

最上階の場合(上に柱のない場合)1)

L2

中間階の場合2)

吊上げ筋の形状3)

ハンチ部配筋要領4)

最上階柱頭補強(上に柱のない場合)5)

定着が超える場合は、監理者と協議すること。

e/D＞1/6の場合　（鉛直方向のずれ）

梁 梁

1)

2)

e/D≦1/6の場合　（水平方向のずれ）3)

e/D＞1/6の場合　（水平方向のずれ）4)

スラブ勾配のある場合は
梁の上端を打増しとする

※ 柱主筋の重ね継手
　 寸法は構造図による。

梁筋の定着は、投影長さが

に折り曲げ定着する

下端筋は、原則として曲げ上げる

上階柱柱段差面の

隅部以外の主筋は

下階柱に定着する

柱
せ

い
の

大
き

い
方

※段差梁の接続部では、段差寸法によっては

  高い方の梁上端からの寸法とした方がよい

第1帯筋は梁下端より割り付ける
第1あばら筋は柱面より割り付ける

第1帯筋は梁主筋直上
より割り付ける

連続小梁の定着・カットオフ筋長さ1.

単独小梁の定着・カットオフ筋長さ2.

連続小梁の継手位置3.

Lo/4

Lo

Lo/2 Lo/4

Lo/6 Lo/6

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

終端(端部) 終端(端部)

単独小梁の継手位置4.

10-3  幅の小さい梁への定着要領　(Lbが確保できない場合)

下端筋はL3直線定着または

L3hフック付定着とする。

※基礎大梁の定着・カットオフ筋長さは「7.基礎梁」の各タイプによって異なる

かんざし筋 [8-3]

監理者とと協議すること)

監理者と協議すること。

通し筋とする

折曲げ定着としてよい。

d)ハンチ部
  配筋要領参照

1/6以下

30程度30程度

150以下

8d

基礎梁においては、
主筋本数が異なる場合、
梁内通し定着としてもよい

　  ただし、柱頭かんざし筋を設ける場合は不要とする。

または
柱頭補強筋 [9-2]

かんざし筋 [8-3]
または
柱頭補強筋 [9-2]

Lo/4

[注]

1.

2.
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福岡

梁

柱

下端筋位置まで

片持ち梁先端にコ型補強筋有
先端小梁勝ち

Laかつ3B/4

Laかつ3D/4

柱

Laかつ3D/4

先端小梁あばら筋と

片持ち梁

形筋形状

1) 平面

先端小梁 片持ち梁

2) 平面(上端筋)

片持ち梁

3) 平面(下端筋)

同径、同間隔の  形筋

柱

柱

柱

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること)

L2

L2

L2

L2

L3

15d 2L/3 L2

L

100程度

B

15d 2L/3

L

100程度

D

Laかつ3D/4

15d 2L/3

L

100程度

D

直
線

定
着

 
L
2

Laかつ3D/4

25d

B

L2

L3

B

L
3

L2

10-5  片持ち梁・先端小梁のおさまり

11 スラブ

イ) スラブの配筋が梁左右で同じ場合は通し筋としてもよい。

C L

梁

スラブ

D13以上かつ

受け筋

スラブ筋の最大径

下端筋 上端筋

CL

Lx=短辺内法長さ

Ly=長辺内法長さ

長
辺

方
向
 
 
 
断

面
図

短辺方向   断面図

柱列帯 柱間帯 柱列帯

柱
間

帯
柱

列
帯

柱
列

帯

C L

長
辺

方
向

短
辺

方
向

1)　h＞50mmかつスラブ下端筋が 2)　スラブ下端筋が

梁主筋の下を通る場合梁主筋の上を通る場合

2)　h＞50mmかつスラブ下端筋が

3)　h＜t+70mmかつスラブ下端筋が

梁主筋の上を通る場合

4)　h＜3t1かつt2＞t1

b≧t

D13かつスラブ筋以上

D13かつスラブ上端筋と
同径、同間隔以上を  形配筋

b≧tかつ250mm

・1)～3)は壁がない場合を、(4)は壁がある場合を示す。

2) h＜t+70mmかつスラブ下端筋が梁主筋の上を通る場合

D13かつ

スラブ上端筋と
同径、同間隔以上

D13かつ
スラブ上端筋と
同径、同間隔以上

D13かつ
スラブ上端筋以上

D13かつ
スラブ筋以上

D13かつ
スラブ上端筋以上

1)　段差が小さい場合 2)　段差がスラブ厚程度の場合

D13以上

(H≦t/2) (t/2＜H≦2t)

D13以上

通し筋とする

L2

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

※スラブ上端筋の水平投影長さが

片持ちスラブの梁への定着は、以下の通りの配筋とする。

ただし、以下の配筋とする場合、連続スラブの配筋に留意すること。

11-5  片持ちスラブ

11-2  定着

11-3  カットオフ筋長さおよび継手位置

(1)上端筋の継手 (2)下端筋の継手

Lx/4

1)　0≦h≦50mmかつスラブ下端筋が

梁主筋の下を通る場合 梁主筋の下を通る場合

D13かつスラブ筋以上

D13かつスラブ筋以上

L2

(直線定着の場合は25d)

(直線定着の場合は25d)

L
2

L2

L2

L
2

L2

※

L2

B B

L3 L3

LbかつB/2

L3

余
長

8
d

Lx

Lx/4 Lx/4

L
x
/
4

L2かつB/2
L2かつB/2

L
2

L3

梁幅 B
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以
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4
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h
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余
長
8
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t
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L2h

L2h

L3 L3

100以下
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8dかつB/2

10d

L2

8
d

8
d

8
d

B

100以下

10dB

A A

B

B

A

［注］イ)　D2  ＜  （ D1+150 ） の場合は、D2 下端筋上アンカ－のみとする。
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5
0

50 B1

D
1

１

1
5
0
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5
0

D10-あばら筋ピッチ

D16

45

の鉄筋

の鉄筋

B

D
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+5
d

D
1

2
5
d

10-6　取り付く梁が小さい場合の補強方法

2

１

2

１

2

STP.D10-ロ-200@

梁横打ち増し

t2 = 180  かつ 1.2 t1  以上

L
2

L
2

H
L
2

D10-200@

D13-150@

t2
ａ

ａ7)

t2-D16

6)5) ＜1.5tかつH≦1.5tの場合 H ＞ 1.5t  の場合

L3
1.5t

t

45

同径同間隔
スラブ端部上端筋と

Lb

ａ
ａ

H

L2

L1

L
2

D13

D13-200@

D10-200@

H
L
2

2-D16

L
2

t2

t
1

8
d

La

2-D13

11-6  屋根スラブの補強

（約@100）程度に上端に補強筋を入れる。

出隅・入隅部分に補強する。

L=1,500
1500

1
5
0
0

1500

1
5
0
0

1500

1
5
0
0

1500

1
5
0
0

1500

1
5
0
0

1
5
0
0

サポート

サポート

サポート

D13以上

D13以上

D13以上

5-D13-100@ （定着L2）

（上端筋の下側に配筋）

11-7  出隅・入隅部の補強

L
2

L
2

ａ≦300 ａ≦300

D10-200@

D13ａ
L
2

の補強筋

D10-200@

L1

土間コンクリート

D10-200@

ａ D13

L
2

D10-200@

L1

土間コンクリートの補強

D13

L2

土間コンクリート
の補強筋

D13

L1

基礎梁の位置がスラブ上端と等しい場合

土間コンクリートの配筋

1) 建物内部の場合

2) 建物外部およびピット床の場合

t

45

t

11-9  土間コンクリートの配筋

D10-200@

犬走り等の場合

D10-200@
D13

L
2

400

L
2

1
5
0

15d15d

D13L1

1
5
0
以

上

D13

D10-200@

D10-200@

D10-200@

L1L1

D10-200@砕石

L
2

L1

砕石
D10-200@

捨コン

断熱材 防湿シ－ト

片持ち大梁(中間階)の定着・カットオフ筋長さ1)

10-4  片持ち大梁・片持ち小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

片持ち大梁

片持ち大梁(最上階)の定着・カットオフ筋長さ2)

片持ち大梁

片持ち小梁の定着・カットオフ筋長さ3)

片持ち小梁

片持ち梁の継手位置4)

先端小梁あばら筋と

25d

形筋形状

同径、同間隔の  形筋

8dかつ150かつB/2

先端小梁あばら筋と

同径、同間隔の  形筋

定着1.

幅の小さい梁への定着要領2.

(Lbが確保できない場合)

カットオフ筋長さ1.

継手位置2.

長
辺

方
向

短
辺

方
向

スラブが梁側面に付く場合1.

2. 片側スラブが梁より上がる場合

梁の両側のスラブが上がる場合3.

スラブ中間部に高低差のある場合4.

隣接スラブと同一レベルの場合1)

梁の中間にスラブが付く場合2)

逆スラブの場合3)

入隅部2.

1.

2.

3.

5.

4.

か
つ

凍
結

深
度

以
上

11-1  スラブ配筋一般事項

スラブ筋の内外関係は、一般に下図による。1.

スラブ配置により配筋順序を変更する場合は、監理者に確認する。

長　辺

短　辺

内

外

上端筋

100mm以下

D13以上かつスラブ筋の最大径

下端筋位置まで

折り下げる

折り下げる

下端筋位置まで

折り下げる

（2段筋は折り下げ不要）

（2段筋は折り下げ不要）

（2段筋は折り下げ不要）

3) t+70mm≦hの場合

h

t

7
0
以

上

h=打増し寸法とし、13-2に従って打増し補強を行う。

2t

誘発目地は隅角部補強を避けた位置とする。

下端筋

内

外

L
x
/
4

余
長

8
d

2-D13

2-D13

t2 > t1

tは特記なき限り150とする。

※

※それ以上の場合は特記による

D10-400@

D10-300@

盛土・埋戻し部は
充分に転圧すること

D10-200@

D10-200@

1)

[注]

1.

2.

1.

鉄筋量又は設計図による

鉄筋量又は設計図による

上端筋の1.33倍の

上端筋の1.33倍の

D13-100@

鉄筋量は下記又は

D10-100@

配力筋

上端筋

下端筋

1.

下図(1),(2)両方の補強を行う。

1)配力筋の補強 2)主筋の補強

詳細図による。

l2片持スラブ主筋方向の

l1片持スラブ主筋方向のLx

Lx/2+L1

L
y

L
y
/
2
+
L
1

L
y

Lx/2

Lx

L
y
/
2

出隅部（Lx≧Lyとする）

11-4  高低差のある場合のスラブ筋のおさまり

＜ 1.5 t  かつ  H ＞ 1.5 t  の場合 補強筋はスラブ筋と同径で1/2スラブ筋ピッチ以下

概ね2m～3m以内で上端、下端に誘発目地を設ける。

土間コンクリートにRC・CB造の間仕切壁が付く場合

ロ) 梁幅が広い場合は、直線L2定着として良い。

　LbかつB/2以上確保できない場合は(2)による。

1) h≧0かつスラブ筋下端筋が梁主筋の下を通る場合

800程度以下

100

h≧70の場合は、13-3倣い打増し補強を行う。
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8
d
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12 壁

柱

梁

柱 A部

L
2
h
か

つ

柱

・A部は,[6]による。

A部

・A部は,[6]による。

L
2
h
か

つ

帯筋またはあばら筋
壁筋

帯筋またはあばら筋

壁筋

シングル配筋の場合

縦補強筋

横筋間隔が同じ場合

縦補強筋

横筋間隔が異なる場合

ダブル配筋の場合

B部

縦補強筋

横筋間隔が同じ場合

壁交差部(B部)の縦補強筋配筋要領図

縦補強筋 縦補強筋

壁縦筋が外側の場合 壁縦筋が内側の場合

スラブ横補強筋

シングル配筋の場合

スラブ
横補強筋

ダブル配筋の場合

スラブ

横補強筋

スラブ横補強筋

シングル配筋の場合 ダブル配筋の場合

横筋間隔が異なる場合

※定着長さは

L2とする。

コ形補強筋が内側の場合 壁筋にフックを設けた場合

壁脚部

縦補強筋

B部

縦補強筋 縦補強筋

上スラブ※

基礎スラブ

上スラブ※

基礎スラブ

(土が接する面)

屋内

横 筋

屋内 (土が接する面)

L
2
か

つ

L
2
h
か

つ

屋内 (土が接する面)

L
2
h
か

つ

A部(11-1.5)

GL

L2かつ

梁上端筋直下まで

e
1

柱
幅

地下外壁

GL

12-1  壁と柱・梁とのおさまり

壁の第1横筋と縦筋は、柱面梁面から100mm以下かつ柱主筋、

壁筋の継手は、壁内とし、柱、梁内に設けない。

柱に定着する場合 梁へ定着する場合

柱に定着する場合 通し筋とする場合

梁に定着する場合

イ) 図中のP1、P2は、壁筋の間隔を示す。

12-2　壁と壁・スラブとのおさまり

1) 壁筋が帯筋、あばら筋から離れた位置となる場合は、90°フックの余長部分を

   8dかつ150以上、帯筋、あばら筋内に定着する。[a)図]

イ) 耐力壁の場合、コ形補強筋は壁筋と同径、同間隔とする。

ロ) L寸法は構造図による。構造図に記載のない場合は15dとする。

先端90°フックとする場合 先端を斜めに折り曲げる場合

コ形補強筋が外側の場合

[注]

ハ) 壁筋にフックを設けた壁で、壁厚が250mm以下の場合、開口部小口補強は

4.　壁端部・開口部小口補強

土に接する側の縦筋、横筋は原則として柱、梁主筋の外側を通す。

12-4  地下外壁

e1は壁外面と柱外面のずれ、e2は壁外面と梁外面のずれを示し、e1、e2寸法は

地下外壁の壁筋の継手は、地下外壁内とし、柱、梁に設けない。

構造図による。e1、e2が70mm以上の打増し部補強は、打ち増し補強要領による。

は、土が接する部分を示す。
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梁主筋位置

柱主筋位置

柱 柱

梁

梁

梁主筋位置

内側横筋は、

L2定着してもよい

内側縦筋は、
L2定着しても
よい

耐
力

壁

継手の好ましい位置

イ) 上スラブがない場合、または上スラブが置きスラブの場合の、

地下階が1層の場合

(地下階が多層の場合の地下1階) 地下階が多層の場合

D
/
2

A部(11-1.6)

内側横筋は、
L2定着してもよい

内側縦筋は、

L2定着してもよい

内側横筋は、

L2定着してもよい
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D

梁幅

e2

L
2

D

梁幅

e2 150

地下外壁厚

梁幅e2

地下外壁厚

箱入れをし、貫通孔用スリーブ内に鉄筋を貫通させてはならない。

貫通孔および取り付ける器具の位置は配筋前に型枠に墨だしまたは

スラブ筋がD16以上の場合、補強筋はスラブ筋と同径筋を使用する。

開口が円状の場合、開口直径 φ を W によみかえる。

工事監理者の指示により補強する。

開口の最大寸法が 1,000 を超える場合は、

以上とする [e)図]。

ただし、開口ピッチは原則として芯々で 3x（隣接する開口寸法の平均）

ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略してよい。

5.

4.

3.

2.

スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げる1.

L2WL2

上下各 D13

W

D13

上下各 D13

L2

W2

L

3x（W1+L ≧ ）／2

e)

W1 W2

D13

2-D13

L2 定着

c) 400≧ W

2-D13

短
辺

方
向

D13

L2L2 W
L2

L2

D13

W

L2

L2 定着

700 ≧ W ＞ 400

上下各

b)

上下各
2-D13

L2短
辺

方
向

D13

L2W
L2

上下各
2-D13

上下各

L2

L2

W

1,000 ≧ W ＞ 700

2-D13

a)

上下各 4-D13
上下各

11-10  スラブ開口補強（片持ちスラブに設ける場合の補強は、別途構造図による）

4-D132-D13
上下各上下各

1. 定着と継手

2. 帯筋、あばら筋内に配置する壁筋の定着方法

3.　柱主筋の外側を通る壁横筋の柱への定着方法

4.　梁主筋の外側を通る壁縦筋の梁への定着方法

6.　A部鉄筋折曲げ形状と寸法

3.　壁とスラブの接合部おさまり

補強筋は規定の壁配筋以外に入れる。

a）図

やむを得ず縦筋・横筋を切断した場合は、切断した鉄筋と同量以上の鉄筋を

開口隅角部は、壁配筋の外側に溶接金網 6φ-100x100 を壁配筋がシングルの場合は

溶接金網をひび割れ低減材の耐アルカリ性ガラス繊維ネット「ハイパーネット60」

ただし、開口ピッチは原則として芯々で 3x（隣接する開口寸法の平均）

シングル、ダブルの場合はダブル配置する。最小かぶり厚さは 30 とする。

開口最大寸法が 300 以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、

5
0
0

［注］

補強筋は壁リストによる。

周囲に入れ、L2 以上定着する。

開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略してよい。

開 口

c)

1,000

L
2

L
2

12-5

L2

開口補強

c）図

壁がダブル配筋

1
,
0
0
0

500

30

6 φ-100x100
溶接金網
※注

）／2L W13x（≧ +

L

W2

6 φ-100x100
溶接金網
※注

D

D+2L2

W1 W2

L
2

L2

L2

L2

L
2

L
2

L2

2.　柱との納まり

A部(11-1.6)

（各貫通共通）100以上確保

[d)図]

1/6以下の勾配で

鉄筋を曲げてもよい

d) 小開口で配筋を曲げる場合、ずらす場合

ずらしてもよい

(50mm以下)

1)

2)

1) 2)

1) 2)

1) 2) 通し筋とする場合

a) b)

1)

2)

1)

2)

3)

1)

壁頂部2)

1)

2)

3)

3. 梁との納まり

は、土が接する部分を示す。

4. 壁上部の納まり

5. 地下外壁と基礎梁の接合部納まり

6. 継手位置

縦 筋 縦 筋

1/6以下の勾配で

鉄筋を曲げてもよい

a) 小開口で配筋を曲げる場合、ずらす場合

ずらしてもよい

(50mm以下)

b)

ニ)

イ)

ロ)

ハ)

b）図

ホ)

▽
梁成中心線

150

L
2
h
か

つ
梁

成
中

心
線

を
超

え
る

斜め定着
でも良い

D13D13

【折り曲げ定着】 【重ね定着】【連続配筋】

壁厚 壁厚 壁厚

D13

5. 壁と梁が同面で梁に無補強フカシがある場合（柱・梁・壁が同面の場合）

開口間の距離

f) 小開口が連続する場合（上記  の離隔距離が確保できない場合）e

外接長方形

補強筋

補強筋
補強筋

スラブ配筋

イ) 外接する長方形を仮想開口寸法として、上記a～cの開口補強を行う。

ロ) スラブ配筋は可能な限り引き通す。その際、dに従って曲げ、ずらしても良い。

ハ) 開口のあきは100mm以上とし、間に上下1本以上のスラブ筋を配筋する。

梁主筋から設計間隔以内に配置する。

  　省略することができる。

    地下外壁定着要領は構造図による。

以上とする。

同等品に変更可能とする。

袖壁長さ ａ≦100 の場合は補強不要。

開口が柱・大梁に接している場合は、その部分の補強筋は不要。

2)

1)

開口間の距離

開口隅各部補強筋

a

8dかつ

D13

1. 補強筋の径 1.　一般事項 一般事項1.

30

ハ) 幅止め筋は、縦横ともD10-@1000程度とする。

ロ) 壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。

横補強筋は、D13以上かつ壁横筋最大径以上とする。

縦補強筋は、D13以上かつ壁縦筋最大径以上とする。

2. 壁端部と直交壁の接合部おさまり(L形・T形)

開口寸法が600x600程度の場合は、溶接金網不要。

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤

10S

R8 1
二日市小学校教室棟改築建築工事

A-3：

A-1：  -

  -

配筋標準図(7)
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バルコニー等手すり壁（外部）

D13

D10-150@タテ
D10-200@ヨコ
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下

L2

12-7  パラペット

180

1.

12-6　手すり壁

120

イ) 外部の場合は、    を使用する。

L2

160

D10-200@タテ
D10-200@ヨコ

［注］

160 70以下

100以下

階段手すり壁（内部）

120

2.

D13

イ) 誘発目地を概ね2m～3m以内に設け、弾性シーリングを施す。

A
部
(
1
2
-
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.
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)
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2
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A
部
(
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-
1
.
5
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L
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1.

打増し部補強帯筋

打増し部補強主筋

打増し部補強帯筋

打増し部補強主筋

※20d程度

打増し部
補強主筋

矢視図

打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

打増し部補強あばら筋

打増し部腹筋

打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

　-　 断面

打増し部補強主筋 打増し部補強あばら筋

打増し部補強主筋

立面

平面

1)梁側面を打増しする場合

3)梁上面を打増しする場合(スラブなし)

打増し部補強あばら筋

打増し部腹筋

4)梁下面を打増しする場合

(片側スラブ付) (両側スラブ付)

打増し部分

13-4  壁・スラブ

1.　壁の打増し部配筋要領図

D10-@200

※

打増し寸法　　　　　が70mm未満の場合は補強筋不要とする。

打増し寸法          が70mm以上の場合の打増し部補強要領は、以下図による。

柱、梁の打増し部に耐力壁が取り付く場合の打増し配筋要領は構造図による。

構造図に記載のない打増しを行う場合は事前に監理者と協議すること。

13-2　 柱

部は打増しコンクリートを示す。

梁、耐力壁およびスラブの鉄筋の定着長さは柱躯体内で確保し、無補強の

打増し部腹筋は梁と同径、同段数とする。

小梁、耐力壁およびスラブの鉄筋の定着長さは梁躯体内で確保し、

13-3　梁

打増し部補強あばら筋

※20d程度

20d程度

縦筋、横筋共D10-@200とし、壁内に20d程度定着させる。

a1 a1

a1 a1

a
2

a
2
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a

13 柱・梁・壁・スラブ打増し部配筋要領

1)　柱の打増し要領

ア

ア

A A 　-　 断面A A

打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

a1

a
2

打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

a1

a
2

2)梁側面および梁下面を打増しする場合

打増し部腹筋

打増し部補強あばら筋

打増し部腹筋

打増し部補強あばら筋

　-　 断面
(片側スラブ付)
B B 　-　 断面

(両側スラブ付)
B B

　-　 断面C C 　-　 断面D D

C

C

A B D

DBA

梁打増し部の補強主筋の定着

2.　スラブの打増し部配筋要領図

両方向共D10-@200とし、スラブ内に20d程度定着させる。

14 階　段

主筋方向(上端筋)

t

主 筋

踊場補強

符　号

L
2

t

L3 150

L1 L1

スラブ厚（t）

符　号 スラブ厚(t)

二辺固定階段

Lb D13

D10-200@

踊場3)

1-D13

3

25dL2

L2
L2

（上端筋の内側に配筋する。）
2-D13

は、ダブル配筋とする

L1D10

D10-300@
A

D10

D13

D10

50

D10-200@

t

D13

L3

L2
Lb

L1

主筋方向(下端筋) 配力筋方向3

 は、ダブル配筋とする

2
5
dL
2

25d

1

t

50
2

Lb

3

L2

D10-200@

主筋

定着

D10-200@
D13

主筋

2)

t

D13
50

25d

段部1)

スラブ厚（t）符　号 主筋

16 雑

ロ) ｔの寸法は、各スラブの厚さに同じ。

梁位置まで引き通す

D10-200@

FL

2-D16

4-D13

4-D13

D10-200@
D13

H
：

意
匠

図
参

照

D13-200@  L=2000
上端補強筋

D10-200@

4-D13
2-D13

ハ) コ－ナ－筋は、Ｄ１３かつスラブ筋と同径以上。

補強かんざし筋

1. 　梁に設ける機械吊上げフックは、下表により、種別は特記による。

A　　　種

補強腹筋

D22

H

D10-200@

3-D13

FL

吊下げ荷重　Ｗ（kN）

（スラブ厚 t=150～200以上）

フック筋

曲げ内法直径（mm）

補強かんざし筋

1
5
0

種　　別

D16

の場合はテーパーは不要とする。

400x400

W

D10-200@

D13

※ W , H は意匠図参照。

各 4-D13

D16

※スラブ厚 t=200以上

D16

L
1

100

B　　　種

補強腹筋

C　　　種

L

イ)（　）は、耐圧スラブ配筋リストの配筋に同じとする。

60ﾟ t

t

t

（　　）

かま場配筋
L2

（　）

L2L2

［注］

L2

イ) 既製品を使用の場合は、監理者と協議すること。

せん断補強B 部 分A 部 分

2.　偏心距離（e）が 上表を超える恐れのある場合の補強は、

1.　群杭の場合の偏心距離（e）は、群杭心からの距離とする

補強なし

3.　耐震壁付（EW）の部分は、基礎梁に対する補強は原則として不要。

1000 ≦偏心＜ e 補強なし 補強なし

L
A部分

（－e　の場合、補強筋は左右逆配筋とする）

L2

B部分
L

e

L2

施工誤差による杭の偏心に対する基礎梁鉄筋補強

柱芯

1.

2.

3.

4.

1.

a

a,a1,a2

a,a1,a2

1.

2.

3.

21

A位　　置A

A

A

A

A

15 基礎梁の杭基礎、杭芯ずれに伴う補強要領

偏心距離

16-1

1. 片持階段

2.

3.

機械吊上げ用フック16-2

設備基礎16-4

配管立上り（ハト小屋）16-5

※既製品を使用の場合は、監理者と協議すること。

16-3

イ) 既製品を使用の場合は、監理者と協議すること。

打増し部は定着長さに算定しない。

無補強の打増し部は定着長さに算定しない。

[a1、a2] 打増し部補強主筋

[a1、a2] ＜ 70

70 ≦ [a1、a2] ＜ 200

200 ≦ [a1、a2]

補強なし

D16@300程度

柱主筋２サイズダウンかつ

D19以上を@300程度

・補強帯筋は柱帯筋と同径・同間隔とし、材質はSD295とする。

・特記がある場合は、上記によらず特記に従う。

[a1,a2] 側面打増し補強主筋

[a1,a2] ＜ 70

70 ≦ [a1,2] ＜ 200

200 ≦ [a1,a2]

補強なし

D16

梁主筋２サイズダウン

かつD19以上を@250程度

・補強あばら筋は梁あばら筋と同径・同間隔とし、材質はSD295とする。

・特記がある場合は、上記によらず特記に従う。

上下打増し補強主筋

補強なし

D16@250程度

梁主筋２サイズダウン

かつD19以上を@250程度

5)梁打増し補強筋

2)　柱の打増し補強筋

打増し部分

    監理者と協議すること。

[連続基礎] [独立基礎]

D13

H

3-D13
D13

主筋 8-D19
帯筋 D10-   -100@

ア

ア SEC.

13-1　 一般事項

15-1

イ) スラブが取付く場合は,[11-4]を参照。

（a1、a2がそれぞれ70mm≦a1、a2≦200mmの場合）

 EVフック：20kN以下　（スラブに設置の場合）

配筋詳細図によるRK1 220

RK2 150 D13@200

構造設計一級建築士証交付番号第10202号
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ａ

250程度

25 or 30

250程度

2
5
0
程

度

（柱）

（壁）

>30

2
5
0
程

度

25

5
0

2
5

25

2
5

2
5

2
5
0
程

度

2
5

2
5
0
程

度

100以下 100以下

袖壁100以下は無視、100～300は
上下の梁にスリットを入れる

L L

18 埋設配管要領

鉛直方向貫通可

（一般壁）（一般壁）

壁がシングル配筋でも、t＜100 の場合は開口部として開口補強を行う。

壁がシングル配筋

シングル配筋

配管

［注］

ダブル配筋

配管 コンセント
ボックス

補強を行う。

壁がダブル配筋

t≧100 同じ要領で

開口補強と

t≧100

鉛直方向に貫通する配管等は設けない、配管不可

外壁及び耐震壁には、原則として配管は設けない。

短区間（1m以内）を除き、横走り配管をしてはならない。

やむを得ず配管する場合は、PF（28）以下の配管とし、

地下外壁の配管は、接地用配管及び防犯用配管を除き、原則として設けない。

一般壁（耐震壁以外）の配管の中心間隔は、壁縦筋間隔以上とする。

蛇行配管は、行なわない。

耐震スリット部を貫通する配管は行なわない。

縦筋に添わせない。（案内筋を設けて配管する）

4)

6)

7)

6.　配管納まり図

5)

壁に配管する場合

2)

3)

1)

5
0
0

配管は、梁主筋の内側に通し、主筋とのあきを確保する。

配管は、梁主筋と直角に通す(横走りの禁止）

配管相互の中心間隔は、あばら筋間隔以上とする。

スイッチボックス等

乾式仕上または

横断配管を避ける範囲 OKNG

材軸方向の躯体内に配管等は設けない

500

柱

配管

梁に配管する場合

配管不可

配管可配管不可

柱を横断貫通する配管等は設けない、配管不可

主筋

HOOP

帯筋

（最小かぶり厚さ）

（かぶり厚さ）40

30

拡 大 図

［注］

打増し厚さ

材軸方向（鉛直方向）は

躯体内に配管等は設けない

配管不可

打増し部
乾式仕上または打増し部

柱位置に配管を設ける場合は、

スイッチボックス等

コンクリートの打ち増し部に

乾式工法の仕上または

配管可

5
0
0

NG:柱を横断する配管

[
梁
]

500500

スラブ内に1mを超えて配管できない範囲

柱に配管する場合

打増し部分

梁に横断配管できない範囲

NG:柱の鉛直方向の埋設配管

1,
00
0以

内

OK:コンクリート増打ち部

の鉛直方向配管

5
0
0

[梁] 500 500

5
0
0

NG:梁面から

スラブに1mを

1,000

5
0
0

[梁]

[
梁
]

柱梁仕口部まわりの配管納まり図

NG:柱面から500以内の梁横断

OK

４） 　　は所定の開口補強筋を入れる。

［注］

8.

［注］

２） 　　印の部分の縦筋は、規定の壁筋と同径・同ピッチかつ@150以下で配筋する。

１） 隣接する開口あきａが300以下の場合はひとつの開口として扱う。

３） 　　印の部分は、規定の配筋を行う。

１） 開口ピッチが芯々で 3x（隣接する開口寸法の平均）以下の場合は開口郡を

３） 開口間に所定の壁筋の配筋が可能な場合は配筋する。

２） Lo,ho　寸法を開口寸法とし、補強筋は壁リストによる。

角開口の場合

7. 円開口の場合

L2

L
2

h
o

※埋設配管は、設備工事であるが建築が主体となり管理する。17 耐震スリット

（梁）

垂直スリット   25mm

垂直スリット   25mm

A

A

垂
直

ス
リ

ッ
ト

垂
直

ス
リ

ッ
ト

A

A

3）架構外の壁との垂直スリットの設置

※
F

A

B

垂
直

ス
リ

ッ
ト

※FB

垂直スリット   30mm

水平スリット垂
直

ス
リ

ッ
ト

※
F

A

垂
直

ス
リ

ッ
ト

B

耐火材

※図面特記

※F

水平スリット

B

垂
直

ス
リ

ッ
ト

垂直スリット   30mm

※
F H

B

垂
直

ス
リ

ッ
ト

耐火材

垂直スリットを設けて直交壁と切り離す。

架構内の壁に直交壁が取り付く場合は、

直交壁

振れ止め筋

垂直スリット  30mmを超：図示

耐火材

B

耐火材

（梁）

2. スリット部の耐火材の有無は、防火区画図による。

1）垂直スリット

3. ※F：振れ止め筋は、防錆（亜鉛メッキ仕様）とする。D13-400@とする。

（柱）

b）

2）水平スリット

（外部）

振れ止め筋 

（壁）

（打継ぎ目地と同レベルの場合）
振れ止め筋

a）

（壁） ※F

（外部）

（打継ぎ目地が異なるレベルの場合）
振れ止め筋

※F（壁）

4.  耐震スリット部の施工完了記録（検査、写真等）を残すこと。

※
h

※h=1.5m以上のときは振れ止め筋設置

19 梁の貫通孔補強

一般事項19-1

在来工法とする場合は、

・[孔の径]：孔の径は梁せいの1/3以下とし、孔が円形で無い場合は外接円とする。

L

φ1,2:貫通径（外径）D／3≧φ

L≧( φ1 + φ2 ) ×3／2

19-2　貫通孔位置

貫通孔範囲

h

Dφ
h

φ2φ1

D

補強を要する貫通孔は、既製品（評価品）による貫通孔補強を標準とする。

孔の径が梁せいの1/10以下かつ150mm未満の場合は、梁端部（柱面から梁せいの

（柱）

の範囲に貫通孔を設ける場合

イ) 補強は原則既製品とし、条件は製品の仕様による。

ハ) 原則ヒンジが形成されない位置とする。

NG  貫通孔を設けることはできない。

[孔の径]・[柱からの距離]・[直交する梁側面からの距離]等は、既製品の仕様に

20 梁・スラブ・壁のスリーブ個数一覧

※下記個数は、設計個数であり設備工事からの実施数量ではない。
1.　梁スリーブ個数リスト

階 φ φ φ φ φ φ φ 計

計

2.　スラブスリーブ個数リスト

階 φ φ φ φ φ φ φ 計

計

3.　壁スリーブ個数リスト

階 φ φ φ φ φ φ φ 計

計

1.

3.

4.

5.

Lo

1.

2.

よる。[直交する梁側面からの距離]が仕様にないときは、在来工法と同様とする。

3.

4. 既製品の評価外となる場合は、構造設計者と協議のうえ決定すること。

在来工法とする場合は、監理者と協議すること。

h≧φかつ175程度 ：梁筋が１段の場合

h≧φかつ250程度 ：梁筋が２段の場合

≧D

D

D

D

5.

100～300程度

耐震壁の設備小開口の取り扱い8)

2025年版建築物の構造関係技術基準解説書、黄色本P340より

開口周比ro及びLo/Lの値が0.05以下となる開口部を応力の小さい箇所に

分散して設けることは可能とする。

位置及び大きさについては、構造設計者の承諾を得ること。

超える配管

500以内の

埋設する。

打増し部

配管ピッチは500mm以上とする。

     ひとつの開口として扱う。

     その場合鉄筋は折り曲げてもよい。

ロ) 既製品評価外の場合は、在来工法による補強とし、監理者と協議する。

※
h

※
h

※h=1.5m以上のときは振れ止め筋設置

※F
※F

範囲）を除き、補強を省略することができる。

ただし、孔間隔L≧（φ1+φ2）×3/2を必ず確保すること。

・[柱からの距離]：孔の中心位置は、柱の面から原則として1D（Dは梁せい）以上

　離す。

・[直交する梁側面からの距離]：直交する梁（小梁）の側面から孔の中心位置の

　限度は、500mm程度とする。

　ただし、直行する梁主筋と梁貫通補強筋が干渉しないことが確認された場合は、

　監理者と協議のうえこの限りではない。

貫通孔補強筋（既製品・在来工法）は、補強計算を行い補強計画書（図・6.

500

21 設備関係

煙突その他これらに類するものにあっては、建設省告示第1389 号により、

風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

法第20 条第１項第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、

有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等

伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、

配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障の

レ□

レ

レ

レ

レ

□

□

□

□

令第129 条の２の３の事項

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く）は、

石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

した鉄筋コンクリート造又は厚さが25 cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上と

コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90 cm以下とすること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋

支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、

建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、

・ 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、

建築設備の構造安全性

レ

レ

レ

□

□

□

□

□

※ 設計が該当する場合には、□にチェックを記入する。

安全上支障のない構造とすること。満水時の質量が15Kｇを超える給湯設備に

給湯設備※は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対してレ□

ついては、地震に対して安全上支障のない構造として、平成12年建設省告示

第1388号第5に規定する構造方法にによること。「給湯設備※」建築物に設ける

電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを

   以下の構造方法による。

建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

以下の構造方法による。

ない構造とすること。

除いたもの

絶縁材 絶縁材

絶縁材
絶縁材

4）出窓等のスリット

（柱）

水平部材も柱際にスリット水平部材も柱際にスリット
を入れる。

シャフト内の設備貫通等で開口ピッチの芯々が

1-D13 かつ切断した鉄筋量以上を配筋する。

床スラブ上部に埋め込みの場合も同要領とする。

［注］

L2L2

当該配筋ピッチ間に、所定のスラブ筋とは別にD10 を上端に一本づつ入れる。

ただし、所定のスラブ筋が@100 以内の場合は不要とする。

スラブ埋め込みピッチが、配管径D の３倍（3D）確保できない場合は、

ボックス

［注］

3D以下の場合

4)

3)

2)

1)

250 程度

500以上 D10

250 程度

配管相互の中心間隔は70mm以上とし、3本を超えて平行配管してはならない。

ただし、相互の間隔が300mm以上の場合はこの限りではない。

梁面より500mm以内の範囲に、1mを超える配管は設けない。

蛇行配管は、行なわない。

配管どうしの交差は、鉄筋交差部では行なわない。

スラブに配管する場合

5) 屋根スラブには、原則として配管等の埋設は行わない。

2.

管径はスラブ厚さの1/4 以下とし、

3x（隣接する開口寸法の平均）以上とれない場合は、

耐震スリットを貫通する配管等は設けない、配管不可

    L:径の中心離隔

（基礎梁）

（梁）

500φ以上の大径は、なるべく
梁の中央付近に設ける。

スリーブ個数リスト20-1

イ)

ロ)

ハ)

水平スリット

耐震スリット（完全スリット）詳細図 17-1 柱・梁及び壁、スラブに埋設される配管の標準図18-1

浅型コンセント（深さ45 程度）の場合 35mm 以上

仕上げなしの場合は、上記寸法+10mm とする。

深型コンセント（深さ55 程度）の場合 45mm 以上

1. スリット部は、十分な水密性能を持つ材とする。

人
通
口

計算書）を作製し、監理者の承諾を得た後、適宜審査機関への報告を行うこと。
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配筋標準図(9)
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事業・工事名

筑紫野市立二日市小学校校舎増改築事業設計管理業務
ボーリングNo.

シートNo. 

ボーリング名 調査位置  北緯 

発注機関 調査期間  東経 

調査業者名

No.8 福岡県筑紫野市二日市西2丁目2-1  33ﾟ29'39.1"

令和7年2月12日～令和7年2月13日

株式会社東建ジオテック
TEL 092-781-7961

130ﾟ30'57.6"

主任技師
現　場
代理人

コ　ア
鑑定者

ボーリン
グ責任者斎藤　豊 栗川　明 栗川　明 永崎　健太

孔口標高 角

度

方

向

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試錐機 YBM-05 半自動落下
ハンマ－
落下用具

総掘進長 エンジン ポンプヤンマーNFAD-8K YBM-GP5

H=
 35.45m

 21.18m

上

下

18Oﾟ

9Oﾟ

Oﾟ

北

西 東

南

Oﾟ

27Oﾟ 9Oﾟ

18Oﾟ

水平 Oﾟ

鉛
直

9Oﾟ
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標

尺

(m)
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(m)

層
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度

(m)

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

孔

内

水

位

／

測

定

月

日

(m)

標準貫入試験

深

度

(m)

0

10
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20

20

30

～ ～ ～

10cmごとの

打撃回数

打
撃
回
数
／
貫
入
量

(cm)

Ｎ　値

原位置試験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試料採取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(
)

掘

進

月

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

  34.25 1.20  1.20 淡茶埋土(礫混じり砂)

  31.65 2.60  3.80 茶褐礫混じり砂

  30.95 0.70  4.50 暗灰砂質シルト

  29.85 1.10  5.60 暗灰シルト質砂

  25.65 4.20  9.80 淡青灰礫混じり砂

  23.95 1.70 11.50 淡褐強風化花崗岩

  20.95 3.00 14.50 淡褐風化花崗岩

  19.85 1.10 15.60 淡褐強風化花崗岩

暗褐

  14.27 5.58 21.18 淡褐風化花崗岩

 1.65
15
 30

 5  5  5
15 1.95

 2.15
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 5  5  5
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 30
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10.45
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35 

11.45
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17 19 21
57 
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 30

15 17 21
53 

14.45

15.15
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 30

10 11 14
35 
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16.15
60
 28

27 30  3
  8 64.3

16.43

17.15 60
 17

30 30
  7 105.9

17.32

18.15 60
 13

44 16
  3 138.5

18.28

19.15 60
 15

39 21
  5 120 

19.30

20.15 60
  9

60
  9 200 

20.24

21.10
60
  8

60
  8 225 

21.18

中位

中位

中位

硬い

礫混じり砂を主体とする埋土
。
礫はφ2～5mm程度。砂は細砂
主体、粒径は均一。
含水量は少ない。

深度1.5m付近まではシルト混
じり砂状を呈する。
深度2m付近まではシルト分を
多く混入する。

礫はφ2～10mmを主体とし、最
大でφ20mm程度。
砂は細砂～中砂を主体とする
。

含水量は少ない。

細砂を多く混入不均質。粘着
性は弱い。

細砂～中砂を主体とする。

含水量は少ない～中位。

礫はφ2～20mmを主体とし、最
大でφ30mm程度。

砂は細砂～粗砂と粒径は不均
一。

全体にシルト分を含む。

含水量が多い。

花崗岩の強風化部。

風化が進行しており、所々粘
土化している。
試料は固結土状で採取され、
指圧で砕ける。

花崗岩の風化部。

試料は礫混じり砂状～固結土
状で採取される。

固結片は指圧で砕けて、礫混
じり砂状となる。

花崗岩の強風化部。
風化が進行しており、試料は
礫混じり砂状で採取される。

花崗岩の風化部。

試料は礫混じり砂状～固結土
状で採取される。

固結片は指圧で砕けて、礫混
じり砂状となる。

 4.15

 4.45
P8-1 - 粒度

 5.15

 5.45
P8-2 - 粒度

4.10 孔内水平載荷試験

 3.70
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調　 査　 名

事業・工事名

筑紫野市立二日市小学校校舎増改築事業設計管理業務
ボーリングNo.

シートNo. 

ボーリング名 調査位置  北緯 

発注機関 調査期間  東経 

調査業者名

No.9 福岡県筑紫野市二日市西2丁目2-1  33ﾟ29'39.1"

令和7年2月17日～令和7年2月19日

株式会社東建ジオテック
TEL 092-781-7961

130ﾟ30'58.4"

主任技師
現　場
代理人

コ　ア
鑑定者

ボーリン
グ責任者斎藤　豊 栗川　明 栗川　明 永崎　健太

孔口標高 角

度

方

向

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試錐機 YBM-05 半自動落下
ハンマ－
落下用具

総掘進長 エンジン ポンプヤンマーNFAD-8K YBM-GP5
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試 験 名

および結果

試料採取
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度
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採

取

方

法

室
内
試
験
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日
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  34.15 1.10  1.10 淡茶埋土(礫混じり砂)

  33.25 0.90  2.00 茶灰砂混じりシルト

  32.45 0.80  2.80 暗灰礫混じり砂

  31.35 1.10  3.90 暗灰砂混じりシルト

  30.75 0.60  4.50 暗灰砂

  27.55 3.20  7.70 淡青灰礫混じり砂

褐灰

暗緑灰

  22.25 5.30 13.00 褐灰強風化花崗岩

  17.02 5.23 18.23 褐灰風化花崗岩
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17.15 60
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34 26
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17.33

18.15
60
  8

60
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18.23

中位

緩い

中位

密な

中位

中位

礫混じり砂を主体とする埋土
。
礫はφ2～5mm程度。
含水量は少ない。

少量の細砂や腐植物を混入す
るが、概ね均質。
粘着性は中位。

礫はφ2～5mm程度。細砂を主
体とする。含水量は少ない。

少量の細砂や腐植物を混入す
るが、概ね均質。
粘着性は中位。

細砂～中砂主体。ごく少量の
細礫混入。含水量は少ない。

礫はφ2～10mmを主体とし、最
大でφ20mm程度。

砂は細砂～粗砂と粒径は不均
一。

全体にシルト分を含む。

含水量は中位。

花崗岩の強風化部。

風化が進行しており、所々粘
土化している。

試料は礫混じり砂状～固結土
状で採取される。

固結片は指圧で砕けて、礫混
じり砂状となる。

花崗岩の風化部。

試料は礫混じり砂状～固結土
状で採取される。

固結片は指圧で砕けて、礫混
じり砂状となる。
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P9-1 - 粒度
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P9-2 - 粒度
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ボーリング柱状図(3)
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杭伏図 1:150

2.      は杭芯を示す。

杭リスト

本 数
符　号

1

4

3

3

合計 44

プレボーリング拡大根固め工法      (大臣認定工法:TACP-0404,0405同等以上)工 法

備考

下 杭

長　さ

長期杭支持力
(kN/本)長　さ

5.0m

5.0m

長　さ

7.0m

7.0m

7.0m

杭　種

上 杭

杭　種
杭全長

P610

P710

P616

P716

P816

P620

P720

P820

10.0m

20.0m

20.0m

20.0m

16.0m

16.0m

16.0m

10.0m

5.0m

5.0m

5.0m

5.0m

5.0m

5.0m

- -

5.0m

5.0m

11.0m

8.0m

11.0m

8.0m

11.0m

8.0m

- -

- -

- -

- -

2650

2650

2650

3550

3550

3550

4450

4450

中 杭

備考

ボーリング調査位置を示す。

特記なき限り下記による

径
P○○○

杭長

PHC(105N) A種 700φ

PHC(105N) A種 700φ

PHC(105N) A種 700φ

PHC(105N) A種 800φ

PHC(105N) A種 700φ

PHC(105N) A種 800φ

PHC(105N) A種 800φ

3.特記なき杭頭位置はGL-1850とする。その他は右記とする。

PHC(105N) B種 600φ PHC(105N) B種 600φ

PHC(105N) B種 600φ

PHC(105N) B種 600φ

5.上記以上の杭芯位置の変更については監督職員と協議すること。

6.杭継手は無溶接継手（引張非対応型）とし、認定取得工法とする。

7.試験杭長=本杭長±0とする。（本試験杭は本杭の施工前に行うこと）

4.杭心ずれの許容値は100mm以下、杭レベルの許容値は±50以内とする。

8

9

7

9

●：GL-1900

SC(105N,SKK490)t=9.0 600φ

SC(105N,SKK490)t=9.0 600φ

SC(105N,SKK490)t=9.0 600φ

 1.GL(H35.48)=1FL-600とする。

SC(105N,SKK490)t=9.0 700φ

SC(105N,SKK490)t=9.0 700φ

SC(105N,SKK490)t=9.0 700φ

SC(105N,SKK490)t=9.0 800φ

SC(105N,SKK490)t=9.0 800φ

試験杭

試験杭

渡り廊下(1)既存杭（300φ)

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤

試験杭

渡り廊下(2)棟新設杭（216φ)
別途工事
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特記なき限り下記による

 1.伏図は見下げとする。

 4.        はピット範囲を示し、捨てコンクリートt=80、砕石t=60とする。

 6.        は埋め戻し範囲を示す。

 7.        は梁の下端増打を示す。

 3.一般基礎下端は設計GL-2100とする。その他は右記とする。

   ピット天端レベルは意匠図による。

 5.基礎芯=柱芯とする。

●：GL-2150

 2.設計GL(H=35.48)=1FL-600とする。

 8.スラブ(FS1)天端レベルはGL-1800とする。

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤

FS1
スラブ天端
GL-1200

渡り廊下(1)既存躯体

釜場

排水溝

排水溝

FS1
スラブ天端

GL-1200

渡り廊下(2)
別途工事

釜場釜場

釜場
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特記なき限り下記による

 1.伏図は見下げとする。

 3.構造スリット位置は、軸組図参照とし、雑壁スリット要領は標準図による。

 2.特記無きRC壁は外壁W16とする。

        は垂壁を示す。 9.        は腰壁、

12.　　　　はスラブ短辺主筋方向を示す。

 :1FL-115、  :1FL-215、 :1FL-170、

 :1FL-1250、  :水勾配による

 5.特記なきスラブ天端は1FL-40とし、1FL-15まで増打とする。その他は下記とする。

 7.特記なき梁天端は1FL-190とし、その他は下記とする。また、スラブ天端まで増打とする。

11.スラブ符号はS1とする。

 :1FL-40、

 6.        内は、1FLからのスラブ天端レベルを示す。

13.        範囲は増打を示す。

 4.設計GL(H=35.48)=1FL-600とする。

10.        範囲は土間コンクリートt=150示し、仕様はS-07による。レベルは意匠図による。

 8.        は水勾配、スラブ傾斜を示す。

14.      ：マンホール及び床下点検口を示す。

   ●：1FL-265、▲：1FL-450、■：1FL-1070、◆：1FL-320、○：1FL-365

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤
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特記なき限り下記による

 3.構造スリット位置は、軸組図参照とし、雑壁スリット要領は標準図による。

 1.伏図は見下げとする。

 2.特記無きRC壁は外壁W16とする。

 5.        内は、2FLからのスラブ天端レベルを示す。

        は垂壁を示す。 8.        は腰壁、

10.スラブ符号はS1とする。

11.　　　　はスラブ短辺主筋方向を示す。

 4.特記なきスラブ天端は2FL-40とし、2FL-15まで増打とする。その他は下記とする。

 6.特記なき梁天端は2FL-40とし、その他は下記とする。

 9.        範囲は増打を示す。

 :2FL-40、  :2FL-110

   ●：2FL-70、▲：2FL-110

 7.        は水勾配、スラブ傾斜を示す。

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤
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3階伏図

特記なき限り下記による

 3.構造スリット位置は、軸組図参照とし、雑壁スリット要領は標準図による。

 1.伏図は見下げとする。

 2.特記無きRC壁は外壁W16とする。

 5.        内は、3FLからのスラブ天端レベルを示す。

        は垂壁を示す。 8.        は腰壁、

 9.        範囲は増打を示す。

 :3FL-40

11.　　　　はスラブ短辺主筋方向を示す。

 4.特記なきスラブ天端は3FL-40とし、3FL-15まで増打とする。その他は下記とする。

 :3FL-110

 6.特記なき梁天端は3FL-40とし、その他は右記とする。 ▲：3FL-110

10.スラブ符号はS1とする。

 7.        は水勾配、スラブ傾斜を示す。

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤
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R階伏図

RFL(水下)+3950伏図

特記なき限り下記による

 1.伏図は見下げとする。

 2.特記無きRC壁は外壁W16とする。

 3.特記なきスラブ天端は水勾配による。

 4.        内は、RFL（水下）からのスラブ天端レベルを示す。

        は垂壁を示す。 8.        は腰壁、

特記なき限り下記による

 1.伏図は見下げとする。

 2.特記無きRC壁は外壁W16とする。

 3.特記なきスラブ天端は水勾配による。

 4.        内は、RFL（水下）からのスラブ天端レベルを示す。

 :RFL(水下)+885

        は垂壁を示す。

 5.特記なき梁天端はスラブ勾配による。

 8.        は腰壁、

 9.        範囲は増打を示す。

 6.(   )内数値はRFL（水下）からの大梁天端レベルを示す。

 6.特記なき梁天端はスラブ勾配による。ただし、水下梁天端はスラブ天端-50とする。

10.スラブ符号はS1とする。

 9.スラブ符号はS1とする。

 7.        は水勾配、スラブ傾斜を示す。

 7.        は水勾配、スラブ傾斜を示す。

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤
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特記なき限り下記による

1.外壁はW16とする。

3.梁符号は、上階と同符号とする。

4.梁の下がりは、下記による。

6.       範囲は増打ちを示す。2.柱符号は下階と同符号とする。

5.        は構造スリット(完全)位置を示す。

  1FL-190、2FL～3FL-40、RFL-15

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤
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Y3通り軸組図

Y4通り軸組図

特記なき限り下記による

1.外壁はW16とする。

3.梁符号は、上階と同符号とする。

4.梁の下がりは、下記による。

6.       範囲は増打ちを示す。2.柱符号は下階と同符号とする。

5.        は構造スリット(完全)位置を示す。

  1FL-190、2FL～3FL-40、RFL-15

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤
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1:150X2通り軸組図 1:150X3通り軸組図

X4通り軸組図 X6通り軸組図X5通り軸組図

特記なき限り下記による

1.外壁はW16とする。

3.梁符号は、上階と同符号とする。

4.梁の下がりは、下記による。

6.       範囲は増打ちを示す。2.柱符号は下階と同符号とする。

5.        は構造スリット(完全)位置を示す。

  1FL-190、2FL～3FL-40、RFL-15

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤
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1:150X10通り軸組図 1:150X11通り軸組図

特記なき限り下記による

1.外壁はW16とする。

3.梁符号は、上階と同符号とする。

4.梁の下がりは、下記による。

6.       範囲は増打ちを示す。2.柱符号は下階と同符号とする。

5.        は構造スリット(完全)位置を示す。

  1FL-190、2FL～3FL-40、RFL-15

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤
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 2-D10  2-D10 2-D10  4-D10

-D10@200 -D13@200-D13@200 -D13@200

符　　　　号

杭頭部断面

杭頭補強筋

800

16-D29 16-D29 18-D29

600 700

P816,820P610,616,620 P710,716,720

杭径

断　面

B×D

上端筋

下端筋

あばら筋

腹　筋

備　考

6/4-D25

4-D13 6-D13

500x1800650x1400

5/4-D25

600x1800

5/4-D25

 -D13@150

6-D13

6/4-D257/6-D25

符　号

位　置

断　面

上端筋

下端筋

腹　筋

備　考

B×D

STP

 -D13@200

4/3-D25

※腹筋は柱内にL2定着すること

650x1800

7/5-D25

6/4-D25

 -D13@150

6-D13

7/5-D25

 -D13@100

4-D13

8/6-D25

800x1200 750x1800

8/6-D25

7/5-D25

 -D13@150

6-D13 6-D13
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 -D13@100
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600x2100
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5/4-D25

500x2200 700x2100

7/5-D25

6/4-D25

 -D13@150

600x2200

 -D13@200 -D13@100

500x1950

基礎リスト　

  ・その他

特記なき限り
杭頭補強リスト1:40 1:40

2.杭の水平誤差が100mmを超えた場合、下記のいずれかとし、設計者の確認を得る。

基礎梁リスト　
特記なき限り 1.土に接する梁の地業は、捨てコン厚50、砕石厚60とする。（ピット部は捨てコン厚80とする）

1:40

基礎小梁リスト　
特記なき限り

3.付着長さは標準図による。

1:40
1.土に接する梁の地業は、捨てコン厚50、砕石厚60とする。

基礎梁主筋　配筋要領図

Y方向梁X方向梁

Ｘ

Ｙ

  ・100mmを超えた分だけ、基礎を水平移動する。

  ・100mmを超えた分だけ、基礎寸法を大きくする。

1.土に接する柱は、厚 10 以上の打増しとする。

3.ピットに接する基礎の捨てコン厚は80とする。

2.巾止め筋・2段筋受はD10@1,000とする｡

2.巾止め筋・2段筋受はD10@1,000とする｡

杭芯

杭芯

はかま筋
D13@300

側面はかま筋
D13@300
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杭芯

側面はかま筋
D13@300
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側面はかま筋
D13@300

杭芯

杭芯

はかま筋
D13@300

溶接長140以上（共通）

有効のど厚6.3mm（共通）

中詰めコンクリート
(フーチングと同強度)

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤
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　ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＮ　ＢＹ

福岡

B×D

上端筋

下端筋

腹　筋

備　考

B×D

上端筋

下端筋

腹　筋

備　考

3F

2F

あばら筋

あばら筋

2F

主筋

HOOP

仕口HOOP

24 - D22 22 - D22 24 - D22

8

6

7

6

6 6

8

主筋

HOOP

仕口HOOP

1F

24 - D22 24 - D22 26 - D22

8

6

8 6 7

8

3F

主筋

HOOP

仕口HOOP

20 - D22 18 - D22 20 - D22 22 - D22

7

5

6

5

6

6

6

7

符　号

仕口HOOP

符　号

主筋

HOOP

仕口HOOP

20 - D22

1F 9

8

9

9

32 - D22

9

9

32 - D22

9

9

32 - D22

6

8

24 - D22

6

8

24 - D22

8

符　号

位　置

B×D

上端筋

下端筋

腹　筋

備　考

RF

あばら筋

符　号

位　置

B×D

上端筋

下端筋

腹　筋

備　考

あばら筋

2F

7

26 - D22

6

7

8

24 - D22

22 - D22

中　央 端　部 中　央 中　央

G2 G3

X1　端 X2　端 X10　端 X11　端

G1 (  )内はG2Tを示す (  )内はG3Tを示す

端　部 中　央

G2A(  )内はG2ATを示す

中　央 端　部 中　央X1　端 X2　端

G1T G2T

中　央X10　端 X11　端

G3T

端　部 中　央

G2AT

階数

符号
G1 G2

G2A
G2AT

G3

(  )内はG1Tを示すC1A C2 C3 C3A C4C1

C3B

400x900 400x900 500x900 400x900

4/2-D25 4-D25 4/2-D25 4/2-D25 4-D25 5/3-D25 5-D25 4/2-D25 4-D25 4/2-D25

 -D13@150  -D13@150  -D13@100  -D13@150

4-D10 4-D10

400x900 400x900 600x900 400x900

4-D25 4-D25 4/1-D25 4/1-D25 4-D25 6/5-D25 6-D25 4/1-D25 4-D25 4-D25

6-D25

 -D13@200  -D13@200

4-D10 4-D10 4-D10

3-D253-D25 3-D25 3-D25 3-D25 3-D253-D25 3-D25

4-D25 4-D254-D25 4-D254-D25 4-D255-D254-D25 5-D254-D25

6/3-D25

 -D13@200 (□-D13@100)

(□-D13@100)

4-D10(6-D22柱内にL2定着) 4-D10(6-D16柱内にL2定着)

(□-D13@100) (□-D13@100)

(6-D22柱内にL2定着)

(□-D13@100)

(6-D22柱内にL2定着)

(□-D13@100)

(6-D22柱内にL2定着)

 -D13@150

4-D10 4-D10

4-D10(6-D22柱内にL2定着)

(6-D22柱内にL2定着)

5/4-D25 5-D25

5-D25 5-D25

 -K13@150

4-D10 4-D10

500x900500x900500x900 500x900

5/2-D25 5/3-D255-D25

5-D255-D25 5-D25

5/3-D25 5-D25

5-D25

5/3-D25 5-D25

5-D255-D25

5/2-D25

5-D25 5-D25

 -D13@150  -D13@150

400x900 400x900

4-D25 4-D25

4-D254-D25 4-D25

 -D13@100

6-D22

 -D13@100

6-D22柱内にL2定着 柱内にL2定着

400x900

4-D25

4-D25

 -D13@100

5/4-D25 5-D25

5-D25 5-D25

500x900

6-D22 柱内にL2定着6-D22 柱内にL2定着

4/2-D25

4-D25 4-D25

4/2-D254/2-D25 4/2-D25 4/2-D25

4-D25 4-D25

3

2

-

-

-

R 2500

- -

-

-

2500

-

-

-

 -K13@150

 -K13@100

 - D13@100  - D13@100  - D13@100  - D13@100  - D13@100  - D13@100

 - D13@90  - D13@90  - D13@90  - D13@90  - D13@90  - D13@90

 - D13@100  - D13@100  - D13@100  - D13@100  - D13@100

 - D13@90  - D13@90  - D13@90  - D13@90  - D13@90  - D13@90

 - D13@100  - D13@100  - D13@100  - D13@100  - D13@100  - D13@100

 - D13@90  - D13@90  - D13@90  - D13@90  - D13@90  - D13@90

 - D13@90  - D13@90  - D13@90  - D13@90  - D13@90  - D13@90

 - D13@90

 - K13@100

 - K13@100

柱リスト
特記なき限り

大梁リスト
特記なき限り 1.一般フープ筋は溶接閉鎖型筋とする。（スパイラル筋も使用可とする。）

1:40 1:40
2.付着長さは標準図による。2.仕口部フープは溶接閉鎖型とする。

3.K表示は、高強度せん断補強筋（KW785同等品）を示す。

Ｘ

Ｙ

4.    は、寄筋を示す。

大梁主筋　配筋要領図

Ｘ

Ｙ

X方向梁 Y方向梁
Ld Ld

特記なき場合カットオフ長さ（Ld）は配筋標準図による。

Lo

大梁カットオフ筋定着長

< カットオフ長さ（Ld）>

1.巾止め筋・2段筋受はD10@1,000とする｡

3.仕口部範囲は配筋標準図(4) 8-2による。

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤

400
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400
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0

400
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0
0

400

9
0
0
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9
0
0

600

9
0
0

400
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0
0

400

9
0
0

900 900 900 900

9
0
0

9
0
0

9
0
0

9
0
0

900 900 900 900

9
0
0

9
0
0

9
0
0

9
0
0

28

900 900 900 900

9
0
0

9
0
0

9
0
0

9
0
0

900

9
0
0

900

9
0
0

900

9
0
0

900

9
0
0

900

9
0
0

900

9
0
0

900

9
0
0

500

9
0
0

500

9
0
0

500

9
0
0

500

9
0
0

400

9
0
0

400

9
0
0

400

9
0
0

500

9
0
0
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柱・大梁リスト(1)

A-3：

A-1：1:40

1:80
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Yn

Xn

Xn
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福岡

符　号

位　置

B×D

上端筋

下端筋

腹　筋

備　考

B×D

上端筋

下端筋

腹　筋

備　考

B×D

上端筋

下端筋

腹　筋

備　考

RF

3F

2F

あばら筋

あばら筋

あばら筋

中　央 端　部 中　央 端　部 中　央 中　央

G4 G5 G5A G6

X1　端 X2　端 X10　端 X11　端

階数

符号
G4 G5 G5A G6

400x900 400x900 500x900 400x900

4/3-D25 4-D25 4/3-D25 4/3-D25 4-D25 5/3-D25 5-D25 4/3-D25 4-D25 4/3-D25

 -D13@100  -D13@100  -D13@100  -D13@150

4-D10 4-D10 4-D10 4-D10

400x900 400x900 500x900 400x900

4/1-D25 4-D25 4/1-D25 4/1-D25 4-D25 5/3-D25 5-D25 4/1-D25 4-D25 4/1-D25

 -D13@200  -D13@100  -D13@100  -D13@200

4-D10 4-D10 4-D10 4-D10

400x900 400x900 600x900 400x900

4-D25 4-D25 4/1-D25 4/1-D25 4-D25 6/5-D25 6-D25 4/1-D25 4-D25 4-D25

6-D25

 -D13@200  -D13@200  -D13@100  -D13@200

4-D10 4-D10 4-D10 4-D10

4-D25 4-D25

4-D25 4-D25

3-D25 3-D25

4-D25

4-D25 4-D25

3-D25 3-D25

4-D25 4-D25

3-D25 3-D25

5-D25

4-D25 5-D25

3-D25

4-D25 5-D25

4-D25 5-D25

3-D25

4/1-D254/1-D25

6/4-D25

- - - -

3 -

2

-

- - - -

--

2300 2300

R

2400 2500

4/1-D254-D25

特記なき限り

大梁主筋　配筋要領図

Ｘ

Ｙ

X方向梁 Y方向梁

1:40
2.付着長さは標準図による。

大梁リスト(2)

大梁カットオフ筋定着長

Ld Ld

特記なき場合カットオフ長さ（Ld）は配筋標準図による。

Lo

大梁カットオフ筋定着長

Ld Ld

特記なき場合カットオフ長さ（Ld）は配筋標準図による。

Lo

< カットオフ長さ（Ld）>

1.巾止め筋・2段筋受はD10@1,000とする｡

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤

400

9
0
0

400

9
0
0

400

9
0
0

400

9
0
0

400

9
0
0

400

9
0
0

500

9
0
0

500

9
0
0

600

9
0
0

400
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400
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0
0

400

9
0
0
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A-3：

A-1：1:40
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大梁リスト(2)
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Yn

Xn

Xn
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福岡

符　号

位　置

B×D

上端筋

下端筋

腹　筋

備　考

B×D

上端筋

下端筋

腹　筋

備　考

B×D

上端筋

下端筋

腹　筋

備　考

RF

3F

2F

あばら筋

あばら筋

あばら筋

中　央 全断面 中　央

G11 G12 G13

Y1　端 Y3　端 中　央

G14

全断面 中　央

G15 G16

階数

符号
G11 G13 G14 G16

Y4　端 Y4　端Y2　端 Y2　端 Y3　端Y1　端

500x900 500x800 500x900

5/4-D25 5-D25 5/3-D25 5/3-D25 5/3-D25 5-D25 5/4-D25

5/1-D25

500x900 500x700 500x900

5/3-D25 5-D25 5/3-D25 5/3-D25 5/3-D25 5-D25 5/3-D25

5-D25

400x900 500x900

4/2-D25 4-D25 4/2-D25 4/2-D25 5/2-D25 5-D25 5/2-D25

4-D25 5-D25 5/1-D25 5-D25

 -D13@100  -D13@100

5/1-D25 5/1-D25

5-D25 5-D25

4-D25

5/1-D25 5/1-D25

5-D25 5-D25

4-D25

5/1-D25 5/1-D25

5-D25 5-D25

4-D25

400x900

 -K13@100

 -K13@100

 -K13@100

6-D19

6-D19

6-D19 6-D19

 -K13@100

4-D16

4-D16

 -K13@100

6-D19

 -K13@100

6-D19

 -K13@100

6-D19

5-D25

5-D25

5-D25

5/1-D25

5/1-D25

5-D25

500x800

5/3-D25 5-D25

5/1-D25

2-D10

500x700

5/3-D25 5-D25

5-D25

2-D10

5/3-D25 6-D25

5-D25 6/1-D25

2-D10

5-D25

5/1-D25

 -K13@150

 -D13@150

500x900

- - -

5/4-D25

5/3-D25

5-D25

5/1-D25

5-D25

5/4-D25

5/3-D25

5/3-D25

5-D25

5/1-D25

5-D25

5/4-D25

5/3-D25

6-D25

5-D25

5/1-D25

5/4-D25

5/3-D25

6-D25

5-D25

5/1-D25

 -K13@100

5/2-D25 6/4-D25 6/3-D25

3 -

2

-

- - - -

--

2300 2300 2300 2300

R 2200

500x900

4-D10

500x900

4-D10

500x900

4-D10

 -K13@150

 -K13@150

 -K13@150

500x900

4-D10

500x900

4-D10

600x900

4-D10

 -K13@150

 -K13@100

 -K13@150

※腹筋は柱内にL2定着すること ※腹筋は柱内にL2定着すること
※腹筋は柱内に
L2定着すること

※腹筋は柱内にL2定着すること ※腹筋は柱内にL2定着すること
※腹筋は柱内に
L2定着すること

※腹筋は柱内にL2定着すること ※腹筋は柱内にL2定着すること
※腹筋は柱内に
L2定着すること

特記なき限り
1:40

2.付着長さは標準図による。

3.K表示は、高強度せん断補強筋（KW785同等品）を示す。

大梁リスト(3)

大梁主筋　配筋要領図

Ｘ

Ｙ

X方向梁 Y方向梁

大梁カットオフ筋定着長

Ld Ld

特記なき場合カットオフ長さ（Ld）は配筋標準図による。

Lo

大梁カットオフ筋定着長

Ld Ld

特記なき場合カットオフ長さ（Ld）は配筋標準図による。

Lo

< カットオフ長さ（Ld）>

1.巾止め筋・2段筋受はD10@1,000とする｡

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤

500
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0
0
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500
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9
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9
0
0

9
0
0
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0
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600500
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0
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0
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9
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0
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0
0
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A-1：1:40
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大梁リスト(3)
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Y4 Y3

3FL

2FL

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＆ ＯＦＦＩＣＥ　ＢＲＡＮＣＨ 　ＡＰＰＲ．ＢＹ 　ＣＨＫＤ．ＢＹ 　ＤＲＡＷＩＮＧ　ＴＩＴＬＥ 　ＳＣＡＬＥ 　ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ．

　ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＮ　ＢＹ

福岡

 3-D19

 3-D19

5/4-D22

 5-D22 5/1-D22

6/5-D22

 6-D22

 6-D22

 6-D22

 4-D22

 4/2-D22 4/3-D22

 4-D22  6-D25  6-D25

6/3-D25  6/5-D25

 4-D22

 4-D22  4-D22

 4/3-D22 6/5-D22

6-D22

5-D22

 4-D22

 4-D22

 4-D22

 4/3-D22

 4-D22

 4-D22 4/3-D22

 4/3-D22

 4-D13

2-D10

2-D13

1-D13
水平スリット

 -D13@100

D10@1000 D10@1000

-

D10@1000 D10@1000 D10@1000 D10@1000

1x1-D13 1x1-D13 1x1-D13 1x1-D13

1x1-D13 2x1-D19

2x1-D19 2x1-D16

2x1-D16

2x1-D13

2x1-D13

2x1-D13

2x1-D13

2x1-D13

2x1-D13

1x1-D13

1x2-D13

プラット
フォーム

階段
プラット
フォーム

車路

EVピット

出隅部配筋は
詳細図による

D16@200 (ダブル) D13@200 (ダブル)

D10@200 (シングル)

D10@200 (シングル)

D10@200 (シングル)

D10@200 (シングル) D10@200 (ダブル)

D10@200 (ダブル)

D10@200 (ダブル)

D13@200 (ダブル) D13@200 (ダブル)

D10@200

D13@200

D13@200D13@200

D13@200

D10@200

D10@200D10@200

D10,D13@200

D19@150 (ダブル)

D13@150

D10@150

D13@200

D13@200 D13@200

D13@200 D13@200

D13@200 D13@200

D13@200 D13@200

D10@200

D10@200D10@200

D10,D13@200

D10@150

D10@150D10@150

D10,D13@150

D10@200

D10@200

D10@200D10@200

D10@200

D13@150

D10@150

D16@200

D13@200 D13@200

D13@200 D13@200

D19@150 D19@150

D19@150 D19@150

150

150

180

250

200

150

150

200

350

CS1

CS1

C
S
1

CS1

C
S
1

CS1

S2

S3

S4

S11

S12

S1

S5

CS1

CS2

FS1

FS2

全断面

300 x 600

B1

端　部 中　央端　部 中　央端　部 中　央

B4

450 x 700

端　部 中　央端　部 中　央端　部 中　央

400 x 800 550 x 900

B7B6

400 x 600

B2

全断面

B5

全断面

B3A

全断面

B5A

400 x 700 500 x 850 500 x 850

端　部 中　央

400 x 700

B3

端　部 中　央

B8

400 x 1000

2Gn

3Gn

RK

W12

KW22

W16

W16

W16

W16 W
1
6

W16 W16

KW22 FW18W12 W15 W16 W16A

W
1
6

W16

Cn

Cn

 2-D10  2-D10 2-D10 2-D10  4-D10  4-D10 2-D10  2-D10 2-D10 2-D10  4-D10

-D10@200 -D13@200-D13@200-D13@200 -D13@200-D13@200 -D13@150-D13@200 -D13@200 -D13@200-D13@200 -D13@200

符号

位置

断面

B x D

上端筋

下端筋

STP

腹筋

備考

小梁リスト　
特記なき限り

1:40
2.付着長さは標準図による。

1-D16

D10@300

D16@200

1-D10

D10@300

1-D16

D16@200

1-D10

D19@150

D19@150
D19@150

D19@150

A-A断面図

4-D13

鉛直スリット

2-D13

水平スリット

4-D19

D10@200

配力筋の補強 主筋の補強

上端筋D13@100
下端筋D10@100

上端筋D16@100
下端筋D13@100
※柱・梁コア内に
　L2定着すること

出隅部配筋詳細図 1:100

RK配筋詳細図 1:40 Y1通り柱増打及び壁配筋詳細図 1:40 屋上設備基礎鉄骨取付詳細図 1:30

開　口
補強筋

符　号

縦　筋

斜め筋

断 面

横　筋

縦　筋

横　筋

巾止め筋

Ｘ

Ｙ

Ｘ

Ｙ
Ｚ

壁リスト　
特記なき限り 1.水平断面を示す。

スラブリスト　
特記なき限り

スラブ厚符　号
長辺方向（配力筋方向）短辺方向（主筋方向）

周辺部中央部端　部周辺部中央部端　部
位　置

下端筋

上端筋

1.コンクリート金こて仕上の場合、打増し厚は意匠図による。

2.土に接するスラブ下は打増し10とし、地業は、捨てコン厚50、砕石敷厚60とする。また、断熱材、防湿シートは意匠図による。

3.フラットデッキ捨て型枠を使用してもよい。(2FL以上の内部（階段室を除く）

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

1:40

塔屋　壁端部補強筋要領図

4-D13

3.端部補強筋は、開口補強筋と同鉄筋とする。

※塔屋のみ適用する。

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

備　考
鉄筋組込デッキ
スラブ対応符号

DS1

DS2

上端筋

下端筋

上端筋根元　210

先端　180

下端筋先端　150

根元　200

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

1.巾止め筋・2段筋受はD10@1,000とする｡

2.FW,KW符号配筋は、縦配筋を横配筋の外側とする。他符号の壁筋の配筋順序は問わない。 ただし、パラペット及びハト小屋壁配筋は配筋標準図による。

H-200x100x5.5x8

B.PL-16x280x280
A.Bt 4-M16(L=400/SS400)
ダブルナット
フック付

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤

Y1

Xn

Xn

X11X1

Y1

X11X1
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Ａ
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0
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2
0
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0

450 1460
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0
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0
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0
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0
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280

220 180120 150 160 160
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小梁・壁・スラブリスト

A-3：

A-1：1:150

1:300

二日市小学校教室棟改築建築工事



ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＆ ＯＦＦＩＣＥ　ＢＲＡＮＣＨ 　ＡＰＰＲ．ＢＹ 　ＣＨＫＤ．ＢＹ 　ＤＲＡＷＩＮＧ　ＴＩＴＬＥ 　ＳＣＡＬＥ 　ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ．

　ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＮ　ＢＹ

福岡

（鉄筋トラス付捨て型枠床版工法） 標準納まり図＜ＲＣ造＞鉄筋組込デッキ 設計標準仕様書

構造設計一級建築士証交付番号第10202号

1級建築士第333064号　品川　勤

ニューフェローデッキ使用部分スラブリスト

デッキ主筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

デッキ
符号

タイプ

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

位置

下端筋

上端筋

増打ち厚

スラブ厚 現　場　配　筋

追加補強主筋

Ｌｘ／４＋１５ｄ

端 部
１５ｄ＋Ｌｘ／２＋１５ｄ

中央部

短　辺　方　向

連結筋・定着筋

下端筋

上端筋

長　辺　方　向

端　部 中央部
備　考

※１

『Ｌｘ／４＋１５ｄ』 『１５ｄ＋（Ｌｙ－Ｌｘ／２）
＋１５ｄ』

ＤＳ１ ＥＢ８０-１１０
Ｄ１３ ＠２００

Ｄ１３ ＠２００

１５０ Ｄ１３ ＠２００

-----

-----

-----

-----

-----

Ｄ１０ ＠２００

-----

Ｄ１０ ＠２００

-----
１５０８０

３０

４０

ＤＳ２ Ｂ８０-１１０
１５０

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０ Ｄ１３ ＠１５０

----- -----

-----

-----

-----

-----

Ｄ１０ ＠２００

-----

Ｄ１０ ＠２００
１５０８０

４０

３０

下端筋

上端筋

15～40

15～40

32S

R8 1

１．工法の概要

コンクリートを打設することにより、コンクリート硬化後ニューフェローデッキの上端主筋および下端主筋とコンクリートが一体となるスラブである。

２．形状と材質

吊材 鉄線
ＪＩＳ Ｇ ３５３２ ＳＷＭ-Ｂ

ＪＩＳ Ｇ ３１１２ ＳＤ２９５
上・下端主筋 Ｄ１０､Ｄ１３又はＤ１６

波板 溶融亜鉛メッキ鋼板（捨型枠）

ラチス材 鉄線
ＪＩＳ Ｇ ３５３２ ＳＷＭ-Ｂ

鉄板の長さ６００～7,０００mm迄製造可能

６
０

０

ＪＩＳ Ｇ ３５３２ ＳＷＭ-Ｂ
ラチス 鉄線

ＪＩＳ Ｇ ３１１２ ＳＤ２９５
上・下端主筋 Ｄ１０､Ｄ１３又はＤ１６

鉄板の長さ６００～7,０００mm迄製造可能

６
０

０

波板 溶融亜鉛メッキ鋼板（捨型枠）

ＪＩＳ Ｇ ３５３２ ＳＷＭ-Ｂ
吊材 鉄線

３．断面図

４．標準納まり図

上端主筋

下端主筋

ラチス材 

吊材＠１７０ 

波板波板

下端主筋

上端主筋 ラチス材

吊材＠１７０

ＲＣ造のとき

Ｈ
ｂ ｂ

Ｈ

ｂ
Ｈ

１０
１０

１０ ２０

３０ ２０

５０

２０

端部材（クランク）

吊材＠１７０
ラチス材

横桟木

釘止め

１５０７５

６００

１５０ １５０ ２００７５ １００

６００

２００ １００

プロトタイプ 鉄筋＠１５０ エコタイプ 鉄筋＠２００

波板

下端主筋

＠１７０端部材（Ｌ型）

上端主筋

４０

中心線を超えて定着

L
2

主筋方向納まり図（ＲＣ造）

波板

下端主筋

Ｌ１ Ｌ１

上端連結筋上端配力筋

ラチス材
吊材

上端主筋
上端定着筋

Ｌ１

吊材

波板

下端主筋

配力筋方向納まり図（ＲＣ造）

上端定着筋

上端主筋

ラチス材 上端配力筋

プロトタイプ：７０以下

調整版

エコタイプ：９５以下

主筋方向納まり図（ＰＣａ造）

波板

下端主筋

Ｌ２

上端定着筋

Ｌ１

上端主筋

ラチス材
吊材

Ｌ１

上端配力筋

Ｌ１

上端連結筋

Ａ部

※デッキ載せ掛け部はノロ漏れ防止のためコンクリート天端を平滑に仕上げてください。
※Ａ部詳細図〈参考〉はノロ漏れ防止を配慮し載せ掛けを２０mmとしています。
　実際の納まりにつきましては事前打ち合わせをお願いします。

配力筋方向納まり図（ＰＣａ造）

上端主筋

吊材

ラチス材

波板

下端主筋

Ｌ２

上端定着筋

調整版

上端配力筋

プロトタイプ：７０以下
エコタイプ：９５以下

主筋方向端部納まり詳細図

Ａ部詳細図＜参考＞

主筋方向端部納まり詳細図

端部材（Ｌ型）

つなぎ材

点溶接２０２０

４０

上端連結筋

端部材（Ｌ型）

点溶接

Ｌ１

Ｌｂ

Ｌ２（フック）

８
ｄ

以
上

Ｌ１Ｌ２

定着筋 定着筋 定着筋

Ｌ１

（ａ）通常の場合 （ｂ）梁幅が広い場合 （ｃ）梁幅が狭い場合

Ｌ１

Ｌ１

２ｔ以上

H≦ｔ

ｔ

仮設サポート

Ｌ１

仮設サポート

ｔ＜H≦２ｔ

２ｔ以上 Ｌ１

ｔＬ
２

Ｌ
２

Ｌ１Ｌ１

ｔ＜段差（Ｈ）≦２ｔ段差（Ｈ）≦ｔ

主筋方向段差納まり図＜参考＞

ｔ以上

ｔ

H≦ｔ

Ｌ１

３０

Ｈ以上

ｔ

ｔ＜H≦２ｔ

Ｌ１

Ｌ１

ｔ＜段差（Ｈ）≦２ｔ段差（Ｈ）≦ｔ

配力筋方向段差納まり図＜参考＞

Ｌ２　（外周部）定着筋の側面図

上端配力筋

Ｌ１ Ｌ２（定着）

Ｌ２（定着）

上端定着筋

異方向部分納まり図（ＲＣ造） 異方向部分納まり図（ＰＣａ造）

上端配力筋

Ｌ１ Ｌ２（定着）

Ｌ２（定着）

上端定着筋

仮設サポート 仮設サポート

５．施工手順及び留意事項

・荷揚げは、現場クレーンに応じ、専用の治具等を用いて４点吊りにて

・搬入は、当該現場の工区、工程に応じて作成された荷姿図および合番
（１）搬入・荷揚げ・仮置

　事前に対応策を設けること。
　設備・配管工事の為、コン打以前に切断の必要がある場合は
　材の切断はしないこと。
・トラス筋は施工時の支保工の役目を持つ構造材である為、部

・継手長さはＬ１、定着長さはＬ２とする。

（５）上端配力筋の施工（鉄筋工事）

（３）梁鉄筋の施工（鉄筋工事）

（４）梁上の上端連結（定着）筋の施工（鉄筋工事）

・継手長さはＬ１、定着長さはＬ２とする。

・開口部は、大きさにより定められた補強筋を配筋すること。
・仮設時有効スパンを超える場合は、必ず適切な位置に仮設サ
　ポートを設けること。

（６）留意事項

　図と、積荷を照合し、施工計画に従って行う。

　行うものとする。専用の治具には、トラックから地面に荷下ろしする
　ものと、躯体（上部）に荷揚げするものがある。その際波板、吊材等
　ニューフェローデッキの部材を変形、破損させないよう注意する。
・仮置きする場合は、端部材のかかり代を確認するとともに、風散養生
　を十分に行い、ニューフェローデッキ梱包および副資材の落下を防止
　する。

・敷込みは、割付け計画に従ってあらかじめ墨出しを行い、所定の位置
　に不陸を生じないように注意して敷込む。

・ＲＣ造・ＳＲＣ造の型枠には、桟木へ釘を使用し固定する。
　ＰＣａ造の場合は、ＰＣａ梁のあばら筋に掛けたつなぎ筋を
　ニューフェローデッキの端部材に溶接にて固定する。
　固定位置は、ＲＣ造、ＳＲＣ造、ＰＣａ造の幅方向については
　１枚（６００ｍｍ幅）に対し片側１ヶ所以上とする。

（２）敷込み・加工・固定
２０

ＰＣ造のとき

(端部材のせ掛け寸法）

(波板かかり代寸法）(波板先端からの端部材出寸法）

・加工は、柱廻りの切り欠き加工を行い、端部材を切断した場合には、
　所定の位置に新たに端部材をアーク溶接にて取付け直す。

（※２）構造躯体には増打ちは含まれない。

梁内寸法(※１）

（※１）仮設時・本設時許容スパンは、ＲＣ造・ＰＣａ造共に梁内～内間とする。

５ (波板のみ込み寸法）

（H：トラス高さ）
（ｂ：かぶり厚さ）

（※３）ＰＣａ造・置きスラブ工法（ＲＣ造）の波板ののみ込みは、コンクリートの

　　　　ノロ洩れ低減を考慮し、２０ｍｍの確保を推奨する。

・各構造のデッキののみ込み、かかり代は以下の表に示す。

　　　　２０ｍｍを確保するための手段については施工者と協議の上、決定する。

　　　　（施工例：梁増打、デッキ受けアングル取付、桟木取付等）

（日本建築総合試験所：ＧＢＲＣ性能証明　第22-12号 改１）

本工法特性：下端定着筋及び下端配力筋を設けない工法として日本建築総合試験所建築技術性能証明を取得。

あき重ね継ぎ手長さ

Ｌ２

Ｌ２

※1 長辺方向上端の配力筋については「通し配筋」を基本とする。

端部と中央部で鉄筋径・ピッチが異なる場合は『』内の配筋とする。

構造躯体（※２）
への波板のみ込み

ＲＣ造

性能証明基準
割付図標準設定

ＰＣａ造
ＳＲＣ造 置スラブ（ＲＣ造）

１０ｍｍ以下 １０ｍｍ以下
５ｍｍ ５ｍｍ（２０ｍｍ※３）

施工安全上の
端部材かかり代

３０ｍｍ以上
４０ｍｍ納まり図参照

性能証明基準
割付図標準設定

ニューフェローデッキ開口補強要領

補強を行わない開口 連続する開口の補強

（補強筋のかぶりを確保出来ない場合）

（補強筋のかぶりを確保出来る場合）開口幅・スリーブが小さく、主筋・配力筋共に鉄筋の切断が無く
かぶりを確保出来る場合は補強しない。
但し、吊り材は溶接部を含め、切断しないこと。
吊り材を切断する場合は支保工を設置するなど、
仮設計画を確実に行い、開口の形状に応じた補強を行うこと。

開口を包絡した大きさによって、

（補助筋）

（補強筋）
Ｌ２

Ｌ２
（補助筋）

Ｌ２
（補強筋）

Ｌ２

（
補

助
筋

）

（
補

強
筋

）

Ｌ
２

（
補

助
筋

）

（
補

強
筋

）

Ｌ
２Ｌ
２

Ｌ
２

１－Ｄ１０
上端補助筋

１－Ｄ１０
上端補助筋

主筋側補強筋

開口部の施工

止むを得ずコンクリートの硬化前に切断する場合は、
開口部を箱抜きし、コンクリートの硬化後に行う。
従って、トラスの切断は開口の大きさに関わらず、
ニューフェローデッキは仮設時にも構造材として機能している。

開口周辺を支保工等により補強し、切断及びコンクリートの
打設を行うこととする。

大開口の補強

鉄筋種類

ＳＤ２９５

コンクリートの

設計基準強度

重ね継手長さ 定着長さ

Ｌ１ Ｌｂ

１８

２４～３６

３９～６０

４５ｄ直線又は３５ｄフック付き

４０ｄ直線又は３０ｄフック付き

３５ｄ直線又は２５ｄフック付き

３０ｄ直線又は２０ｄフック付き

ニューフェローデッキの連結筋・定着筋の定着及び重ね継手長さ

Ｌ２

４０ｄ

３５ｄ

３０ｄ

２５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

２１

開口幅

開口長さ

※ただし、軽量コンクリートの場合は表の長さ＋５ｄとする。

本物件の設計図書（構造標準図、仕様書等）が上表と異なる場合は本物件の仕様を優先する。
※（注）本表は、「建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ５ 鉄筋コンクリート工事（２０１８年版）」に準拠したものであり

一般的な開口補強（開口幅≦７００）

配力筋側補強筋
切断した鉄筋と
同径・同量

上端補助筋
２－Ｄ１０

上端補助筋
２－Ｄ１０

主筋側補強筋
切断した鉄筋と同径・同量

開口幅（補強筋）
Ｌ２ Ｌ２

（補強筋）

Ｌ２
（補助筋） （補助筋）

Ｌ２

開
口

長
さ

（
補

強
筋

）
Ｌ

２

Ｌ
２

（
補

助
筋

）
（

補
助

筋
）

Ｌ
２

（
補

強
筋

）
Ｌ

２

開口幅７００以下の開口に準じて補強を行う。

上端補助筋
２－Ｄ１０

（
補

助
筋

）

（
補

強
筋

）
Ｌ

２

Ｌ
２

（
補

強
筋

）
Ｌ

２

Ｌ
２

（
補

助
筋

）

（補助筋）
Ｌ２

（補強筋）
Ｌ２

（補助筋）

Ｌ２
（補強筋）

Ｌ２

※開口幅≦４５０ｍｍの場合の上端補助筋は１－Ｄ１０とする。

開口長さ

開口幅

トラス方向

トラス直交方向

（主筋側）

（配力筋側）

［上筋下筋とも］

［上筋のみ］

配力筋側補強筋
切断した鉄筋と
同径・同量

上端補助筋
２－Ｄ１０

主筋側補強筋
切断した鉄筋と同径・同量

［上筋下筋とも］

配力筋側補強筋
切断した鉄筋と
同径・同量

切断した鉄筋と同径・同量

［上筋のみ］

［上筋のみ］

［上筋下筋とも］

プロトタイプ＠150

エコタイプ　＠200

30以上 30以上

デッキ主筋

開口幅

例）開口断面

デッキ主筋

開口

開口

トラス筋

配力筋

かぶり

かぶり

か
ぶ

り

か
ぶ

り

トラス方向

トラス直交方向

（主筋側）

（配力筋側）

トラス方向

トラス直交方向

（主筋側）

（配力筋側）

Ｄ１３以下の径の鉄筋を使用すること。

施工時の作業性や開口部周辺のトラスの損傷防止を考慮して

開口幅７００を超える場合は、開口の位置・大きさにより

実状に応じた設計を行う。

各辺からの片持ちスラブ・３辺固定スラブとするなど、

但し、トラス直交方向下端に配筋する場合は、

※開口幅≦４５０ｍｍの場合の上端補助筋は１－Ｄ１０とする。

トラス方向

トラス直交方向

（主筋側）

（配力筋側）

２０
１０

５０

３０

１０２０１０

５

端部材
（クランク）

釘止め

上端連結筋

つなぎ材
つなぎ材(フック付)デッキ１枚
に対し片側につき１カ所以上

本構造は、上端主筋と下端主筋の両者をつなぐラチス材および吊材、波板で構成するニューフェローデッキに、必要な現場施工部材を設置し

A-3：

A-1：  -

  -

鉄筋組込デッキ設計標準仕様書

（参考図）

あき重ね継ぎ手

※1

ＬＡ：０．２Ｌ１かつ１５０ｍｍ以下
（鉄筋のあき）

　　エコタイプ最低Ｌ１かつ５００ｍｍ以上とする。
　　プロトタイプ最低Ｌ１かつ３７５ｍｍ以上、
※１あき重ね継ぎ手長さは、
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 梁貫通孔補強材

 ◎適用範囲

 ◎補強算定式

Qsu1=α
0.053pt  （18+Fc）

0.23

(M/Qd+0.12

H
D ) bj

　MAXリンブレンK型補強有孔梁のせん断終局強度式（修正広沢式）

ＢＣＪ評定－ＲＣ０１８４－０７

柱 柱主筋 主筋柱 柱

図1　貫通孔の適用開孔位置

　1、一般事項

　　　　「建築工事標準仕様書・同解説（JASS５）」2022年改定、「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」2021年改定、「鉄骨鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」

　　　　2005年改定、日本建築センター「建築物の構造関係技術基準解説書」2020年版、公共建築協会「建築構造設計基準」令和3年版及び、「公共建築工事標準仕様書」

　2、適用範囲

　　1）適用対応梁の構造

　　　・梁の構造種別　　：　鉄筋コンクリート造及び、鉄骨鉄筋コンクリート造

　　　・コンクリートの設計基準強度（Fc）

　　　　　a）　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　18≦Fc≦60N/mm2　　　　　b）　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　21≦Fc≦100N/mm2

　　　　　　　　ただし、コンクリートの設計基準強度が60N/mm2を超えた場合は、建築基準法第37条第二号の大臣認定を取得している高強度コンクリートとする。

　　　・鉄筋

　　　　　a）　主筋    　  JIS・G 3112　「鉄筋コンクリート用棒鋼」及び、建築基準法第37条第二号の大臣認定を取得している 590・685N/mm2級鋼の高強度鉄筋

　　　　　　　　　　　　　　ただし、主筋に丸鋼及びインデントの鉄筋は用いないこととする。

　　　　　b）　あばら筋  　JIS・G 3112　「鉄筋コンクリート用棒鋼」及び、建築基準法第37条第二号の大臣認定を取得している 685・785・1275N/mm2級鋼の高強度鉄筋

　　　　　　　　　　　　　　ただし、開孔上下部補強筋に丸鋼及びインデントの鉄筋は用いないこととする。

　　2）開孔径及び、開孔位置

　　　・開孔径（H）　：　H≦D／3　　ただし、Hは外径とし　H≦750（mm）

　　　・柱際から開孔中心までの距離（B）：　B≧D　（mm）

　　　　　ただし、あばら筋に普通鉄筋を使用した梁端の曲げ降伏型ではない基礎梁で、18≦Fc≦51N/mmであり、

　　　・梁上下端からのへりあき距離（Hc）　：　開孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とする。

　　　　　ただし、梁上下端からのへりあき距離については、MAXリンブレンK型があばら筋の内側に納まる距離を確保する。

　　3）補強量の範囲

　　　・MAXリンブレンK型の補強筋比（pr）

　　　　　　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　pr≦1.0　（％）

　　　　　　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　pr≦1.2　（％）

　　　　　　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　ps≦1.2　（％）

　　　　　　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　ps≦1.0　（％）

　　　・有効補強範囲内のせん断補強筋比（Σpwo＝pr+ps）

　　　　　　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　0.2≦Σpwo≦1.8　（％）

　　　　　　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　0.2≦Σpwo≦2.2　（％）

　　　・開孔の水平方向中心間距離（A）　：　A≧３H （隣り合う開孔径の平均値の3倍以上）

　　　・有効補強範囲内のあばら筋比（ps）

　　1）本仕様書は、MAXリンブレンK型の標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本仕様書に優先して適用する。

　　2）本仕様書に定めなき事項は、日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」2018年版、「鉄骨鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」2014年改定、

図2　有効補強範囲

柱

図3　（C）が梁内に確保できない開孔位置とした場合

　　α：低減係数　α＝1.00　　pt：引張鉄筋比　　Fc：コンクリートの設計基準強度（N/mm2）　　M/Qd：せん断スパン比で、3以上のときは3とする。　　H：開孔径(mm)　

 ◎施工管理要領
　　1、施工に先立ち、設計図書又は、配筋図に基づき有孔梁の補強計算を行ない、補強筋量及び開孔位置を確認する。次にMAXリンブレンK型の枚数及び、必要あばら筋組数を確認する。

　　2、MAXリンブレンK型には製品の型式が記載されたラベルが取付けてあるので、 適当な製品であるか又、変形や傷がないか、スペーサー部にキャップが付いているか必ず確認する。

　　　　キャップは使用鉄筋径別に色分けし、適用開孔径を表示している。

　　3、MAXリンブレンK型を直接地面に置くことは避け、各サイズ毎に整理し、雨・泥・油等で汚さないように保管する。

 ◎標準配筋図
　　1、MAXリンブレンK型の取付け

　　　　1）MAXリンブレンK型の取付けは、開孔部1ヶ所に対して2枚以上用いて必ずあばら筋の内側へ取り付ける。MAXリンブレンK型を3枚以上必要とする場合は、図4に示すように、

MAXリンブレンK型MAXリンブレンK型

あばら筋
主筋

捨て筋

図4　MAXリンブレンK型の取付け

2枚の配筋例 3枚以上の配筋例

あばら筋

主筋

適正な取付け向き

図5　MAXリンブレンK型の取付け向き

　　2、MAXリンブレンK型の取付け向き

　　　　1）MAXリンブレンK型は、必ずつめ部が上下方向になるように取り付ける。（図5）

K-07-20240417-A

　　　　　　　　　　　　　　SRC造の場合の下限値は、「SRC規準」に準拠する。

　　　・あばら筋比（p）　　：　0.2≦p≦1.2（％）　　　　　　　　　　　　　　ただし、SRC造の場合は0.1％以上とする。（非充複型鉄骨を用いた場合は0.2％以上）

　　　　　　捨て筋を取付け、MAXリンブレンK型を捨て筋に結束線等で取付け保持する。MAXリンブレンK型の配置は、コンクリートが十分に回る空きを確保することとし、バランスよく配置する。

　　　　令和4年版による。

　3、補強筋比の算定方法

　　開孔周囲補強に有効な有効補強範囲（C）は開孔中心部より45度方向に発生するせん断ひび割れを想定して、図2に示す様に開孔中心部から45度に引いた線と上下の

　　主筋重心位置の交点の水平距離とし、C＝C+C とする。

　　また、基礎梁の梁端部に開孔を設け、有効補強範囲（C）が梁内に確保できない開孔位置の場合の有効補強範囲内のあばら筋比（p）は、図3に示す様に、梁内の有効

　　補強範囲内に配置される開孔際補強あばら筋と一般部あばら筋の補強筋比とする。

　　MAXリンブレンK型の有効断面積（a）の算定については、MAXリンブレンK型の開孔中心部から45度方向に対して所在する鉄筋が、せん断抵抗するものを仮定する。

　　また、広沢式の扱いによって有効断面積は公称断面積の√2倍とする。 図6　開孔径別のあばら筋基本配筋図

開孔際補強あばら筋

X´ X´

開孔際補強あばら筋

　■250≦H　基本組数 2組■H<250　基本組数 1組

MAXリンブレンK型MAXリンブレンK型

梁

ＭＡＸリンブレンＫ型　設計・施工標準仕様書　（1/2）  （参考図）

1-1.61 +0.85  pr・rσy+ps・sσy

　　　・梁せい（D）    ：　D≧450（mm）

　　　　　1.00≦M/Qd≦1.55　且つ、H/D≦0.25の場合　　B≧max（0.4D ，C/2）  （mm）

　　　・開孔の垂直方向中心間距離（G）　：　G≧３H （隣り合う開孔径の平均値の3倍以上）　ただし、∑H≦D/3　且つ、基礎梁に2開孔までとする。

　　　　　　基礎梁で開孔位置Bをmax（0.4D ，C/2）≦B＜Dとした梁　　pr≦0.38　（％）

　　D：梁せい(mm)　　pr：MAXリンブレンK型の補強筋比　　rσy：MAXリンブレンK型の規格降伏点（785N/mm2）ただし rσy=min(785,25Fc)　　ps：有効補強範囲内のあばら筋比

　　sσy：有効補強範囲内のあばら筋の規格降伏点（N/mm2）　ただし　sσy=min(wσy,25Fc)　　b：梁幅(mm)　　j：応力中心間距離で、j=7d/8(mm) とする。　　d：梁の有効せい(mm)

　　　・引張鉄筋比（p）　　：　p≦2.5（％）　　　　　　　　　　　　　　ただし、下限値は0.4％または、存在応力（長期荷重による応力）による必要量の4/3倍のうち小さい方の数値以上とする。

　　3、開孔際補強あばら筋の基本配筋（図6参照）

　　　　1）開孔際補強あばら筋は、一般部あばら筋と同種同形状とし、基本組数を開孔径が、H＜250のとき開孔際に1組、250≦Hのとき開孔際に2組とする。

　　　　2）開孔際補強あばら筋は、開孔際から50mmのかぶり厚さとし、2組目以降は50mmピッチとする。
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梁貫通孔補強標準仕様書（1）(参考図）



 梁貫通孔補強材 ＭＡＸリンブレンＫ型　設計・施工標準仕様書　（2/2）

 ◎仕様

ＢＣＪ評定－ＲＣ０１８４－０７

A

・鉄筋の材質　KSS785－K　　

　（認定番号　KMSRB－0004）

・有効断面積（a）はA－A部の断面×√2　　

K-07-20240417-A

66

φ150K4 φ150K5

 ◎標準配筋図

　　4、開孔上下部の補強（図8、9参照）

　　　　1）開孔径が250≦Hのときは開孔上下部補強を設計ピッチ以内（X´）で設ける。

　　　　2）開孔上下部補強筋は一般部あばら筋と同径とする。ただし、丸鋼及びインデントの鉄筋は用いないこと

　　　　　　とする。横筋は一般部あばら筋径と同径以上とし、定着長さは開孔際から40d以上または、開孔中心

　　　　　3）開孔上下部補強筋は開孔の上下縁から50mm以上のかぶりを確保し、形状は図9を参考に決定する。Hcが

　　　　　　300mm未満の場合、(d)の形状としてもよい。また、(c)のように梁の両側からコの字形状の補強筋

　　　　3）垂直方向に並列する2開孔が異径の場合、図7に示す様に、小開孔の開孔縁から開孔際補強あばら筋

　　　　　　までの距離が100mmを超える場合は、大開孔の小開孔側となる直上または直下に横筋を配置し、

　　　　　　小開孔の開孔際から50mmのかぶり厚さを確保した位置に開孔際補強筋を配筋する。開孔際補強筋は

　　　　　　大開孔の開孔縁から50mm以上のかぶり厚さを確保することとし、形状は図9を参考に決定する。

　　　　　　開孔際補強筋は一般部あばら筋と同径とする。ただし、開孔際補強筋に丸鋼およびインデントの鉄筋

図7　開孔際補強筋の配筋例

　　　　　4）垂直方向に開孔径が250mm以上の同径の2開孔が並列する場合、開孔間についても広範囲にわたって

　　　　　　　無筋状態となることを避けるため、開孔上下補強筋と同様の配筋を行うこととする。

　　　　　5）垂直方向に並列する2開孔が異径で大開孔の開孔径が250mm以上の場合、小開孔の開孔径にかかわらず

　　　　　　　小開孔の上下部に開孔上下部補強筋を配筋することとし、小開孔の開孔際から開孔際補強あばら筋

　　　　　　　までの距離が100mmを超える場合は開孔際補強筋を配筋することとする。

　　　　　　は用いないこととする。横筋は一般部あばら筋と同径以上とし、定着長さは大開孔の開孔際から40d

主筋

主筋

腹筋

開孔際補強あばら筋

開孔際補強筋
一般部あばら筋

横筋

50mm以上 L又はL以上

40d以上

　　　　　　以上または、開孔中心から45度の線との交点から「RC配筋指針」6章に規定されるL2又はL2h以上

　　　　　　とする。

　<K4シリーズ>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 <K5シリーズ>

図9　開孔上下部補強筋の形状例

(a) (b) (c)
(d)

Hc<300の場合

50mm以上

横筋

開孔際補強あばら筋 開孔上部補強筋主筋

横筋

主筋

一般部あばら筋

開孔下部補強筋

図8　開孔上下部の補強例

(d)(d)

(c)(a)

例1

開孔上下部補強筋例

例2

横筋の定着長さは、※1 又は ※2の長さ以上とする。

L又はL以上

横筋の定着長さは、※1 又は ※2の長さ以上とする。

型　　式
寸　　　法　（mm） 有効断面積

a（mm2）

キャップ

色別W1 W2 W3

K5－0806 280 318 202

K5－0808 285 325 202

K5－0810 314 343 210

K5－0813 339 365 216

K5－1006 310 353 227

K5－1008 316 360 231

K5-1010 344 378 235

K5-1013 369 400 241

K5－1206 340 389 252

K5－1208 346 395 256

K5－1210 374 414 260

K5－1213 400 436 266

K5－1216 425 458 272 1123.5

K5－1506 372 425 278

K5－1508 378 432 282

K5－1510 406 286

K5－1513 431 473 292

K5－1516 457 495 298

K5－1706 461 303

K5－1708 307

K5－1710 486 311

K5－1713 508 317

K5－1716 530 323

K5－2006 434 497 329

K5－2008 440 504 333

K5－2010 468 522 337

K5－2013 494 545 343

K5－2016 519 567 349

K5-2508 497 576 384

K5－2510 525 595 388

K5－2513 551 617 394

K5－2516 576 639 400

K5－3008 559 649 435

K5－3010 587 667 439

K5－3013 613 689 445

K5－3016 638 711 451

K5－3508 616 721 486

K5－3510 645 739 490

K5－3513 670 761 496

K5－3516 695 783 502

K5－4010

400

705 810 540

K5－4013 731 832 546

K5－4016 756 854 552

K5－4510

450

766 880 590

K5－4513 791 902 596

K5－4516 817 925 602

K5－5010

500

827 951 640

K5－5013 852 973 646

K5－5016 878 995 652

K5－5510

550

882 1,022 690

K5－5513 908 1,044 696

K5－5516 933 1,066 702

K5－6010

600

957 1,107 750

K5－6013 983 1,129 756

K5－6016 1,008 1,151 762

K5－6510

650

1,004 1,163 790

K5－6513 1,029 1,185 796

K5－6516 1,055 1,208 802

K5－7010

700

1,065 1,234 840

K5－7013 1,090 1,256 846

K5－7016 1,115 1,278 852

K5－7510

750

1,097 1,276 870

K5－7513 1,122 1,298 876

K5－7516 1,148 1,321 882

468

179.2

280.1

403.5

716.7

450

K5－2506

K5－3006

491 570 380

553 642 431

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

179.2

280.1

403.5

716.7

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

280.1

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

黒

赤

緑

黄

黒

赤

緑

黄

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

赤

緑

黄

白

緑

黄

白

緑

黄

白

緑

黄

白

緑

黄

白

緑

黄

白

緑

黄

白

緑

黄

白

緑

黄

白

重量

（kg）

0.46

0.73

1.12

2.11

0.51

0.80

1.23

2.31

0.56

0.88

1.34

2.50

4.12

0.61

0.96

1.45

2.70

4.43

0.66

1.03

1.56

2.90

4.74

0.71

1.11

1.67

3.10

5.05

0.80

1.26

1.89

3.48

5.65

0.90

1.41

2.11

3.87

6.27

1.56

2.32

4.25

6.87

2.53

4.64

7.47

2.75

5.03

8.08

2.96

5.40

8.69

3.17

5.77

9.27

3.43

6.24

9.99

3.60

6.54

10.46

3.82

6.92

11.06

3.94

7.14

11.40

K5－1016

使用鉄筋

d

S6

S8

S10

S13

S6

S6

S6

S6

S6

S16

S8

S10

S13

S8

S10

S13

S8

S10

S13

S8

S10

S13

S8

S10

S13

S16

S8

S10

S13

S16

S8

S10

S13

S16

S8

S10

S13

S16

S16

S16

S16

S10

S13

S16

S10

S13

S16

S10

S13

S16

S10

S13

S16

S10

S13

S16

S10

S13

S16

S10

S13

S16

S10

S13

S6

S6

型　　式 呼び径
寸　　　法　（mm）

かぶり

厚さ

（mm）

有効断面積

a（mm2）

キャップ

色別W1 W2 W3

K4－0806

80

251 290 182

K4-0808 257 296 186

K4－0810 285 315 190

K4－0813 311 337 196

K4－1006 282 325 207

K4－1008 287 332 211

K4－1010 316 350 215

K4－1013 341 372 221

K4－1206

125

312 360 232

K4－1208 318 367 236

K4－1210 346 385 240

K4-1213 371 408 246

K4－1216 397 430 252 1123.5

K4－1506

150

344 397 258

K4－1508 349 404 262

K4－1510 378 266

K4－1513 403 444 272

K4－1516 429 467 278

K4－1706

175

374 432 283

K4－1708 380 287

K4－1710 408 457 291

K4－1713 434 480 297

K4－1716 459 502 303

K4－2006

200

406 469 309

K4－2008 412 476 313

K4－2010 440 494 317

K4－2013 465 516 323

K4－2016 491 539 329

K4－2508 469 548 364

K4－2510 497 566 368

K4－2513 522 589 374

K4－2516 548 611 380

K4－3008 531 620 415

K4－3010 559 638 419

K4－3013 585 661 425

K4－3016 610 683 431

K4－3508

350

588 692 466

K4－3510 616 711 470

K4－3513 642 733 476

K4－3516 667 755 482

439

179.2

280.1

403.5

716.7

422

K4－2506

K4－3006

463 541 360

525 613 411

250

300

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

179.2

280.1

403.5

716.7

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

280.1

403.5

716.7

黒

赤

緑

黄

黒

赤

緑

黄

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

赤

緑

黄

白

重量

（kg）

0.41

0.66

1.01

1.93

0.46

0.73

1.12

2.12

0.51

0.81

1.23

2.31

3.82

0.56

0.89

1.34

2.51

4.14

0.61

0.96

1.45

2.71

4.44

0.66

1.04

1.57

2.91

4.76

0.75

1.19

1.78

3.29

5.36

0.85

1.34

2.00

3.69

5.98

1.49

2.21

4.07

6.57

100

K4－1016

使用鉄筋

d

S6

S8

S10

S13

S6

S6

S6

S6

S6

S16

S8

S10

S13

S8

S10

S13

S8

S10

S13

S8

S10

S13

S8

S10

S13

S16

S8

S10

S13

S16

S8

S10

S13

S16

S8

S10

S13

S16

S16

S16

S6

S6

≦ 90

≦ 115

≦ 140

≦ 166

≦ 191

≦ 217

≦ 268

≦ 319

≦ 370

40

367 394 227 S16 1123.5 3.52

40

白

40

40

40

40

40

40

40

呼び径

かぶり

厚さ

（mm）

80

125

150

175

200

350

250

300

100

≦ 90

≦ 115

≦ 140

≦ 166

≦ 191

≦ 217

≦ 268

≦ 319

≦ 370

≦ 420

≦ 470

≦ 520

≦ 570

≦ 630

≦ 670

≦ 720

≦ 750

395 423 247 1123.5 白3.81S16

50

50

50

50

50

402

408

436

462

487

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

MAXリンブレンK型

　　使用鉄筋径

シリーズ・呼び径

 　表示シール

　<K4シリーズ>　　　 <K5シリーズ>

A

キャップ

・MAXリンブレンK型の補強計算内容および結果は設計者、工事監理者、元請施工管理者が必ず確認して下さい。

・MAXリンブレンK型の採用に関しては、設計者および工事監理者の承認を得て下さい。

・MAXリンブレンK型の施工に際しては、元請施工管理者の管理の下に行って下さい。

適用

開孔径

H

適用

開孔径

H

　　　　　　を配筋する場合の重ね長さは、「JASS5」の直線重ね継手長さ以上を確保することとする。

　　　　　　から45度の線との交点から「RC配筋指針」6章に規定されるL2又はL2h以上とする。

※MAXリンブレンK型の採用・施工における注意点
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